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　ある日、何気なくＰＣを起動させると、デスクトップに見覚えのないショートカットが増えていた。

「ＩＭＯＵＴＯ　ＲＡＣＩＮＧ　ＣＬＵＢ……？」

　アイコンの文字を読む。

　──妹レーシングクラブ。

　うん、わからない。

　わからないけどもはや『なぜこんなものが……？』という疑問を抱く僕ではなかった。とりあえず外部からのハッキングではなさそうだ。内部の犯行だ。ならば別に構わないか。いや、そうでもないか。やましいファイルは保持してないのでそれほど焦あせったりはしないけど、プライバシーの危機に関してはわりと深刻かも。

「クリック、しないといけないんだろうなぁ……」

　見つけて放っておいたらこっぴどく怒られるだろう。踏み込むしかない。これも兄としての器量。きっとどこの一般家庭でも同じようなことが繰り返されているのだ。

　そう自分に言いきかせ、マウスを動かすとブラウザが立ち上がる。まず目に飛び込んできたのは青空の下、草原に立ってポーズを決めた実妹の写真と、いくつかの説明文だった。





　☆募集番号01　ヌクイの11　♀　価格：１８０００万円






「高いなあ……」

　写真のすぐ上に添えられていた数字を見て反射的にため息が漏れる。一億八〇〇〇万。四十分の一でも四五〇万円。四〇〇分の一だとしても四十五万円か。高校生の僕にはとても手が出せる金額じゃないぞ。まさか本当に払えとは言われないだろうけど。……たぶん。

　まだ趣旨を理解できないまま画面をスクロールすると、『寸評』と題された文章が現れたのでとりあえず読んでみることにする。





　待望の実妹を当クラブで募集できることに、感動と強い責任感を抱いています。小学六年生らしい適度な胸囲は血統から将来的には中サイズ以上に育ちそうで、幅広い条件での活躍が期待できるでしょう。手足にはしなやかな伸びがあり、躍動感溢あふれる走法を見ても内に秘めたポテンシャルの高さを疑いようがありません。瞳の輝きから聡そう明めいさと意志の強さが溢あふれ、混戦を割って抜けだしてくる勝負根性も保証されています。血縁関係を超えたメインヒロインとしての資質は、誰の眼めにも明らかです。






「？？？？？？？？」

　なるほど、よくわからない。

　結局のところ、くるみは僕にどうして欲しいんだろう。根本的なところを理解できぬままさらにページをスクロールすると、【出資】と書かれたボタンが画面の中央に現れた。

「とりあえず、様子見かな……」

　けど、その先に進むことに抵抗を感じてしまい、ひとまずは何もせず僕はブラウザをそっと閉じた。







「お兄ちゃん、出資した？」

「え？」

　翌日の早朝、いつものように二人でお風ふ呂ろに入っているとくるみは非常にそっけなく僕に尋ねた。『部屋のエアコンちゃんと消した？』くらいの軽いニュアンスだったので、僕はパソコンを無断でいじらないで欲しい、というお願いをするタイミングを逸してしまう。

「いや、まだ何もしてないけど、あれはいったい──」

「早くしてよね。スピードも実績に含めるから」

「実績」

「そう。出資実績を積んでおくと、次の出資のとき有利になるわ」

「次」

　次があるのか。なんだか底の見えない沼に片足を引き込まれつつあるような空恐ろしさを感じる。

　ますます警戒心を抱いていろいろ質問してみたものの、くるみは『これ以上の情報は会員サービス！』の一点張りだったので、直接話を聞くのは諦めた。そして迷いに迷った末、僕は通学前にもう一度ブラウザを開いて【出資】ボタンをクリックしてしまう。このままモヤッと謎に包まれていたら、一日まるで集中できない確信があったので、つい抵抗できなくなったのだ。

　押したら押したでまた道を誤ったのではないかという不安がどっと押し寄せてきたけれど。

　せめて一億八〇〇〇万請求される事態だけは訪れないように強く祈っておこう。





　　　　☆６／７　愛あい妹まいレポートが更新されました




　現在は学校のグラウンドで準備運動の後、スロージョギングで三周のトレーニングを行っています。まだ走り出して間もないので息の入りは今ひとつですが、継続的に鍛えれば確実に心肺機能は高まっていくことでしょう。このままじっくり良化に努めていきます。






　帰宅してブラウザを開くと、妹レーシングクラブのコンテンツが増えていた。どうやら出資したことによって会員限定ページの閲覧が可能になったらしい。

　それにしても、くるみはなぜ急にこんなことを始めたのだろう。





　　　　☆６／８　愛あい妹まいレポートが更新されました




　引き続き学校のグラウンドで準備運動の後、スロージョギングで三周のトレーニングを行っています。ゆっくりとしたペースですが、最後の周回までフォームを崩すことなく順調に調整が進んでいます。少しずつスピードも上げていきたいところです。






　翌日もしっかり更新が入る。読んだ感じ、どうやらくるみはランニングの練習を始めたらしい。どちらかといえば文化系な妹なのに、何か思うところがあったのだろうか。理由はわからないけど、もしかすると継続する目的を作るため僕にレポートを見せているのかな。だとしたらまあ、協力を惜しむ理由はない。





　　　　☆６／９　愛あい妹まいの画像が更新されました






　今日は写真が増えてた。半袖短パンの体操着を身につけ真剣な表情で走るくるみは率直にかわいらしい。このページ、思った以上にサービスが充実しているなあ。





　　　　☆６／10　愛あい妹まいレポートが更新されました




　この日からペースを上げてスピードトレーニングを開始しています。５㎞という長距離は初めての経験で未知数ですが、小学校時代最後のマラソン大会で良いい結果を残せるよう、悔いのない仕上げを心がけていきます。６／20に全校マラソン大会出走を予定しています。なお、記念撮影をご希望の際は当日ゴール前にお越し下さい。






「マラソン……？　ああ、そうか！」

　この日になってようやく、くるみの意図をしっかり理解できた。そういえば去年も学校でマラソン大会があると言っていたなあ。その時は本当にイヤイヤ参加という感じだったけど、今年は一転して気合いが入っているようだ。

　つまるところ、マラソン大会で頑張るから写真を撮りに来て応援して欲しい、ということを伝えるために、この『妹レーシングクラブ』なるものを立ち上げたのかな、くるみは。なんとも回りくどい……という感想もゼロではなかったけど、そんな少しだけ素直になりきれない部分に血のつながりを感じてしまったりで、微笑ほほえましい気持ちにもなるのだった。

　よし、せっかくだし、くるみやみんなのことを応援しにいかないと。僕はスマホのカレンダーアプリを開き、しっかりと予定を書き込んでおいた。

「小学校で写真撮影（望遠ズーム）……と」
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　　　　Mail from:浅あさ上がみサリー







　ひびきＰさん、こんにちは！

　昨日はメールのお返事ありがとうございます！

　ウチらのバンド『ラインホルト』に興味を持ってくれて嬉うれしいです！

　私たちも『リヤン・ド・ファミユ』と『Dragon[image: ≒]Nuts』の音楽、とっても好きなのでぜひいっしょに対バン実現したいですね！

　場所なんですけど、東京でもだいじょうぶですか？

　呼び付けちゃってごめんなさい。でも、ウチらがふだんかなり自由に使わせてもらっているライブハウスがあって、そこなら三組だけの対バンもぜんぜんＯＫです！

　せっかくだから小学生バンドだけで企画した方が面白いと思うんですけど、どうでしょう？

　ライブの日は、夏休みの初めのころが良いいかなって思ってます！

　ぜひ、バンドのみなさんにもお話ししてみて下さい～。

　それと、いきなり当日だけっていうのも寂しいですし、ライブ前に何回か合同練習みたいなこともできたらどうかなって思ってます！

　まだいろいろ妄想しているだけで、ちゃんとしたアイデアにはなってないんですけどね～。えへへ、ごめんなさい。

　これからいろいろ考えてみるので、ひとまずみなさんに、何日かいっしょに活動しませんかって誘って頂けると嬉うれしいでーす！

　ではではお返事お待ちしてますね！




　Ｐ・Ｓ　リヤン・ド・ファミユの曲だと『Cloud's Connect』がいちばん好きです！　あの曲めっちゃクールでかっこいい！


サリー














　　　　♪




　天使と悪魔の大ゲンカ（なお、プロレス）というコンセプト色を強く打ち出し、ネット上での活動量を増やしてからひと月もしないうちに、コミュニティページの管理者である僕のもとへ届いた一通のメール。

　内容は、東京で活動しているという小学生バンドからの、対バンの申し出だった。

　去年応募し、高い壁に阻はばまれたキッズロックフェスティバルに出場経験もあるという、『ラインホルト』と冠したバンドのリーダー、浅あさ上がみサリーさんが『リヤン・ド・ファミユ』と『Dragon[image: ≒]Nuts』の両バンドを気に入り、さらにこちらの活動拠点も都心までさほど遠くない場所と知って、競演を願い出て下さったのだ。

　まるでビリヤードで最初の球を突いた直後のように、世界が連鎖して激しく動き出した。きっとどれほど大きく運命が変わるような局面でも、きっかけはほんの一歩、勇気を持って踏み出した瞬間に始まるのだろう。そんなことを思ってしまうほど、僕は回り始めた歯車の強い推進力を感じずにはいられなかった。

　最初の問い合わせを受けてすぐに、『リヤン・ド・ファミユ』と『Dragon[image: ≒]Nuts』の両メンバーに意向を尋ねると、返事は予想通り全員がやる気満々。その日のうちに快諾の返事を出したところ、浅あさ上がみさんも間を置かず嬉き々きと詳細を伝えてくれた。

　そのやりとりが六月の初頭ころ。早くも梅雨入りして蒸し暑い曇天が続いていたけど、僕たちはみな未来に夢を馳はせ、活力に満ちあふれていた。このまま夏晴れの季節まで、一気に駆け抜けるのみ。誰もがそう信じて疑っていなかったように思う。

「……はー。ダルいわ。ダメ、希のぞ美みぜーんぜんやる気でない」

　それがまさか、梅雨の湿気にねじ伏せられたが如ごとく、突然こんなどんよりムードに包まれてしまうなんて。ほんの少し前までは予想さえしていなかったなあ……。

「あとちょっとだけ頑張ろう。三人ともお疲れなのはわかってるんだけど……」

　リトルウイングの練習室でクタッとしおれている希のぞ美みのことを、僕は困り笑いを浮かべつつ励ます。テンションが低い理由は複数あって、そのうちのひとつはくるみがここ最近毎日レポートを書いてくれている件くだんのマラソン大会が関係している。どうやら当日に向けた練習で、みんなすごく体力を奪われてしまっているらしい。

　なんでも今のクラス担任の先生が、運動行事全般に対してかなりやる気満々とのこと。みんなに良いい記録を残して欲しいと、授業時間外も使って持久走のトレーニングをしてくれているのだそうだ。

　そうして、今年もクラス委員長を受け持ったくるみは規範を示さなくてはと思い、モチベーションを無理矢理生み出すべく、僕のＰＣに『レーシングクラブ』を設立した。それが顚てん末まつであると後から知った。

　だからくるみに関してだけ言えばここ最近も変わらず元気だ。

「わにゃぁ。太ももパンパンですけど、がんばります……」

「くー」

　けれどもリヤン・ド・ファミユの三人、それに霧きり夢ゆめは、目に見えてお疲れムードなのだった。みんなくるみ以上に普段は文化系なイメージだからなあ。なんて、僕には言われたくないだろうけど。

　しかも、だ。重ねてもう一つ、僕たちには目下の悩みというか、気になっていることがある。

「あの、響きようさん。まだ、お返事は来てませんか？」

「……うん、残念ながら。たぶん、今ちょうどいろいろ考えてくれてるんじゃないかと思うんだけど」

　東京に出向く旨むねを了承した返事をこちらから出して以降、浅あさ上がみさんからの音信が途絶えてしまったのだ。緊急で決めなければいけないことはまだ特にないから、数日くらい間が空くのはそこまで不自然ではない。わかってはいるのだけど、すっかりモチベーションが高まりきっていた僕たちはライブに向けての具体的な予定が組めず足踏みを続けている状況に、少しだけ目標を見失ってしまっていた。

「ねー。もしかして希のぞ美みたち、騙だまされたんじゃないの？　だってあまりにもタイミングが良すぎたし。ほんとはその『ラインホルト』なんてバンドはどこにもなくて、誰かのイタズラだったとか」

　すっかりご機嫌が雨模様な希のぞ美みはため息交じりに悲観する。確かに、外の世界にアプローチしていこうと思った矢先の果報だから、話がうますぎると感じるのはわかる。

「去年のフェス出演者のリストを確認したら、確かに『ラインホルト』っていうバンドは出ていたから、デタラメということはないと思うんだけど……」

「はむ。動画は？　やっぱりなかった？」

　語尾を濁す僕に、ドラムセットに突っ伏していたそらが薄目を開けて尋ねる。よかった、疲労で完全に熟睡してしまったのかと思っていたけど、起きていてくれた。

「うん。ネットにはなさそうだったよ」

　僕も勘違いしていたけど、以前みんなと見たフェスの動画って、その年の出演バンド全てが映っているわけではなかったようだ。本選に出演していたけど映像は公開されてない、というバンドもあって、その中のひとつに『ラインホルト』という文字列は確かにあった。

「名前だけだったら勝手に名乗ってもバレないじゃない。あーあ、期待して損しちゃった。がっかり……」

　すっかり悲観的な希のぞ美みは諦めムードでベースをぎゅっと抱きしめている。ちなみに、どうやら希のぞ美みは低気圧が人一倍苦手みたいだ。だから梅雨の時期は決まって少しアンニュイになってしまうのだと、潤じゆんとそらが教えてくれた。

「き、きっと大丈夫だよぞみっ。それに、もし本当に対バンのお話がダメになっても、私たちの活動は頑張らなきゃだし……」

「それはわかってるけど～！」

　よしよしと頭を撫なでる潤じゆんの手を、希のぞ美みはぎゅっと摑つかんで拝むように揉もみしだく。正論だと認めつつ、さりとてすっぱり気持ちを切り替えられなくてやきもきしている感じだ。その様子はとても微笑ほほえましいのだけど、癒いやされてないで僕からもなんとか元気づけてあげないといけないよな。さて、どうすればやる気を回復してくれるだろうか。

「……あのう、そら先生」

「はむ？　なんでしょう、響きようにーくん」

　しばし悩んでから、悟る。僕が思いつきで策を弄するよりも、いつも希のぞ美みと寄り添って暮らしているみんなの方が良いいアイデアが浮かぶに違いないと。

「希のぞ美みにもっと元気になって欲しいなって思うんですけど、何か良いい方法ありませんか？」

「ぞみたんを元気にするの？　それなら、お着替えすると良いいかも？」

「お着替え？」

　訊きき返す僕に、そらはこくこくと二度頷うなずいた。

「ぞみたん、お洋服選んでるとき、いつも楽しそう。わたしのお洋服も、よく選んでもらう」

「おー、なるほど。ありがとう！　さすがはそら先生」

「はむ。なんでもききたまえ」

　確かに希のぞ美みはおしゃれ好きだし、装よそおいを替えてみるというのはそれだけで気分転換に適しているように思う。よし、早速おすすめしてみよう。

「ねえ希のぞ美み。今着てる服、ちょっと脱いでくれないかな？」

「ほぇ!?」

　笑顔で言い寄ると、急激に希のぞ美みの顔全体が真っ赤に染まった。

　……どうしよう。明らかに切り出し方を誤った。

「な……ななななな、急になに言い出してるのよこのヘンタイっ！」

「かふっ！」

　希のぞ美みが力いっぱい投げたピックが、僕の眉間にクリーンヒット。……明らかに問題発言をした自分が悪いので、真摯に痛みを受け止めて反省するのみ。




　　　　♪




　しばし土下座しながら釈明したところ有あり難がたくも誤解はとけ、なるほど確かにそれは良いいかもしれないと希のぞ美みは頷うなずいてくれた。なので僕たちはひとまず練習室を出て、子供部屋のクローゼットを大開帳する。

「うーん、どうしようかしら？　気分転換なんだし、とびっきりおしゃれなやつを着たいわよね～」

　唇に指を当てながら、ハンガーにかけられた華やかな布地を順繰りに眺める希のぞ美み。既にもう、底まで沈んでいたテンションはある程度回復しており、そらの提案が大正解だったことを物語っている。さすがだなと、改めて三人の絆きずなの深さを感じる僕だった。

「うーん、うーん」

　真剣極まりなく、ワードローブを吟味する希のぞ美み。少し回り道だとしても、こうして気分を高めてもらった方がバンド練習の成果も上がりやすいだろう。いやはや、一時は心配したけど、上手うまいことやる気を出してもらえそうでよかったよかった。

「…………むー」

　と、安心するのはまだ早かったかもしれない。次第に希のぞ美みの眉間には皺しわが刻まれ、面持ちに不満の色が濃くなっている。傍はた目めからも、ちょっと雲行きが怪しくなってきた感じだ。

「ぞみ、決まらない……？」

「決まらないっていうか、新鮮味が足りないわ。どれも見たことあるし」

　みんな自身の持ち物だからそれは仕方ない感じもしつつ、希のぞ美みの言いたいことは理解できた。確かに気分転換を狙うなら、一度も袖を通してない服の方が効果的だろう。

「はむ。新しいの、買いにいく？」

「今日はもう夕方だし、今お小遣いもピンチだから無理よそんなの～」

　期待が膨らんだ反動のせいか、なんだかますますしゅんとしてしまった様子の希のぞ美み。しまったな、着想は絶対合っていたと思うものの、最後のツメが甘かったか。

「潤じゆんとそらの服と、取り替えっこしてみるというのは……？」

　ダメもとで訊きいてみたけど、希のぞ美みは考えるまでもないという表情だ。

「アクセサリとかならいつでも交換してるし、ブラウスとかスカートはサイズが合わないし。希のぞ美みがこのおうちの中で着られる服は、希のぞ美みのだけ……」

　かぶりを振りながら嘆く希のぞ美み。

「………………あ。ううん、そういうわけでもなかったわね」

　と、不意に天啓を得たように、希のぞ美みは真後ろに首を捻ひねった。見つめているのは、クローゼットとは反対側の壁。

　いや、違う。今、希のぞ美みの心が向いているのは、壁のその奥に連なる隣の部屋だ。

「うふふ。ありがとうね響きよう。おかげでちょっと、面白いこと思いついちゃった」

　再び双そう眸ぼうに輝きを取り戻し、悪戯いたずらっぽい笑みで口元を押さえる希のぞ美み。

　なんとなく、希のぞ美みの考えていることは察しがついた。……けど、大丈夫かなあ。なんだか問題が起こりそうな予感がして、僕は意図せず生唾を飲み込んだ。




　　　　♪




「や、やっぱり怒られるんじゃ……？」

「だいじょぶだいじょぶ♪　どんなに早くてもあと一時間は絶対に帰ってこないってば」

　意気揚々と先陣を切る希のぞ美みがノックもなしに開いたのは、桜花さくらの部屋。……うん、確かにここなら希のぞ美みが着られて、しかも過去に袖を通したことがない服がたくさんあるのだろう。でもやっぱり良いいのかなあ。いくら家族とはいえ、無断はマズいような。というかそもそも僕の場合は、勝手に部屋に入ること自体にかなり問題があるわけで。

「えへへ。さくちゃんのお洋服、私にも着られるのあるかなぁ」

「はむ。わたし、ぶらじゃーつけてみたい」

　皆で希のぞ美みを止めた方が──と振り返ってみたのだけど、その実後ろに続く二人もかなりノリノリだ。そしてそらの言葉が不穏すぎる。桜花さくらの服を借りることを黙認したとしても、せめて『上着』の範はん疇ちゆうに止とどめておかなければコトが深刻になりすぎてしまう。

「そんなに遠慮しなくて大丈夫だってば。響きようはもう何回も桜花さくらの部屋入ってるじゃないの。別に怒られないわよ」

「そうかなぁ……」

　確かに、お邪魔したことは過去に何度もある。けどそれは桜花さくらが居るときであって、無断侵入するのは意味合いが違うような。

「ま、そんなに気になるなら希のぞ美みたちの部屋で待ってれば良いいわ。こっちで着替えてから、響きように見せに戻るから」

　抵抗感を酌くんでくれたのか、希のぞ美みからそんな提案が。うん、それならば大きな問題はないような気がする。お言葉に甘えてそうさせてもらおうかな。

「…………ううむ。ちょっと予想外の展開になっちゃったな」

　というわけで、ひとまず僕だけ単身子供部屋に戻った。こちらはこちらで一人で居る場所としては緊張してしまうけど、やましい気持ちなんてないのだから挙動不審になる方がかえって変だろう。

「あ、いけない……」

　そらに『上着だけだよ！』って釘くぎを刺し忘れた。

　ま、まあ大丈夫。潤じゆんと希のぞ美みが止めてくれる……よね？

　いろいろ心配を膨らませつつ、待つことしばし。わいわい騒がしかった隣の部屋の音が次第にフェードアウトし、少し遅れてこちらに歩いてくる小さな足音が一つ。

「どうですか響きようさんっ。似合いますかっ？」

　まず現れたのは潤じゆん。身に纏まとっていたのは、桜花さくらのバイト先であるパン屋さんの制服。つまり、メイドさんチックなエプロンドレスだった。

「おお、すごく似合ってるよ潤じゆん！　それに、サイズもぴったりだね」

　率直に驚いて眼めを見開く僕。潤じゆんのキュートな雰囲気にエプロンドレスが相性抜群なのはいくらでも想像できることだったけど、桜花さくらの服をぴったり着こなせるのはかなり意外だ。

「えへへ、実はこれ、後ろの方に布を折り込んで、ぞみとくーちゃんに洗濯ばさみでとめてもらったんです」

　種明かしをしてはにかむ潤じゆん。そういえば、前も衣装を着て写真を撮るとき、そんな風にしてたことがあったっけ。

「なるほどね～。言われるまで全然気付かなかったよ」

「ほらほら、こんな感じですっ」

　感心していると、潤じゆんは肩をねじって背中側が見えるようにしてくれた。

　──ばいん。

　その、直後。布が引っぱられたせいか、洗濯ばさみがファンネルのように潤じゆんの背中から勢いよく飛び立った。

「わ、わにゃ!?」

「っ!?」

　つまんでいた布が解放され、潤じゆんの襟元がだぶだぶに……！　大きく鎖骨と柔肌が覗のぞいているのに気付いて、僕はあわてて顔全体を逸そらす。

「しししっ、失礼しまし……へぴん!?」

「え!?」

　たまらず退避しようとしたのであろう潤じゆんの足音が、ばたんという大きな衝撃に続いて途切れる。どうも、転んでしまった様子。怪け我がでもあったら大変だと、僕は反射的に顔を戻して手を貸そうとする。

「う、うわっ!?」

　それはもう芸術的に、茹ゆでたての枝豆を指で押し出した時のように、すぽーんと。エプロンドレスから全身まるごと飛び出した潤じゆんが、下着一枚で俯うつぶせに倒れていた。

「わ、わにゃ～ごめんなさいっ！」

　この状況で距離を詰めるわけにもいかず、潤じゆんが自力で立ち上がりあわあわと部屋を出て行くまで、僕はただ無情に背を向け続けることしかできなかった。

　確か、前も同じようなことになっていたよなあ……。洗濯ばさみは、飛ぶモノ。そういう認識で常に警戒していた方がいいかもしれない。警戒したところで何かできるかは、ちょっと怪しいけど。
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「はあ、びっくりした」

　再び一人になって、大きく息をもらす。なにはともあれ、どうやら潤じゆんは転んで怪け我がとかはしてなさそうだったのでそこだけは本当に良かった。

「響きよう、入るわよ～？」

「う、うん！　どうぞ希のぞ美み！」

　何度か深呼吸を繰り返しているうち、扉越しに声が聞こえたので正座で背筋をまっすぐにする。さっきのアクシデントがあったからか、微妙に緊張感を抱いてしまうな……。

「ふふふ。言っておくけど、たっぷり覚悟した方が良いいわよ。すんごいの見つけちゃったから」

　ドア越しに聞こえる希のぞ美みの声が弾んでいる。すんごいの──とは、いったいどういう意味だろう。期待と不安を同時に抱え、僕は希のぞ美みの登場を待った。

「じゃじゃ～ん」

「あ……！」

　勢いよく飛び込んできたその姿を一目見た瞬間、背中に電流のようなものが走る。希のぞ美みが纏まとっていたのは、シンプルなデザインの学生服。

　……僕に郷愁と、ある種の憧れを抱かせる、特別な意味を持った服だ。

　結局ほとんど通えず仕舞いだった中学校の、女子制服。あの頃まったくの高たか嶺ねの花で、まったく傍そばに近付くことさえできなかった、桜花さくらの面影が、すまし顔で僕を見つめる希のぞ美みとおぼろげに重なる。

「どうどう？　これ着てると、けっこうオトナっぽく見えるでしょ？」

「そう、だね……。うん。よく似合ってる。……きれいだ」

「え……!?」

　ぼんやりして、つい本音を包み隠さず口にしてしまったような気がする。希のぞ美みがなんだかびくりと驚いている。

　けれども、取り繕うことはできなかった。過去と現在が頭の中でまぜこぜになって、夢うつつの境界に迷い込んだような不思議な感覚。うまく、頭が回らない。

「な、なに？　響きようったら、そんなに気に入ったの……？」

　頰を朱あかく染め、希のぞ美みが僕のすぐ傍そばで床に膝を突いた。そして、ゆっくりと全身をこちらに近づけてくる。まるで、不思議な引力で結ばれているかのように、僕と希のぞ美みとの距離がだんだんと縮まっていく。

「………………」

「………………」

　気付けば、あと数十㎝で触れてしまう距離。頭の奥底で、いけない、後退しなくちゃという警鐘が鳴っている。でも、なぜか身体からだがぴくりとも動いてくれなかった。

「きょ、響きよう……。あの、ね。希のぞ美みは、ね……」

　希のぞ美みが、また少し僕の顔まで近付き、唇をきゅっとすぼめる。

「──あれあれ希のぞ美み～、なんかかわいい服着てるね～。……どこにあったのかな、ソレ」

　その刹那。真横から、不自然なほどに明るい声が僕たちの耳に刺さった。

「……………………え？」

「さく、ら……？」

　油の切れた機械のように、ぎぎぎぎぎ、とぎこちなく首を捻ひねる僕と希のぞ美み。

「ど、どうしたのかしら？　帰り、早すぎない？」

「先輩がシフト交代して欲しいって言うから、今日は早引けしたんだ～」

　腕組みして、能面のような笑みを刻み込んだ桜花さくらが、直立不動でこちらを見下ろしていた。

「や、あのね。違うのよ。これはその」

「ん～？　何が違うの？　どこにあったのかな、その制服？」

「……桜花さくらの、クローゼットに」

「へー。なんで希のぞ美みが着てるの？」

「……ちょっと、お借りしてみたい気分に」

「ふーんふーん。それで勝手にあたしの部屋入って、あたしのクローゼット開けたんだ？」

「……………………スミマセン」

　蛇に睨にらまれた蛙かえるがごとく、希のぞ美みは背中を丸めて涙目に。助け船を出してあげるべきか、と思いつつ、みんなの好奇心を止めなかった僕も確実に怒られるので、実は同じくらい恐れおののいていたり。

「いくらなんでも、これはオシオキが必要よねぇ……」

　やがて桜花さくらは笑みの中に抑えきれない抗議の意を混ぜこみ、わなわなと震える手を希のぞ美みに伸ばす。もはや、これまで。僕も制裁は免まぬかれ得えないと観念した。

「響きようにー響きようにー。ぶらじゃーのつけかた、教えて？」

　まさに、その時。パンツ一丁のそらが頭に動物の耳のような形の布をかぶり、とことこと部屋にやって来た。

「……な。な、なななななななな、なにやってるの！　そんな格好で！　あたしの下着で何してんのよそら～！　こっち来なさい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「はむ？　さくねーおかえりなさい」

　血相を変え、桜花さくらはそらを抱きかかえて隣の部屋に連れ戻す。

「……ぴ、ピンチ脱出……かしら？」

「ど、どうだろうね」

　幾分ほっとしつつ、顔を見合わせる僕と希のぞ美み。

「あれ……？」

　ふと視線を落とすと、まったくの無意識で、僕たちは手を握り合っていた。

『っ!?』

　途端、さっきまでの変なムードと、お互いの近すぎる距離を今さら自覚し、互いに飛とび退のいて適度な間合いを計り直す。

　いやはや、恐るべしセーラー服。……って、その言い方も語弊がありそうだけど、過度に思い出補正がかかるようなアイテムの取り扱いは充分注意せねばという学びを得た。







「はー。怒られちゃった……」

　その後みんなで桜花さくらに平身低頭お詫わびして、なんとか許しは得ることができたけど、バンド練習の方は結局少し集中力を欠いたままの内容になってしまった。この状況が長引くと良くないな。何か別の方法で、やる気を喚起できるよう考えておかないと。

　そんな悩みは、帰宅してＰＣを開いた瞬間消きえ失うせる。

「……良かった」

　メールボックスに、新着メッセージ。その内容を確認した瞬間、もうあれこれ小手先の手段を講じる必要なんてなくなったのだと僕は知る。

　うん、大丈夫だ。運命の歯車は、今でもちゃんと動いている。











　　　　Mail from:浅あさ上がみサリー







　お返事遅くなってごめんなさい！

　わざわざお呼びするのに、ウチらのバンドの音ぜんぜんお届けしてなかったの失礼だったなーって思って、メンバーと相談してたんです。音源だけだったらすぐに送れるけど、せっかくだしこっちも動画で見てもらいたいねって！

　それで、ちょっと撮影タイムもらっちゃってました！

　ウチらあんまりそういうの詳しくなかったから、予想より時間かかっちゃいました～。

　撮ってみて、改めて『リヤン・ド・ファミユ』さんも『Dragon[image: ≒]Nuts』さんも、ひびきＰさんもすごいなって思いました！　動画の撮り方とかもふくめてめっちゃかっこい～！

　ウチらのはほんとただ練習撮っただけなんで、クオリティ低くて恥ずかしーです（笑）。

　でも、曲にはそれなりに自信あるんで、勇気を出して送ります！

　ぜひ見て下さい。そしてウチらの音楽も知って下さい！

　気に入ってもらえますように！

　またこちらから送りますね。ハコのブッキングは大丈夫そうなんで、何日か以内にちゃんとした日程相談しまーす。

　ではではー。





サリー

添付ファイル【49.7MB】
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『………………』

　僕の部屋に集合した子どもたち六人が、ぎゅうぎゅうに肩を寄せ合ってＰＣの画面を見つめている。数分の間、誰一人言葉を発することなく、それどころか呼吸すら止めてしまっているのではと心配になるほどの緊迫感を、皆が宿し続けていた。

　無理はない。僕が今、ある程度冷静でいられるのは、一足先に動画を確認していたから。でなければ、同じように呆あつ気けにとられ固まっていただろう。

　対バンを誘ってくれたバンド『ラインホルト』の演奏は、それほどまで衝撃的なものだった。

「スリーピース、なんですね。私たちと同じ」

「でも、それでいてこんな新鮮に聴こえるなんて。こういうやり方も、アリなのね……」

　ようやく潤じゆんとくるみが口を開いて、絞り出すように呟つぶやいた。言う通り、映っているのは三人。でも、その音像は、『リヤン・ド・ファミユ』とも、『Dragon[image: ≒]Nuts』とも全く違うタイプのものだった。

「なんというか、オシャレですねぇ……」

「はむ。とってもかっこいい」

　相あいヶが江えさんとそらの、素朴で的を射た感想にみんなが何度も頷うなずく。

　ドラム、ベース、そして──ピアノ＆ボーカル。シンプルながら個性の盲点となるようなパート編成。どうやら僕にコンタクトを取ってくれた浅あさ上がみさんというのは、このバンドにひときわ彩色を与えている、ピアノ＆ボーカル担当の子がそうらしい。無造作に束ねられた長い髪を振り乱してピアノとマイクに情熱をぶつけるその姿は、一度目にしたら忘れられないほどのインパクトを生み出している。

　音楽的には、全く同じピアノ３Ｐスリーピース編成で一世を風ふう靡びしたバンド『ベン・フォールズ・ファイブ』の影響を強く感じる。……ああ、そうか。バンド名の『ラインホルト』って、たしか彼らのアルバムのタイトルに同じものがあったはず。かなり腰を入れてその音楽性を吸収したのであろうことが、敬意に満ちた節回しからはっきり伝わってくる。

　だからといって、完全なコピーではないのがまたすごいところだ。ファンクやボサノヴァの香りも取り入れた艶あでやかなサウンドは、バンドとして、ベン・フォールズ・ファイブともまた別の個性を手に入れている。

「楽しそうに歌うわね、ピアノの子。声もなんていうか、すごく通る。ベースの子は上手うまいけど、あんまり自己主張しないタイプかしら。一曲じゃわからないけど」

「このピアノ、ほんとに小学生なの？　噓うそでしょ、中学生でしょ。胸でかいし」

　希のぞ美みと霧きり夢ゆめは真顔になって、早くもライバル心を面持ちから隠そうとしない。確かにボーカルの浅あさ上がみさんは非常にエモーショナルで、声質も実に力強い。全員小学生という紹介を受けていなければ、僕でさえ年上ではと勘違いしていたかもしれない。

　リズム隊も上手うまいな。あえてサポートに徹しているのか派手さはないけど、演奏技術の高さは一瞬聴いただけで伝わってくる。

『～♪　……っと、こんな感じでーす！　対バンできるの楽しみにしてまーす！』

　曲が終わり、浅あさ上がみさんが画面に近付いて敬礼する。そこで動画はプツリと停止した。

『……………………』

　映像が終わった後も、みんなしばしの間顔を見合わせ押し黙り続けている。

　何を想おもっているかは、言葉なんか聞かなくてもはっきりと伝わってきた。

　みんなのハートに、煌こう々こうと炎が灯ともったようだ。

「きょ、響きようさんっ！　あ、あの！　今日もこれから、練習しませんか!?」

　右手をピンと持ち上げ、その場で何度か跳ねながら打診する潤じゆん。ここまで前のめりな気合いを表に出すのはかなり珍しい。

「ええと……気持ちはわかるけど、ちょっと今日は時間が遅いかな」

　できれば叶かなえてあげたいところだったけど、時計を見ればもう十六時半。今からリトルウイングに移動して、準備から始めると夕飯の邪魔になってしまう。

「ううう、この昂たかぶった気持ちはどうすればいいの。何かしないとおさまらないわ……！」

　希のぞ美みがわなわなと震える自らの両手を睨にらみつける。本来練習日ではないこともあって、集合場所を我が家に指定してしまったんだけど、ちょっと失敗だったかな。

「私たちもスタジオ入りたいですね……」

「確か今日タランチュラホークはライブよね……。時間的にも、出かけるのはムリそうだし。あー、全身がそわそわして落ち着かない！」

　相あいヶが江えさんとくるみも内なる衝動を堪こらえきれないらしい。それほどまで『ラインホルト』のライブが刺激的だったということだろう。

「………………しゃーない。私、ちょっと走ってくる」

　じっとしていられないという気持ちからだろうか。霧きり夢ゆめまでがそんなことを言い出すのだから、よっぽどだ。なにしろ、六人の中で誰よりもマラソン大会に拒絶反応を示し、どうやって当日休んでやるかをずっと画策していたくらいだったのだから。

「わにゃ、私も……！」

「希のぞ美みも行くわ！　何かしてないと落ち着かないし！」

「はむ。おともします」

　さらにはリヤン・ド・ファミユの三人、そしてくるみと相あいヶが江えさんも後に続き、気付けばみんな我先にと外に飛び出してしまっていた。

　六月の停滞は、どうやらほんの一瞬の通り雨に終わりそうだ。







　ちなみに後日、予定通りマラソン大会は行われたんだけど、写真撮影の許可云うん々ぬんはくるみが独断で書いたもので、実際のところ保護者の観戦は予定されていない行事だった。

　おかげでカメラを構えて小学校に特攻した僕は、危うく不審者として御用になりかけてしまった。ひどい。
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　　　　Mail from:浅あさ上がみサリー







　ひびきＰさんこんにちは！

　いよいよ夏休みも近付いてきましたね！

　皆さんに会えるのがほんと今から楽しみ！

　練習会とライブの予定表を添付しておくので、確認よろしくお願いしまーす。

　そうそう、合同練習の方なんですけど、カバー曲をいっしょに演奏するのは確定として、もしよかったら軽くジャムセッションもしませんか？

　そんなにコード進行激しく動かない感じだったら、いきなりでもきっと良いい感じになると思うんですよ～！

　お互いにたくさん刺激受けられたらって思うんで、ぜひやりたいです！

　バトルオブトーキョー、みたいな！

　あ、っていっても本番のライブの方はほんと、交流会みたいな感じで楽しくやりたいなって思ってます！　こっちがホームですし、ウェルカムな雰囲気ばっちり作っておきますので！

　もちろんステージに立つからには全力で、どうだウチらが一番だーって思いながらやりますけどね！

　なんて、ちょっとナマイキ言ってみたりして。えへへ、ゴメンナサイ！

　あーもう楽しみすぎ。もうめっちゃテンションアゲアゲで早く学校終わって欲しいです！

　親には勉強もちゃんとやれっていつも怒られてばかりですけど！

　ではでは、スケジュール確認よろしくお願いしまーす！

　変えて欲しいこととかあれば教えて下さいね～！





サリー

添付ファイル【2.5MB】
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「失礼しました！」

　廊下に出るや否いなやくるりと振り返って一礼し、僕は進路指導室の扉をなるべく音が出ないよう静かに、でも早く退避したいという気持ちを隠せず可及的速やかに閉めた。

「ふぅ……」

　そして自然に漏れる大きなため息。七月の粘っこい空気は、コトが済んだ今もなお両肩にまとわりついたままだ。

「ふふっ、お疲れ」

「あれ、桜花さくら」

　笑い声に振り向けば、夏服の半袖からピンと腕を伸ばし、敬礼のポーズを向けてくれている桜花さくらの姿が。野外でもけっこうアクティブに活動しているのに、日焼けの跡なんて少しも見せない真っ白な肌に、『これが女の子の魔法か』なんて僕は改めて見とれてしまったり。

　おかげで息苦しさもどこかにすっ飛んで行った。

「待っていてくれたの？」

「や、うーんと、なんていうか。ま、まだバイトまで時間あったし、ね！」

　あご先に指を添え、斜め上を見つめながら八重歯を見せる桜花さくら。言われてみれば、まだそんなに遅い時間じゃないもんな。

「そっか、そうだよね」

　都合の良いい思い込みを謝らなくてはと、僕は苦笑交じりに軽くお辞儀した。

　とたんに桜花さくらは眉間と口先をギュッとすぼめた。あ、あれ。なんだか怒らせてしまったような……？

「えい」

「あいた!?」

　そして脳天に飛んでくる垂直チョップ。その実たいして痛くはなかったけれども、どこかで会話の選択肢を間違ってしまったようだ。

　どこだろう。わからない。

「モテないよ～、そんなんじゃＪＫには」

　今度は呆あきれ顔がおでため息を一つ残し、桜花さくらは先に歩き始めた。復習ポイントを探っておきたい気持ちもありつつ、尋ね返すとますます怒られそうな確信もあり、迷った末に僕は黙って後を付いて行くことに。

　ところでやっぱり僕、モテないんだろうなあ。意外な情報というわけではなかったし、それは正直言われてショックでもなかったけど。

「ＪＫにはモテなくても仕方ないけど、桜花さくらにはモテたいな」

　でもやっぱり過あやまちを確認させてもらうべきか、という迷いで呟つぶやいたあと、今度は自分自身でハッとして口元を押さえた。……ちょっとばかり、カジュアルに踏み込み過ぎた言葉だったような。

　何か付け足しておくべきか。いやでも、本心は本心だし、取り繕いたいわけではない。

「……そっか、ふーん」

　廊下に並ぶ窓の方を見つめ、僕から顔を逸そらして素っ気なく返事した桜花さくら。外は曇り空。ガラスの反射力は弱くて、二人のシルエットをぼんやりとしか映さない。ううむ。もうちょっとこう、一瞬だけでいいから本気の反射力を発揮して頂けませんでしょうかと、僕は思わずお天てん道と様さまに神頼みしてしまう。

「……じゃあ、まあ。いいかな。ずっとそのままで」

「え？」

　ふと立ち止まって二つ結びの髪を揺らした桜花さくらが、久しぶりに僕の方をちらりと見て言った。すぐにまた目を逸そらして歩き出してしまったので、怒っているのか、そうでもないのかはわからず仕舞いだった。

　ただ、とてもかわいかった。ドキリと胸が高鳴った。

「ほら、いこ？」

　それから桜花さくらは数歩先でもう一度振り返り、手て提さげ鞄かばんを背中に回して少し前かがみになる。今度はほんのりと微笑ほほえんでくれているのが、はっきりと伝わった。

　陽ひが射さして、窓の外が急に明るくなる。お天てん道と様さま、ワンテンポ遅いです。

　……いや、そうでもないか。

「うん、ごめんごめん」

　眩まぶしさにずっと見み惚とれていたくなる気持ちをぐっとこらえて、僕は桜花さくらのすぐ傍そばまで距離を縮めた。




　　　　♪




「ところで、どうだったの？　進路相談は。なんか気重そうに見えたけど、怒られた？」

　昇降口を出て校門に向かう途中で、思い出したように桜花さくらが尋ねた。そう、実は今日、僕は初めての進路相談日だったのだ。一年生の時も将来の希望を伝える場はあったのだけど、担任の先生と個別に、という形式は先ほどが初めて。高二の夏ともなると、もう既に卒業後についてしっかり計画を立てていなければいけない時期なのだなと改めて背筋が伸びるし、どこか焦燥感のようなものも抱いてしまう。

「ううん。怒られてはないよ。……ただ、普通の大学を受験する選択肢、まだ捨てなくて良いいんじゃないかって、けっこう強く言われちゃって。どうしたもんかと」

　苦笑交じりにありのままを伝えると、桜花さくらはふと含み笑いを浮かべた。

「え、バカ正直に宣言しちゃったの？　ロックで天下とりますって。親呼ばれるよ？」

「そんなことは言ってないよ！」

　両手を振り、僕は全力で否定。もちろん雰囲気からして冗談だってわかっていたけど、あまりにもおこがましくてやんわりとは流せなかった。

「ただ、今進みたいのは音楽の道だとは、うん。正直に言った。それで、本格的にＰＡとかレコーディングを勉強するなら、やっぱり専門学校なのかなって思ってますって伝えたんだ。そしたら、まずは大学に行って、就職して音楽の会社に入る道もあるんじゃないかって」

「それは、正論ではあるよねー」

「正論なんだよねー。だから尚なお更さらうーんってなっちゃって」

　逆にもし、バンドマンになりたい、スタジオミュージシャンになりたいと、プレーヤー志望だったらあまり迷わなかったかもしれない。けれども僕が今心惹ひかれているのは、表舞台に立つ人たちを裏から支える仕事。となると、辿たどるべき道筋は一本ではない。四年制の大学に行って、音楽レーベルとか、スタジオ志望で就職活動する。狭き門なのはわかっているけど、それは専門学校に行ったとしても同じことだろうし、先生の言葉を借りれば『失敗した時でも立て直しやすい』。失敗する前提で考える気はないとしても、それが正しいのは間違いない。

「じゃあ逆に、大学進学に決めきれない理由は？」

「恥を忍んで本音で語ります。……受験勉強したくないです」

「わかる」

　先生にははっきりと伝えられなかった言葉を桜花さくらにありのまま漏らすと、大きく頷うなずきで応えてもらえた。なんというか、どう生きるにしても努力は必要だとわかってる。でも、同じ量の努力でもひたすら音楽に、好きだと思えることに全身全霊を捧ささげた方が、底なしに頑張れる。そしてそれくらい本気で音楽とだけ向き合わないと、僕の才能では仕事になんてできない。どうしてもそんな気がしてしまうんだよなあ。

「まーでも、響きようって成績もけっこういいよね。うまく両立できそうな気もするけど」

　思いつめすぎないようにと気遣ってくれたのか、桜花さくらがにこりと優しい言葉をかけてくれた。自慢できるほど偏差値が高いわけじゃなかったけど、その温かさが嬉うれしかったので、僕は素直にお礼を伝える。

「ありがとう。桜花さくらが勉強教えてくれるから、だけどね。そして、桜花さくらにはいつもだいぶ負けてるけど」

「ふふん、まーね。感謝しなさい。こんなデキるＪＫを残念呼ばわりするウチの子たち、ちょっと失礼すぎだよねやっぱ。宿題見てあげるのボイコットしようかしら」

「ま、まあまあそう言わず。みんなも僕と同じくらい感謝してると思うよ」

　不意に頰を膨らました桜花さくらに困り笑いを向けつつ、潤じゆんたちの声を代弁する。桜花さくらは教えるのがとても上手だし、バイトで時間に追われてるのに成績はいつも安定してトップクラス。よほど要点の摑つかみ方かたが上手うまいのだろう。惜しみなくノウハウを教えてもらっている僕たちにとって、勉学の神様と敬っても過言ではなかった。

「だといいけど。……と、とにかくさ。勉強はこれからもあたしがいくらだって見てあげるし。や、もちろん響きようが迷惑じゃなかったらだけどね！」

「迷惑なはずなんてないよ！　桜花さくらがそう言ってくれるだけでも、すごく幸せだ」

「お、大げさだし。で、でもほんと、一緒に受験勉強したりすれば、お互い時間にメリハリつくし。いろいろ、両立とか、ほら。できるかも、だし」

　普段より途切れ途切れな話し方で、桜花さくらはだんだんと声をこもらせていく。きっと、僕の将来像が煮えきらないから、どれくらいの強さで誘ったらいいのかわからないのだろう。よほどもどかしいのか、だんだんと頰が赤く染まってきているようにも見える。
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　桜花さくらと、一緒に受験勉強かあ。そう考えると、悪くないなぁ。むしろすごくいいなぁ。やっぱ大学受けようかな……。

　などと一瞬ながら本気で思ってしまうのだから、僕ってやつは不純にもほどがある。不純だけど、疑いようもなく本心だった。

「……でも、そっか。桜花さくらはもう大学進学に決めたってことなんだよね」

　だからこそ一緒に受験勉強しようって言ってくれたのだろう。桜花さくらの進路相談はちょうど今日のお昼休みだったので、まだ聞いてなかったけどその時に覚悟を固めたのかも。

「や、実はあたしもまだなんだけど。……え、えへへ。ごめん」

　あれ、と微妙に肩すかし。でも前もまだ迷ってると話していたし、もう覚悟は決まったと伝えられるよりも親近感が膨らむところもあった。

「ううん。こうしていろいろ相談できるだけでも嬉うれしいし、すごく助かるよ。ありがとう。もし受験することになったら、桜花さくらと一緒にしたいな」

「あたしも、響きようとしたい」

　膨らむなあ。いろいろ。夢とか。

　どうあっても、こんなに幸せな下校時間が続くのだ。そう思えば、迷うことすら怖くはない。

「ちなみに、大学じゃないとしたら調理師学校？」

「ん。大学じゃないとしたら、そだね。パン屋さんなら資格いらないらしいけど、調理の基礎は学んでおきたいし」

　なるほど。今のアルバイト先から学んだ技術を活いかして桜花さくらがベーカリーを開いたら、きっと大だい繁はん盛じよう間違いなしだろうな。

「でも大学行って経営とか学ぶのも役にたつよって言われて、あたしもちょっと迷っちゃった。それは正しいなって」

「経営学かぁ、大変そうだ」

「ねー。しかもまだお店やるぞって決めたわけでもないしね。やっぱ迷っちゃう」

　ふむふむとお互い頷うなずきを交わし続ける僕たち。こんな話ができるようになっただけでも進歩──なんて、もはや言ってられない時期に入っているんだよなあ。

「そうだ。……ちなみにさ。響きようが思う、あたしに合いそうな職業ってなにかな？　ひとまずパン屋さんは置いておいて」

　いかにも興味本位といった感じで、桜花さくらが屈託なく質問した。合いそうな職業、か。もちろんパン屋さんも合いそうだけど。それ以外なら桜花さくらは面倒見がいいから、対人系の職業が向いているような気がする。

「看護師さんとか、それこそ教師とか。あとは一ひと捻ひねりしておまわりさんとかどうかな？」

　何気なく思い浮かんだままを口にしてしまってからハッと気付いた。

　な、なんか今挙げたの全部、コスチュームでプレイする時に登場しがちな衣装をお召しになっている方たちばかりのような……。いや、もちろんそんな意図は一切なかったのだけど！

「……響きようってさ、なにげに『雑食』だよね。意外と、なにげに」

　ジトッとした目でため息を漏らす桜花さくら。あああいけない、やっぱり誤解が生じている。違うのだ、桜花さくらの人柄なら、きっとありがたがられると感じた職業を並べたに過ぎないのだ。

　このままではいけない。衣服ではなく、大切なのは桜花さくらという存在そのものなのだという想おもいを伝え直さなければ！

「女子高生のままでももちろんいいよ！」

「雑食じゃん!!!!」

　盛大に墓穴を掘ってしまった。

　この後桜花さくらのバイト先までお伴ともしてひたすら釈明を続けたのだけれど、正しく理解を得られたのか甚だ疑問だった。




　　　　♪




「やっと来たわね、雑食」

　桜花さくらを見送ってからリトルウイングへ向かい、練習室にお邪魔すると希のぞ美みの第一声がとても冷え込んでいた。

「いや、その」

　やはり桜花さくらから理解は得られていないらしい。それどころか子どもたちに先回りで告げ口されてしまったらしい。これは根が深そうだ。

「響きようさんっ。ナースもいいけど、小学生もよろしくお願いしますねっ！」

「はむ。響きようにー。よりどりみどりめしあがれ」

　潤じゆんとそらは怒ってなさそうなのが不幸中の幸いだろうか。いや、誤解自体はみっちり植え込まれてる模様だからそうとも言い切れない。

「希のぞ美みは認めないけどね。あちこちツマミ食いしてばっかりじゃなくて、ちゃんと主食とじっくり向き合い続けて欲しいものだわ」

「はむ。ぞみたんが主食？」

「そ、そうは言ってないでしょ！」

「わにゃ、じゃあぜひ私を主食に……えへへ」

「な、こら！　割り込んでいいだなんて──ってそれも違うっ！　もー、話が進まないわ！」

　目まぐるしく顔つきを変化させていた希のぞ美みが、ラチがあかないとばかりに力一杯絨じゆう毯たんを踏みしめて二人の声を止める。

「響きようの荒あら喰ぐいの話は後回し！　それよりまずは、あのメールのことよ！　夏休みまであまり時間ないんだから、すぐにでも準備を始めないと！」

　荒あら喰ぐい……。希のぞ美みの中で僕の生態が繁殖期前のメバルみたいな立ち位置になってしまっている。やはり早々に誤解をなくした方が良いいのではと迷いつつ、希のぞ美みが焦あせっている理由もよくわかるので、ひとまず自分のことは捨て置こう。

「えっと。希のぞ美みが心配してるのは『いっしょにジャムセッションしよう』って書いてあった、浅あさ上がみさんのメールのことだよね？」

　確信を持って問いかけると、潤じゆんとそらも動きをシンクロさせ、三人が同時に頷うなずいた。

「さすが響きようさん、その通りなんですっ！　私もぞみもくーちゃんも、『ジャムセッション』がなんなのかわからなくて困ってしまっていて……」

「ジャムで、いっしょにどろどろになる？」

　下がり眉の潤じゆん。自分の両頰をふにふにさせて、どろどろ感（？）を表現するそら。うん。いっしょにどろどろ、というのはある意味ジャムでプレイする時の表現としては正しいかも。とはいえ僕自身あまり経験がないから、口では上手うまく表現できないんだけど。

「よし、いったん楽器の準備をしちゃおう。音を出しながらの方が説明しやすいと思うから」

「オッケー、わかったわ！」

　両手をぱんと合わせながら僕が提案すると、希のぞ美みの返事を合図に三人とも勢いよく引き返して、練習室の定位置についた。よし。また一つみんなと大人の階段を上れるように、年上としてしっかりリードしてあげないと。

「まずは言葉の意味から話した方がいいよね？」

　僕もアンプを借りて、持参したエレキギターを構えてからもう一度みんなの顔を見る。

「はむ。ジャムならしってるよ？　パンに塗る、甘いの」

「中に入ってるのもあるわ。桜花さくらは中にたっぷりじわーっと広がる感じが好きなんだって」

「えへへ、私も中の方が好きかな」

　なるほど、桜花さくらと潤じゆんは中派なんだな。『Ｓａｏｎｏｉｓ』のジャムは自然な甘さで、たっぷり頰張っても重すぎないからそれもよくわかる。

　僕としても、中と外でどっちが快楽を感じるか問われると、やっぱり中に……って、いけないいけない。つい妄想が膨らんでしまった。

「語源はその甘いジャムと同じみたいなんだけど、ジャムセッションっていうのは食べ物じゃないんだ。言ってみれば、うーん。演奏するみんな自身がジャムになっていく感じ？」

　話を戻そうとすると、三人がきょとんとした。きっと質問があるだろうと思って昨日いろいろ用語とかを調べ直してみたんだけど、確かに今のはあまりうまく説明できていなかった。もっと具体的に話さないと。

「わにゃ、雑食の響きようさんに、とろとろになった私たち三人がいっしょに食べられちゃうんですかっ？」

「え……!?」

　弱ったぞ。『雑食』の部分はたいへんな誤解なんだけど、潤じゆんのとらえ方はある意味的を射ている部分もあるのだ。

「……ウワキモノ」

　おかげで返事にまごついてしまっていると、希のぞ美みから再び冷たい視線が。穏やかに生きるって難しい。

「そ、そうじゃなくて！　僕が食べるとかじゃないんだけど、三人がいっしょに混ざり合うっていう部分は潤じゆんの言うとおりなんだ。ジャムセッションっていうのは、どの曲をやるかを決めないで、それぞれの演奏を混ぜ合って、ジャムみたいに煮詰めて新しい音楽を作っていく。そういうイメージかな。僕が食べるとかじゃなくてね！」

「はむ。やる曲決めないの？」

「曲決めないで演奏って、そんなの……ムリじゃない？」

　必死の説明が実ったようで、ひとまず雑食疑惑は話題から外れた。そちらはこれからもじっくりと誠意を見せて誤解を消していくとして、まだ混乱しきりといった感じのみんなにもう少し話を続けなければ。

「もちろん、最低限の約束は決めておく。簡単なコード進行をずっと繰り返そう、とか。あとは誰か一人はずっと同じリフを演奏して、周りがそこに音を重ねていこう、とか。そのうえで、思いつくままにフレーズを重ねていくんだ。ほら、アドリブとか即興って聞いたことないかな？」

「は、はいっ。言葉は知っていますっ。じゃあ、ジャムセッションって。少しだけ約束を決めて、あとはみんな自由に、アドリブで演奏をすること、ですか……？」

「ってことは希のぞ美みたち、そんな感じに出たとこ勝負でいっしょにスタジオ練習しようって誘われてるわけ……!?」

「とっても難しそう。こまりました」

　潤じゆんも希のぞ美みもそらも、だんだんと顔に不安の色を積み上げていく。無理もない。なにしろ僕が知る範囲では、まだ一度も取り組んだことのないスタイルだからなぁ。

　そしてこの関門をさらに険しくしてしまう存在が、他ならぬ僕だったりして。

「ますますこうしちゃいられないわ！　響きよう、早く教えて！　アドリブのやり方！　ジャムセッションのやり方を！」

　構えたベースのネックをぎゅっと握りながら、切実に上目遣いを向けてくる希のぞ美み。けなげな表情に、たらまず僕は腰を直角に折ってお詫わびを告げるしかなかった。

「ごめん！　もちろん可能な限り頑張ってみるけど、正直に言うと……僕もあまり上手うまくできないんだ！」

「はむ？　響きようにーも、にがて？　じゃむせっしょん」

「うん……。アドリブははっきり苦手だし、しかもセッションの経験もないから……」

　続いてそらにもぺこりと頭を下げてから、恥を忍んで正直に伝えた。言い訳になっちゃうけど、ＤＴＭから音楽を始めたが故に、一発勝負でアイデアを出せなくても今まで特に困らなかったのだ。数をこなして、その中で良いいのができればそれでよしというスタンスだったから、僕のアドリブ力はとてつもなく低い。

「わ、わにゃ！　でも響きようさん、ギターで即興演奏した曲もアップロードしてましたよねっ？　あの曲のおかげで、私たち、こうしていっしょになれて……」

　どこか期待が籠もった困り笑いを、潤じゆんが僕に向けた。それって、みんなと会う前、誰に聞かせるつもりもなく投稿した『TR03』というインスト曲のことだよな。確かにアレは即興でギターを弾いて録音したものに間違いない……のだけれど。

「あの曲の場合、順番が違うんだ。ドラムの基本的なところだけを打ち込んで、そこに即興でギターを重ねて、後からベースとかの音を足した。だから、ぜんぜんセッションはしてないんだよね……」

　他に音階を奏かなでている楽器がなくて、どんな音を出そうとハズレたりはしない状態でなら、僕も即興でギターを鳴らすことくらいはできる。

　けれども、それと『他人とその場で音を合わせて曲を組み上げる』作業とでは、必要な経験や知識、テクニックの次元が違うのだった。

「じゃあ、響きようは希のぞ美みたちにジャムセッションのやり方を教えられないっていうこと……？」

　希のぞ美みが両手を震わせながら顔の近くまで持ち上げ、ショックを露あらわにした。ここで取り繕ったらますますみんなの期待を裏切ることになってしまう。ふがいなさを抱えたまま、僕は三度目のお辞儀をする。

「一応、本で勉強はしてきたし、僕もみんなといっしょに学んでいく気持ちはある。けど正直なところ、時間的に考えて、最初の合同練習までにジャムセッションができるようになる保証は、してあげられない。本当にごめん！」

「はむ。響きようにーはわるくありません。わたしたちも、今までじゃむせっしょんしようって思わなかった」

「そら……。ありがとう」

　傾けたままだった僕の頭頂部を、そらが背伸びしながらポンポン撫なでてくれた。それだけで、重くのしかかっていた罪悪感がすうっと消えていくような気分になる。

「響きようさんっ。私たち、がんばります！　……がんばれば、なんとかなりますよねっ？」

　潤じゆんの問いかけに、僕は顔を持ち上げた。リヤン・ド・ファミユなら、いずれジャムセッションのコツを摑つかむことは絶対に可能だと思う。一ヶ月の猶予があれば間違いない。

　問題は、顔合わせの約束をした日まであと十日と少ししかないことなのだけど。

「よし、まずは挑戦してみようか！　僕にアドバイスできることは全部伝えるから」

　それでも、三人の力と向上心があれば……という期待の方が強い。少なくとも、挑戦せずに諦めてしまう理由なんてまったくないはずだ。

「もちろんそうこなくちゃ！　さあ響きよう、特訓を始めるわよ！」

　グイン、とベースの低音弦をうならせる希のぞ美み。僕も気合いを入れ直して、何から伝えるのがわかりやすいか脳みそをフル回転させてもう一度考えてみた。
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「ひとまず、お勉強としてはこれくらいにしようか。あとは実際に演奏しながら身につけていこう」

　インターネットからプリントしてきた資料を頼りに、『ジャムセッション』の基本的なルールを説明した僕は、絨じゆう毯たんの上に座って真剣に耳を傾けてくれていた三人に視線で促した。

「わにゃ、響きようさん。そのぅ」

「理屈としてはなんとなくわかったわ。でも正直、ぜんぜんうまくできるイメージがわかないんだケド……？」

　しかし潤じゆんも希のぞ美みも戸惑いが隠せないようだ。そらもまた、きょとんと無言で首を捻ひねり続つづけている。自分の説明があまり上手うまくなかったのももちろん原因だろうけど、それを踏まえてもこの反応は予想していた。だからあえて僕はにっこり笑い、軽い調子で『習うより慣れろ』の方針をお勧めしてみる。

「うん、まずはどんどん失敗しよう。失敗してみないと、何が原因でできなかったのかもわからないと思うから。……って、僕自身の体験談だからあんまり偉そうには言えないんだけど」

　簡単な打ち込み音源を相手に昨日予習してみて、強く思ったことを伝えると、みんなわずかに緊張感を解いてくれた。

「はむ。わかりました。響きようにーの言うとおりにします」

　そらがスティックを持ったまま敬礼して、ドラムセットの前にちょこんと陣取る。

「失敗しても良いいのよね？　みんな、失敗しても希のぞ美みのこと笑ったらダメだからね？」

「絶対笑わないよう。それに、できれば先に失敗してもらった方がほっとするし。……え、えへへ」

　自信のなさを隠さないままながら、希のぞ美みと潤じゆんも立ち上がって楽器のボリュームノブを捻ひねる。それからさっき話したジャムセッションの『先に決めておくべき基本的なルール』について話し合い始めた。

「そう言われるのも引っかかるけど、まあ良いいわ。潤じゆん、キーはどうするの？　潤じゆんが決めて」

「え、ええと。それじゃあキーＡにしようか。キーＡのブルースでやってみようっ。私たちの、はじめてのジャムセッション」

　潤じゆんが指定したのは、僕が『３Ｐスリーピースでやりやすい高さ』と伝えた音階のうちのひとつ。なぜＡだとセッションしやすいかというのはいろいろ理由があるのだけど、普通のギターとベースは開放弦──何も押さえないで鳴らしたときの音が、キーＡで鳴らすとどれもロックミュージックっぽく響く音なのが初心者にとっては大きい。つまり、何を弾いて良いいのか本気でわからなくなったときは開放弦の音を出せばひとまず場を繫つなぐことができる。

「はむ。はじめます」

　そらが４カウントして、三人が一斉に音を鳴らし始めた。まずはコード進行を確認するため、全員が基本の音をジャーン、ジャーン、と長い譜割りで奏かなで続つづける。まだアドリブには入っていない。

「Ａ、Ｄ、Ａ、Ａ。Ｄ、Ｄ、Ａ、Ａ。Ｅ、Ｄ、Ａ、Ｅっ……」

　同時に潤じゆんが口でもコードを呟つぶやいて確かめる。この順番をずっと変えず、何度も繰り返すのがいわゆるブルース進行だ。実際は三和音のメジャーコードじゃなくて、７ｔｈと呼ばれる音を足した四和音を使っているのだけれど、ややこしくなりすぎるのでその辺は割愛。とにかく、こうやって決まり切ったコード進行を繰り返しながら、それぞれのパートがアドリブで演奏してかっこいいグルーヴやフレーズを生み出していく、というのがジャムセッションの醍だい醐ご味みとなる。

　この後、それぞれ一度ずつリードパートを演奏して、三回リピートしてみようという取り決め。まず最初にリードを取るのは潤じゆんのギターだけど、はたして……!?

「わ、わにゃ……わにゃぁ」

　コードを弾いていた時より一オクターブ高いＡの音を、まずはポーンと鳴らした潤じゆん。これはもちろんヘンな風には響かない。だから手堅く正解なのだけど、そこから次の音がなかなか出てこなかった。

「え、ええと……ええと……」

　だいぶ間が空いてから、今度はＤの単音。これもちょうどコード進行がＤに入ったタイミングであったこともあり、誰が聴いても正しい音使いだ。でも、コードの基礎となる音を単発で鳴らしているだけだと、アドリブでプレイしてるというより一周目と同じく進行を追いかけている風にどうしても聴こえてしまう。

　うむ。僕が昨日一人で試してみたときとそっくりだ。喜ぶ場面ではまったくないけど、少しだけほっとしたのも事実だったり。

「……ふふん。お手本、聴かせてあげるわ！」

　コードが循環するや希のぞ美みのベースがリードを引き継いだ。やんわりと潤じゆんに視線でダメ出しを送ってから、グインと弦を唸うならせいきなり一番細い弦の高音部まで指先を滑らせる。思い切りの良さがさすがだ。こういう攻めの姿勢がないと、セッションで魅力的なフレーズを生み出すのはなかなか難しいだろう。その点で、希のぞ美みは確かに指標を示してくれた。

「え、あれ……!?　うそ、こうじゃなくて……!?」

　しかしやはり一筋縄ではいかず、うっかりコード進行に合わないミストーンを出してしまってから、形勢はガラリと変化。次の間違いを怖おそれるあまり攻めの姿勢が薄れ、音数は少なく、指の動きもどんどん減る。最終的には潤じゆんと同じように、希のぞ美みもコードの音を単発で追うだけのプレイに収縮してしまった。

　わかる。その気持ち、本当によくわかる。しみじみする場面ではまったくないけど、しみじみしてしまったり。

「はむ」

　そしてリードはドラムのそらに引き継がれた。ドラムなら音階は気にしなくて良いいから二人に比べて初心者でも自由度は高いはず。とはいえ『リズムキープ』という本来の仕事から離れることもできないから、個性的なフレーズをジャストアイデアで産み出すのは、弦楽器よりかえって難しいかもしれない。

　そらはいったいどう適応するか。期待と緊張感がスタジオ内に膨らむ。

「…………？？？」

　ぴたり、とドラムの演奏が止まってしまい、みんなで『あれ？』と顔を向ける。そらはスティックを凝視しながら首をかしげていて、なんとなく浮かんだフレーズをどの手順で叩たたくべきか迷っているような気配だった。

「こう？」

「あ、かっこいい」

　僕の口から思わず声が漏れ出た。タイムラグの後、そらが叩たたいてみせたフィルインはとっても華があって素晴らしいフレーズだった。潤じゆんと希のぞ美みも『おお』と目を見開き、慌てて再び進行を追いかけ直す。

「…………はむ？？？」

「わにゃ、くーちゃん……」

「希のぞ美みたちが責められたものじゃないけど。ダメよそら、途中で止まるのは」

　しかし追いついたところで、再びそらはきょとんと首を捻ひねり演奏をストップさせてしまった。うん、やっぱり浮かんだままに音を表現するというのはドラムも難しいんだろうなあ。少し考える間があれば実現できることも、演奏の流れを止めずに──となると格段に大変だ。

　リヤン・ド・ファミユ初のジャムセッションは、三人が三人とも僕に大きな共感を残す結果となった。

「ねえ、響きよう。これ、やっぱりできる気がしないんだケド……？」

　げんなりとして、ベースから手を離した希のぞ美み。僕も昨日まったく同じ感想を抱いたので頰を搔かきつつ、まずはちゃんと現実的な話をすべきだと真顔で向き合う。

「時間さえあれば、みんななら必ずできるようになるよ。それは保証する。……ただ、肝心なその時間があんまりないからね～。今回は、素直にお断りしちゃうのも、選択肢のひとつだと思う」

「お断り……。ジャムセッションはやったことがないから、私たちはまだできませんってお返事するんですね」

「ちょっと、くやしいかも」

　珍しく、そらが頰を膨らませるような仕草で感情を露あらわにした。潤じゆんもまた、ぎゅっと下唇を嚙かんで俯うつむいている。

　悔しさと、向上心。そのどちらもがはっきりとそれぞれの顔に現れていて、僕は改めてこのバンドに対し尊敬の念を強く持った。

「イヤ。諦めたくない。希のぞ美みたちだって、がんばればできるようになるんでしょ？　なら、がんばる。がんばりもしないで、最初から諦めちゃうなんてイヤよ」

　希のぞ美みが、潤じゆんとそらの決意も代弁して再びベースのネックを握りしめる。ならばもう、僕の心にも迷いなんてありえなかった。

「わかった。それならギリギリまでできる限りの練習をしてみよう。アドリブ力をつければ、普段のライブパフォーマンスにも役立つだろうし」

　にっこり微笑ほほえみかけると、潤じゆんも希のぞ美みもそらも力強く頷うなずいた。よし、僕も横から口を出すだけじゃなくて、みんなといっしょに一から学んでいくつもりでこの新たな課題に向き合うぞ。

「くーちゃんっ。ぞみっ。もう一回キーＡでやってみよう！」

「わかったわ。そら、いつでも良いいわよ！」

「はむ。まいります」

　やり直しの４カウントを聴きながら、僕も立ち上がってストラップごしにギターの重みを肩に乗せる。
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「っと、ほっ……！」

　三人が何度か試行錯誤するのを聴いてアドバイスを模索してみたけれど、自分自身テクニックが身についてないので机上の空論ばかりになってしまう。それならばいっそと僕自身もセッションに加わって、『よくないところ探し』に使ってもらうことにした。

「さすが響きようさんっ、ちゃんとギターソロになってましたっ！」

　いったん曲を止めたところで、ぱちぱちと拍手してくれる潤じゆん。

「あはは。でも、ただスケールをなぞっただけって感じだったでしょ。ほとんど起伏がないというか」

　本心から褒めてくれているのがわかったのであまり斜に構えた態度になるとよくないなと思いつつ、レベルアップに必要なことなので自分にダメ出し。スケール、というのは『ドレミファソラシド』みたいに一定の法則で音を並べたものの総称で、僕が今使ったのは『ペンタトニック・スケール』と呼ばれるものだ。ペンタ＝つまり音が５つしか出てこない音階なので、初心者にもすごく扱いやすい。適当に音を並べておけば、とりあえずメロディっぽくはなる。

「希のぞ美みたちよりはずっとよかったけど……そうねぇ。確かに『カッコいい！』って感じではなかったかも」

「はむ。童謡ぽかった？」

　そらの、童謡ぽいという感想はきっとすごく適切な表現だ。五音だけで成り立つペンタトニック・スケールは、使いやすいからこそ長い音楽の歴史の中で使い古されてるという面もある。だから、リズムや譜割りが単調だと、どこかで聴いたことがあるような耳に残らないメロディになりやすいのだ。

「そうだね～。ペンタトニックで『デキる！』と思わせられるようなリードを弾くなら、もっとタメをつくったり、音を飛ばしたり、あとは……感情を乗せたり。そういうスパイスが必要なのかも」

「わにゃ、感情……ですかぁ」

「うん。楽器で嬉うれしく思う気持ちとか、悲しい気持ちとか、怒ってる気持ちとかを表現する、的な？」

「はむ。どうやるの？」

「どうやるんだろうね……」

　僕もできない。できるようになりたいから今後も頑張るつもりだけど、今すぐ言葉で説明することはまったくできない。

「あーんもう、ペンタトニックで押さえる場所を覚えておくだけで精一杯なのに、そんなこと考えながら弾くって難しすぎ！」

　希のぞ美みがしゃがみ込み、自分の膝の上に頰ほお杖づえをつく。やっぱりそういうアドリブの引き出しって、鋭い感性がないとなかなか身につかないのかな。

　しかし、嘆きは表に出しつつまだみんな諦めた気配はない。ならば僕も、残された時間で成長するための手がかりを見つけなければ。

　──ごん、ごん。

「あれ？」

　気合いを入れ直したその時、練習室の防音扉が力強くノックされた。正まさ義よしさんか桜花さくらが帰ってきたのかな。桜花さくらはまだバイトしてるはずだけど、この前みたいな早退もまたあるかもだし。

「おじゃまするわよ、お兄ちゃん」

「あ、くるみ。霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんも」

　とりあえず開けてみると、Dragon[image: ≒]Nutsの三人がそろい踏みで立っていた。どうしたのかな、と一瞬考えてから、遅れて思い至る。

　そうか、くるみたちとも浅あさ上がみさんから届いたメールを共有している。つまり。

「やっほーちんちくりんズ。冷えてる？」

「なんて言い草なの。閉め出すわよ？」

「あらん。その怒り方からすると図星みたいね、ぷくく。ジャムセッションって要はアドリブ対決なんでしょ？　あんたら三人ともアドリブ利きかなそうだもんね～」

　霧きり夢ゆめに茶化されて希のぞ美みが不機嫌になる。それはそれとしてなだめつつ、やはりどうやら三人がやってきた理由は、件くだんの『ジャムセッションのお誘い』に反応して、ということらしい。

「煽あおり厨ちゆうのことはうるさいから放っておくとして。私たちも不安になっちゃったから練習にお邪魔させてもらったわ。お兄ちゃん、ちょっと合流していい？」

「ちょっと小こ姑じゆうと、だれが煽あおり厨ちゆう……もが！」

「貴き龍りゆう様さま、みんなでいっぺんにしゃべるとてんやわんやなのでしばらく黙っていましょうね。でも、自分の悪口だって気付けただけでもすごい進歩だと思いますよっ♪　えらいえらい」

「もが！　もががが！」

　今度はくるみに食ってかかろうとした霧きり夢ゆめの背後から手を回し、右手で口元を押さえつつ、左手で頭を撫なでる相あいヶが江えさん。霧きり夢ゆめは激しく抵抗するが、手慣れた様子の相あいヶが江えさんは暴れ馬を御すベテラン厩きゆう務む員いんさんがごとくまったく意に介さない。……とりあえず、時間が惜しいから相あいヶが江えさんの配慮に甘えさせてもらおうかな。

「くるみたちも、じゃむせっしょんやってみたい？」

「そうさせてもらえると嬉うれしいわ。明日『ちゅらさん』に練習見てもらうけど、そのとき時間もらえるとも限らないしね」

　そらに問われ、くるみはこくりと頷うなずいた。余談ながら注釈。ちゅらさん＝タランチュラホークの最新の略称だ。なお本人たちの前で使うと『ダサい！』と怒られる模様。

　さておき確かに、ジャムセッションを教えて欲しい言われたときソロウさんたちがどういう反応するかは僕にも予想できない。快諾するようにも思われつつ、それより今まで通りのノルマに集中しろと拒否する可能性もありそうだ。だからこそ今のうちに試してみたいと考えたDragon[image: ≒]Nutsのみんなの気持ちもよくわかる。

「私たちはもちろん歓迎だよっ。ま、まだぜんぜんできないから、恥ずかしいけれど。えへへ……」

「ありがとうございますっ！　大丈夫ですよ！　私はもちろんですし、くるみさんもアドリブはどうやっていいかわからないと言っていたのでっ」

　スカートの裾を摑つかんではにかむ潤じゆんに、相あいヶが江えさんが喜びを隠さず笑いかけた。ところで霧きり夢ゆめは抵抗を諦めたのか、未いまだ口を塞がれたままげんなりしている。

「よし、じゃあみんなで一斉にセッションの練習を再開してみよう」

　僕としても拒む理由は何一つなかったので、くるみと相あいヶが江えさんにも楽器を準備してもらうことに。七人で試行錯誤すれば、上達の糸口が見えてくるかもしれない。希望の種を感じながら、僕たちは全員でアンプの位置を調整したり、ケーブルを出したり、協力し合って練習室内のセットチェンジを進めた。







「はむ。ではではもう一回」

　何度かリヤン・ド・ファミユだけで実践を見せてから、改めて僕がジャムセッションの基本的なルールを説明して、くるみと相あいヶが江えさんにもプレーに加わってもらう。

　すると、わずか数回で明確な傾向が現れてきた。

「んん。こう……じゃなくて」

　くるみの適応度は平均くらい。楽器歴はいちばん長いから演奏技術そのものは抜きん出ているんだけど、いざアドリブとなると指先から迷いが抜けきれない様子だ。タイプ的にはそらと同じく、考え込んでしまって手が止まりがちな傾向に。もともとクラシックを譜面通り弾く練習を長く続けていたはずだし、急に対応できないのも当然だろう。

「いきますよ～♪」

　意外だったのは相あいヶが江えさんで、楽器隊の中でダントツにフレーズが鋭い。ときどきミストーンも入るのだけれど、まったく動じず勢いで正しい音に繫つなげてみせたり、もしくはそれがまるで狙い澄ました変化球のように絶妙なスパイスになったり。頭で考えてもとうてい浮かばないような面白い音回しは、そのまま楽曲のモチーフに使えそうで何度もハッとさせられた。こういう化学変化が得られるからこそ、古今東西ジャムセッションというものが繰り返されてきたのだろうな。

　たくさん練習して楽器の腕もめきめきと上げているし、Dragon[image: ≒]Nutsのさらなる進化の息い吹ぶきを感じずにはいられなかった。

「わにゃ。柚ゆず葉はちゃん、すごい……」

　ひと段落つけたところで、潤じゆんが感嘆のため息。僕も含めた全員で、相あいヶが江えさんに尊敬の熱視線を注ぎ続ける。

「いったいどういうこと考えてたら、そんな風にアドリブがぽんぽん出てくるの？」

　現状では敵かなわない悔しさを表すように口先をすぼめ質問した希のぞ美みに、相あいヶが江えさんは一瞬だけ首をひねったのち、にっこり笑ってハキハキ答えた。

「そうですねぇ。『どうやってこっそり出し抜こうか』とか、『オイシイところで略奪するならここで動くべき』とかでしょうか！」

「不穏すぎでしょ！」

　くるみが声を荒らげる。僕もみんなと共にズコーと崩れかけつつ、少し遅れて別の意味での引っかかりを覚えた。

　……む、そうか。言い方はアレだったけど、要するに相あいヶが江えさんの考えていたことは、『どうやって予定調和を裏切ってみせるか』というテーマなんだよな。

　それこそまさしく、ありきたりなアドリブから脱するための鍵。そう考え直すと、なるほどかなり腑ふに落ちる返事とも受け止められるのだった。

「出し抜け、かぁ。そういう気持ちが足りてなかったのが、今までダメだったのかも……」

「貫ぬく井いくん！　ついにその気になってくれたんですね！　駆け落ちして北ほつ海かい道どうで馬の育成牧場を営みましょう！」

「ちょ、ちょっと響きよう！　何言ってるの！　馬なら本場はイギリスでしょ！」

　言葉足らずな独り言を漏らしてしまったせいで、みんながざわつき始めてしまった。しかしなぜ馬の育成……。希のぞ美みの反応もなんとなく的の位置があさっての方向にすっ飛んでしまっているような。

「そ、そういう話じゃないよ！　大事なのは育成牧場じゃなくて！」

「でも、貫ぬく井いくん。ホッケとシシャモは最近不漁らしいです。イカもよくないという話で。カニは昔から大バクチみたいですね」

「ほら、なんていうかジャムセッションをする上での心構えというか。良いい意味で、相あいヶが江えさんみたいにイタズラ心を持ちながら演奏すると、良いいアドリブができるのかもって思ったんだ」

　申し訳ないけど話が進まないので相あいヶが江えさんの切々とした訴えはスルーさせて頂いた。なぜ北ほつ海かい道どうの漁業事情に詳しいのか正直気にはなったものの。

「わにゃ。イタズラ心ですか……」

「わたしは、いたずらするよりされる方がとくいかも？」

　僕の言葉を聞いて、潤じゆんとそらはますます悩みを深めてしまったようだった。なるほど、過言ではなく『天使』と呼ぶのに相応ふさわしいみんなだ。かわいらしいレベルのものであったとしても、あまり他人を引っかけるような行動は取り慣れていないのだろう。希のぞ美みにしてもきっと同じだし、僕は僕でコミュニケーションの経験値が低いから『面白そうなイタズラ』というものを考えた機会がほとんどない。ここらへんが、アドリブに対応できない理由に大きく関わっているのかもしれない。

　その点、普段の行動から踏まえて、くるみも大きなポテンシャルを秘めていそうだな……とか密ひそかに思ったり。

「ほらーやっぱり。あんたらいかにもアドリブ利きかなそうだし、向いてないのよ。ナメられるくらいだったらできないって素直に伝えたら？」

　隅っこの壁に寄りかかって座り、脚を投げ出していた霧きり夢ゆめが久々に声を発した。太ももの上にスケッチブックを立て、今もいそいそとペンを動かしている。

「……そういうあんたはどうなのよ？」

「訊きいちゃうの？　よほど絶望するのが好きなのね。ほれほれ」

　腕組みしながら低い声で希のぞ美みが尋ねると、自信満々にスケッチブックを僕たちの方へ向ける。そこには美少女の騎士（ちょっと相あいヶが江えさんに似ている）が一騎当千の無双っぷりを発揮しているような絵が、精緻に描かれていた。

「すごいね。さすが霧きり夢ゆめ」

　ぱちぱち。全員から数秒間拍手が巻き起こる。

「それで、響きようさんっ。私たちはどうすればもっとイタズラ心を覚えられるのでしょう？」

　それからすぐさま僕たちは輪を作り直し、潤じゆんの質問を合図に作戦会議を再開した。

「ちょっとこら！　反応薄すぎじゃない!?　これ結構いいデキでしょ!?」

　扱いが軽すぎて、霧きり夢ゆめは激高する。実際、絵のクオリティは素晴らしかったし、セッション開始から一言も喋しやべらずに短時間でこれほどの作品を描き上げる集中力は、もっと絶賛の嵐を浴びせなければ失礼に当たるものだった。そこは深く反省。

「や、確かにすごいわよ。すごいけど、それってただいつも通り普通に絵を描いただけでしょ……？」

　希のぞ美みが率直に問う。実力を認めた上で僕たちが会話を流してしまったのは、はたして霧きり夢ゆめの行っていたことは『ジャムセッション』だったのだろうか、という疑問がどうしても拭えないせいだろう。

「そりゃそうよ。私はいつだって、私の好きなように絵を描くだけ」

　霧きり夢ゆめ自身もその点には疑問を抱いていないようだ。リアルタイムで絵を描くという意味においては常に音楽とのジャムセッションだ、という受け止め方もできるし、コード進行に縛られる必要がないから楽器パートとは自由度が違う、という受け止め方もできる。

　どちらにせよ、バンドメンバーとしてかなり特殊な立ち位置の霧きり夢ゆめは他のパートといろいろ差異ができてしまうのだった。

「小こ梅うめちゃんと柚ゆず葉はちゃんみたいな、強い気持ちがないとアドリブは上手うまくなれないんだね。うう、私にはできないのかなぁ……」

　しゅん、としゃがみ込む潤じゆん。その落ち込み具合を見て、勝ち気一辺倒だった霧きり夢ゆめの表情にふと迷いというか、情に絆ほだされたような色が混じったような気がした。

「小こ梅うめちゃん言うな。……ま、まあ。苦手でも鍛えればそれなりにはできるんじゃないの？　知らないけど！」

　口撃し続けるのが辛つらくなったのか、そっぽを向いたまま霧きり夢ゆめは投げやりにそんなことを言った。張り合うことの方が圧倒的に多いけど、ただの敵対関係ではない。長く共に歩んでいるうちに心の中で育まれたシンパシーがふと垣かい間ま見みえ、僕は思わず微笑ほほえみを漏らす。

「はむ。ほんとう？　どうすれば鍛えられる？」

「ど、どうすればってそんなの……ええと」

　期待感を瞳にきらきら浮かべたそらに両手を握られ、霧きり夢ゆめはほのかに頰を染めながら天井を見つめる。どうやら本気で悩んでくれているようだ。

「だから要は、とっさの判断力とか、決断力とかを鍛えられればいいんじゃないの？　つまり……ふむ。そうね」

　しばし独り言を呟つぶやき、時間を追うごとに顔つきをきりりとさせていく霧きり夢ゆめ。なにかアイデアが形になりつつあるのかもしれない。そんな雰囲気がした。

「うん、わかったわ！　いいこと思いついた！」

「え、本当に？　騙だます気じゃないわよね？」

「うたぐり深いわねぇ。だから背ばっかり伸びて胸が大きくならないんだわ」

「余計なお世話！　あんたこそぺったんこなクセに！」

　半信半疑で問いかけた希のぞ美みにあっかんべーで霧きり夢ゆめが答え、また口げんかの火蓋が落とされる。さらに激しい罵り合いが続くけど、最近なんとなくリトルウイング内で霧きり夢ゆめともっとも打ち解けてるのは希のぞ美みなのかな、という気もしてしまう。互いが互いに全力で否定するだろうから口には出さないけれども。

「ぞ、ぞみっ。小こ梅うめちゃんのお話聞かせてもらおうっ？」

「おしえてください。なんでもしますから」

　まだ言い足りない様子の希のぞ美みを左右から潤じゆんとそらが宥なだめ、場を収めにかかる。言葉通り、アドリブ力を上げる可能性があるのならどんなことでも試してみたいのだろう。

「よろしい。素直にそう言うなら私が神がかったアイデアを教えてあげるわ。でも、少し準備がいるから明日──」

「貴き龍りゆう様さま、明日は私たちの練習が」

「──っと、そうだったわね。それじゃ、あさって。日曜日の午前中に、私がアドリブ力を鍛えてあげるから楽しみにしておきなさい！」

　八重歯を覗のぞかせ、ビシッと潤じゆんたち三人を指さす霧きり夢ゆめ。何をするつもりかわからなくてみんなでつい顔を見合わせてしまったけど、現状で行き詰まりを感じているのも事実だ。ここはひとつ霧きり夢ゆめの言葉を信じて、状況打破を期待するべきだろう。

「……わかったわ。希のぞ美みもこのまま諦めたくないし、ダメもとで付き合ってあげる」

　希のぞ美みも気持ちは同じみたいで、渋々ながらため息を漏らし頷うなずいた。

「それじゃ、決まりね。さーて、絵も描いたことだしさっさと帰るわよ柚ゆず葉は。おなかすいちゃった」

「あっ、貴き龍りゆう様さま！　待って下さい！」

　返事を聞かず踵きびすを返し歩き出した霧きり夢ゆめの後を、慌て加減で追い、軽く会え釈しやくしてから相あいヶが江えさんも練習室から出ていった。

「ちょっと、私はまだもう少しアドリブの練習……もう！　いつもいつも勝手なんだから！　えーと。しかたないから、日曜日は私も混ぜさせてもらうわよ。何やる気か知らないけど」

　翻弄されて憤いきどおりながら、くるみが自分の胸に手を添えた。リヤン・ド・ファミユの三人と同じく、まだジャムセッションに適応できてないという自己判断で、チャンスがあるなら向き合いたい気持ちは同じなのだろう。

「はむ。いっしょにがんばろう」

「夏休みまでに、アドリブ力つけないとねっ！」

　そらと潤じゆんが深く頷うなずく。みんながくるみのことを歓迎してくれたので、兄としてもすごく安あん堵どした。

　僕も日曜、この機会に上達のきっかけを摑つかみたいな。……霧きり夢ゆめが何をする気なのかわからないのは多少不安だけど。




　　　　♪




「どうしてこんなことに」

　迎えた日曜日。僕も子どもたちも霧きり夢ゆめに命じられるまま、水着姿で近所の公園に集合することになってしまった。住宅街のど真ん中で肌を露出した小学六年生女子六人の輪に加わるのは、海やお風ふ呂ろとは比べものにならないほど危機感が強い。ただでさえこの前望遠レンズ付きのカメラを持って小学校に突入しかけた前科があるのに。詳細を尋ねず二つ返事で参加を願ったことに、今さらながら後悔の念が浮かんだ。

「さあ、ルールはわかったわね！　はじめるわよ！」

　他になかったのであろう、スクール水着姿の霧きり夢ゆめが高々と突き上げたのは、ポンプ式の大型水鉄砲だ。ここにいる全員が、到着するなり同じ物を手渡された。

「あの、霧きり夢ゆめ。もう一度確認させて。どうして水鉄砲サバイバルゲームをすると、アドリブ力がつくのかな……？」

「だから、アドリブ力ってよーするにピンチの時ヒラメキで動けるかどうかでしょ？　だったら鍛えるには本気の対決をするのが一番よ」

　一度聞いた説明を繰り返させてしまったのは申し訳なかったけど、やっぱりどこか納得しきれなくて再度問い直した僕に、ため息交じりで答える霧きり夢ゆめ。うん、ヒラメキ力を鍛えるためにゲーム形式で対決、という部分までなら一応は理解できる。

「他のゲームじゃダメだったのかな……？　球技とかじゃなくて、水着で水鉄砲にした理由もあるの？」

　しかし、あえてこんな社会的緊張感の高まる軍事演習でなくてもよかったのではないかと問い重ねると、霧きり夢ゆめは静かに指を二本天に掲げた。

「理由は二つ。ひとつは暑いから。ひとつはなんとなく面白そうだから。ひとつは水鉄砲売りさばいたらユナが晩ごはんをハンバーグにしてくれるって言ったからよ」

　三つあったような。

「てことで、全員その水鉄砲買い取りだからね。だいじょぶだいじょぶ、ほんの五百円くらいだから♪」

　消費者契約法的に問題があるような。

「ちょっと、そんなの聞いてないわよ。まあ、対決しろって言うなら水鉄砲でべつに良いいケド。暑いし」

　皆で一致団結して抗議する場面かと思いきや、希のぞ美みは意外とまんざらでもなさそうで、腰に巻いたパレオを軽快に翻ひるがえしている。

「なんとなく面白そうだしねっ」

「はむ。わたしもハンバーグ食べたい」

　潤じゆんもそらもやる気満々だ。……ということは、このままだといたすハメになるのか。近所の公園で、小学六年生女子たちと水着で、水鉄砲合戦をいたすハメに。マズいのではないか。今度こそレッドラインを越えてしまう気が。

「本当にこんなのでアドリブ力がつくわけ……？」

　子どもたちの中ではくるみだけが怪け訝げんそうに水鉄砲を真顔で凝視している。僕としてもその主張を強く支持したい。家族として。いや、うっかり水着姿の女子小学生に囲まれてしまった一般的な男子高校生として。

「小こ姑じゆうととかちんちくりんズがアワアワして手を止めちゃってるのって、運動不足で毎日ボケッと生きてるからでしょ。お花畑から出て戦場に立つべきだわ」

「あんたに運動不足を指摘されるのはだいぶ納得がいかないわね。……ただまあ、でも。悔しいけどそれはあるかも」

　銃口を使って自分のこめかみをこんこん叩たたきながらキツめの指摘をする霧きり夢ゆめに、くるみは怒りをかみ殺しながらもある程度納得している。確かに文化系タイプな僕たちに対して、相あいヶが江えさんは双そう龍りゆう島じまで武道を習っていたり、かなりアクティブな生活を送っていたと思われる。その違いが、ジャムセッションのとき瞬発力の差になっていると考えるのは……なるほど一理あるかもしれない。

　ということはこの状況から逃れる理由が失われたということか。マズい。

「わにゃ。戦場に立てば、アドリブ力がつくのかな」

「だったらなおさら、やるしかないわね」

「引き金を、ひかざるをえない」

　潤じゆんと希のぞ美みとそらの瞳に点ともった静かな炎を見ても、もはや水を差すことは不可能だった。

「それじゃ早速ルールを説明するわよ。どうせあんたら激弱だろうから、ハンデつけてあげる。私のチームは柚ゆず葉はだけでいいわ。響きようも小こ姑じゆうともちんちくりんズと組みなさい。……ほんで、柚ゆず葉は。あれ配って」

「はい、貴き龍りゆう様さま！」

　二対五という大きな戦力差を提案してから、霧きり夢ゆめは相あいヶが江えさんに目配せした。さすがに差をもらいすぎでは、と僕たちは顔を見合わせたけど、口を挟む間もなく霧きり夢ゆめと相あいヶが江えさんはテキパキと段取りを進めていく。

「はむ。紙風船？」

　手渡されたのは、ソフトボールくらいの紙風船に画用紙で作ったリングを貼り付けたもの。一人につき三つも用意されていた。

「そ。これを両腕と頭につけて、全部割られたら負け、退場。おバカなちんちくりんズでもわかりやすいルールでしょ？」

「誰がおバカよ。キョーレツなのをお見舞いしてやるわ」

　挑発され、しゅこしゅこと水鉄砲のポンプに圧力を加える希のぞ美み。

　……霧きり夢ゆめ、これ全部自分で手作りしたのかなあ。相あいヶが江えさんも手伝ったろうけど、たぶんそうなんだろう。その姿を想像し、今の喜色満面な面持ちと頭の中で結びつけた僕は、えも言われぬ幸福感にじわりと包まれてしまった。

　なんだかんだで、みんな仲良くなったよな。

　うむ。やるしかなさそうだ。霧きり夢ゆめがこんなにもみんなと競技するのを楽しみに計画してくれたのだ。その気持ちを大事にしないと。

　僕と同じように感じているのか、浴びせられた言葉とは裏腹に、誰の口元にも微笑ほほえみが宿っていた。







「みんな、準備はできたようね？　それじゃ対決スタート！　柚ゆず葉は、テキトーにあしらっときなさい♪　ボスキャラの私は最終ステージで待っているわ」

　全員が紙風船を身に着け終えるのを確認するや、霧きり夢ゆめは隅っこの方にある大木めがけ脱だつ莵とのごとく駆け出した。

「ねえ柚ゆず葉は、この状況いいの……？」

　くるみが怪け訝げんそうに尋ねた。多人数を相手にするのだから隠れながら戦う、という霧きり夢ゆめの作戦はわかるけど、相あいヶが江えさんのことを置いていくのは致命的ではないだろうか。一対六で、完全に囲まれてしまってもはや逃げ場がないぞ。

「どんとこいですよ！　護神弓術も嗜たしなんでますから！」

　仕切り直した方がいいのではと惑う僕たちだったけど、相あいヶが江えさんは気にしてないようだ。弓術と水鉄砲って、リンクするのだろうか。もちろん相あいヶが江えさんの運動能力はかなり抜きん出ているから、油断大敵なのは間違いないけど。

「相あいヶが江えさんがそう言うなら、このまま始め──え!?」

「はじめましょう貫ぬく井いくん。愛のぴゅっぴゅっ大合戦です」

　などと考えていた矢先にすっかり裏をかかれた。相あいヶが江えさんがいきなり僕の懐ふところに飛び込み、真っ正面から抱きついてきたのだ。水鉄砲ばかりに気を取られていたせいで微動だにできず、僕はただ絶句するばかり。

「ちょちょちょ、ちょっと柚ゆず葉は！　私の前で私のお兄ちゃんになにしてくれてるのよ！」

「ハレンチだわ！　白昼堂々、水着で！」

　くるみと希のぞ美みが抗議を叫ぶが、お構いなしで相あいヶが江えさんは僕の上半身に胸をぎゅっと押し付ける。やはり、とても小学生の発育度とは思えない……いや、身長的な意味でだけど！　断じて他の要素のことではないけど！

「ほらほら貫ぬく井いくん、いっぱい出して良いいんですよ。じゃないと、えいっ♪」

「わ!?」

　背中に指を這はわせていた相あいヶが江えさんが、死角で引き金に力を込めた。僕の左腕に冷水の刺激が走り、三つある紙風船のひとつが早くも破裂してしまう。ま、まずいぞ。このままだといきなり果ててしまうかも……!?

「くーちゃんっ、響きようさんを助けないとっ」

「はむ。えんごしゃげき」

　危機を察知してくれた潤じゆんとそらが、弾道を交差させて水を放つ。しかし相あいヶが江えさんはそれを読み切っていたらしく、僕に巻き付けていた腕をタッチの差で離すと、今度は背後に回った。

「あ、ちょっ!?」

「ダメだわ潤じゆん、そら！　響きように攻撃しちゃってる！　撃ち方やめ、よ！　やめ！」

　相あいヶが江えさんを狙っていたはずの水が、僕の右腕に直撃。運悪く、二つ目の紙風船もぺしゃんこになってしまった。

「わにゃー！　ごめんなさいっ！」

「気にしないで潤じゆん！　それより！」

「……えっ？」

　電光石火。そうとしか表現しようがない。戸惑う潤じゆんの額が、一筋の光に射い貫ぬかれた。相あいヶが江えさんが音もなく匍ほ匐ふく体勢になり、僕の股を抜いて潤じゆんの紙風船をひとつ撃ち落としてみせたのだ。

「貫ぬく井いくんのおまたから、ぴゅっぴゅっです♪」

「み、みんな！　いったん隠れるわよ！　お兄ちゃんも早くっ！」

「わ、わかった！」

　相あいヶが江えさんのただならぬ挙動におののき、くるみの声を合図に僕たちは遊具のあるエリアめがけ一斉に走り出した。態勢を立て直さないと全員瞬またたく間まにやられる。そう確信せずにはいられないほど、僕たちは相あいヶが江えさんに全ての行動を掌握されつつあった。

　すごいな……。なんでもできる子だとは思っていたけど、まさかここまでいろいろ極めているとは。水鉄砲でこれなのだから、弓そのものを持ったときの業前はいったいいかほどのものなのだろうか。

「ちょっと、なにアレ。怖いくらいなんだケド……!?」

　全員で象のオブジェの裏に回って身を潜めると、希のぞ美みは水鉄砲をぎゅっと抱きしめながら顔を青くする。表情は普段通りの相あいヶが江えさんのままだから怖いというのは言い過ぎだと思うけど、確かになんともいえないスゴみが宿っているのは事実だ。

「うふふふふ。どなたからツブしましょうかね～。一息に仕留めちゃうのもつまらないですし、まずは残り一つまで平等に追い詰めてから、じわじわ狩るのが良いいかもですっ♪」

　……前言撤回。表情だけが普段通りだからこそ、かえって怖いかも。花柄のセパレート水着に包まれた小麦色の肌をゆらりゆらりと揺たゆ蕩たわせながら唇に銃口を添えるその姿は、どことなく異国のアサシンを想像させる。

「こうげきは、さいだいのぼうぎょ」

「見えましたッ！」

「……はむ？」

　防戦一方ではいけないと思ったようで、そらがちらりと身を乗り出す。その瞬間、左腕の紙風船が吹っ飛んだ。

「またツブしちゃいましたぁ。次はどなたでしょう？」

　相あいヶが江えさん、もしかしたらトリガーハッピー的な何かなのかもしれない。性格自体も微妙に、否いな、だいぶ変わってしまっているようだし。

「わにゃ、響きようさん……。か、勝てる気がしないのですがっ……」

　潤じゆんがガクガク震えている。自信を付ける趣旨なのにこの人数で一人に挑んで全滅したら無力感で立ち直れなくなりそうだから、是が非でも窮地を脱する方法を考えなければ。

　しかし、どうしたらいいんだ。

「こうなったらイチかバチか……！」

「だめだよくるみ！　正面からじゃ絶対に無理だ」

　しびれを切らした様子のくるみをなだめ、まずは冷静になろうと言いきかせる。先ほどの動きだけを見ても、相あいヶが江えさんの状況判断はものすごく適切だ。周りを囲まれたとなるや迷わず僕に抱きついて逃れるなんて、普通は絶対に思い浮かばないはず。

　きっと、弓術や薙なぎ刀なた術じゆつの稽古で培つちかわれた経験が、どんな場面でも通用する応用力に繫つながっているのだろう。

「ん。経験……か」

「どうしたの、響きよう？　ぼーっとしている場合じゃないわよ？」

　希のぞ美みの不安げな顔を見てハッとする。いけない、あまり考え事に没頭していられる状況ではなかった。

　でも、気付いた。そうだ。これも、きっと経験なのだ。過去に似たような状況を経験していれば、現在においても応用することができる。アドリブ力とは、即すなわちその場勝負な閃ひらめきの力だと思い込んでいた節があるけど、本当は違うのかもしれない。積み上げた経験の中から選択肢を導き出し、新たな道を見つける力。本当に大事なのは、そちらの方なのかも。

　ならば尚なお更さら、このピンチを切り抜けることは意味があるはずだ。追い詰められたときにどう考えるかという訓練が、音楽の場でもきっと活いきる。

　そこまで読み切ってこの勝負を提案してくれたのだとしたら、霧きり夢ゆめの先見の明はまさしく神がかっている。

　たぶんそこまで読み切っていたわけではないと思うけど。

「ねえ、響きようってば！」

「ごめんごめん！　よし、ちょっと作戦を練ってみよう。なんとなく性格が変わったような気はするけど、相あいヶが江えさんは相あいヶが江えさんのまま……だと思う。だから、過去の相あいヶが江えさんのことを思い出せば、相あいヶが江えさんの裏をかく方法を見つけられるんじゃないかなって気がするんだ」

「はむ。むかしの、柚ゆず葉は？」

　経験を活いかすことがジャムセッション攻略の鍵だと仮定するなら、相あいヶが江えさんを攻略する方法のヒントも過去にあるはずだ。相あいヶが江えさんならこうするはず、というある種の『常じよう套とうパターン』を見つけられれば、その逆を突くことできっと状況を打破できる。

「うん。たとえば苦手そうなこと……が見つかれば一番だけど、それがダメなら逆にすごく興味を引けること、とか」

　まずは、相あいヶが江えさんの平常心を崩すことが一番大事だろう。ただ、弱点となるとぱっとは思い浮かばない。強いて言えば虫が苦手と言っていた気がするけど、今この場で都合良く見つかりそうもないし、そもそも虫を投げたりするのは本当の意味で嫌がらせになってしまうからダメだ。そうじゃなくて、もっとソフト路線で気を引く方法がなにかないだろうか。

「なるほどね、お兄ちゃんの考えは理解したわ。ならここは私に任せて」

　おもむろに、くるみが頷うなずいた。かと思えば独断で壁を伝ってそっと移動し、僕たちから大きく距離をあける。まさか、囮おとりになるつもりなのかな。犠牲を出して攻略するのは、ちょっと趣旨からズレる気がする。とはいえ今声を出して止めたらくるみのプランを勝手にだいなしにしてしまうので、それも憚はばかられる。ひとまずは信じ、先行きを見守るしかないか。

　皆で息をのみ、単身で象の後ろ脚辺りにしゃがみ込んだくるみを、前脚の付け根から見守る。すると、

「──きゃっ!?　だ、ダメよお兄ちゃん！　こんなところで、みんな見てるのにっ！　私たち、実の兄妹きようだいでしょっ！　いけない、いけないわ！」

　謎の一人芝居が始まった。

「……ねえ響きよう。あなたの妹は何を考えているの？」

「僕も、ときどきわからなくなるんだ」

　ジトッと僕を見上げる希のぞ美みに、ゆっくりかぶりを振る。予想外にも程があるくるみの行動に、しばしぽかんと固まる僕たち。

　けれども、本当の意味で驚いたのはその後だった。

「情事！　情事なんですか!?」

　相あいヶが江えさんが無防備極まりなく、くるみの声がした近くに駆け寄ってきたのだ。よほど好奇心の方が勝ったらしい。……確かに、秘め事っぽいお話が好きなんだろうなあという認識はあったけど、まさかこんなにコロリと引っかかってしまうとは。

「ふっ、かかったわね！」

「ソロプレイじゃないですか！　騙だまされました！」

　見計らって、くるみが渾こん身しんの水撃。左腕の紙風船を撃ち抜かれた相あいヶが江えさんは心底悔しそうに眼めを見開いた。撃たれたことが無念なのか、情事じゃなかったことが無念なのかわからないけど（いや、情事の可能性はどう考えてもありえないと思うんだけど）、今こそ全員で攻勢をしかけるべきなのは明らかだった。僕たちはアイコンタクトを交わし、相あいヶが江えさんの背後を一斉に取り囲む。

　とりあえずの教訓として、相あいヶが江えさんでも自分のペースが乱れるとアドリブが利きかなくなると知り、少しだけ気が楽になった……ということにしておこう。

「柚ゆず葉はちゃんっ、ごめんねっ！」

「はむ。お命ちょうだい」

　間髪入れず総攻撃で決着をつける。そんな思いで、僕も潤じゆんとそらに続き水鉄砲を向ける。この人数差だ。あまり狙いを定めずとにかく弾数で圧倒すればさすがに対処できないはず。

　……ふむ。ジャムセッションでも単調な音符を細かく重ねる、という手法で間をつなぐことができるかもしれないな。なかなかどうして学びが多い。どんな事柄でも、結びつけて考える強い意志があれば意外とヒントはそこら中に転がっているということか。

「まだまだですよっ！　ここからです！」

　再び不利な状況に追いやられた相あいヶが江えさんは、ゲーム開始の時と同じように僕めがけて突進してきた。密着することでカバーポイントを得て、集中砲水をやり過ごすつもりだろう。二度同じ相手を選んだのは裏の裏をかく意図、もしくは単純に、ここに居る中では僕の身体からだが一番大きく、陰に隠れやすいからだろう。たぶん。

　なんにせよ、なすがままではまた翻弄されてしまう。ただの障害物にならぬよう、僕自身が相あいヶが江えさんの裏をかきたいところだけど……！

「貫ぬく井いくん、またまたよろしくです♪」

　迫り来る相あいヶが江えさん。今こそ僕のアドリブ力が問われている。これがジャムセッションだとしたら、どう受け返せば意外性のある展開に持ち込めるだろう。

　物理的な拒絶は難しい。その気はなくても相あいヶが江えさんに痛い思いをさせてしまったら大変だ。となると避よけるのが無難だけど、無難だけに読まれる。運動能力に勝る相あいヶが江えさんは、僕の動きを予測して巧みに間を詰めてくるはず。驚きを与えられる可能性は低い。

　離れようとすればするほど、相あいヶが江えさんのペースになってしまう。

　……ん、待てよ。そうか！　逃げてダメならば、あえて逆の発想で！

「え、えいっ！」

「ほわっ!?」

　離れると読まれるなら、むしろ逆に僕の方から近付くのはどうか。そんな閃ひらめきで両手を広げ、胸に飛び込んできた相あいヶが江えさんを全身でぎゅっと抱きしめてみた。相あいヶが江えさんのスレンダーな身体からだが、ビクリとして硬直する。




『…………………………』




　辺りに漂う、ずしりとした沈黙。

　うん、間違いなくサプライズは生み出せた。けれども、冷静に考えるとそれ以上に倫理的な問題があったのではないか。

「は、はわわわ……情事！　憧れの情事が！　今、私の正中線に密着しています！」

　叫びながら、僕の右太ももを両脚でぎゅっと挟み込む相あいヶが江えさん。股一段と……じゃない、また一段と体勢の深刻度が増した。

「二人ともいい加減にしてよ！」

「退場！　どっちも退場！　さっさと離れなさい！」

　希のぞ美みとくるみの叫びを合図とするように、四方から水しぶきが飛ぶ。全員一致で、僕ごと相あいヶが江えさんの風船を落としに行くことに決めたようだ。その判断は正しいと思う。ただ、潤じゆんとそらも問答無用で容赦なく水を飛ばしてきたのは少し意外な感じもした。

　否いな、それほど問題のある行動だったわけで、追い詰められた末の思考だったとはいえますます反省の念を強める僕だった。

「はう～。貫ぬく井いくんとの情事の果てにびしょびしょになってしまいました……」

　冷水の刺激で反射的に手を離すと、相あいヶが江えさんは大きくため息をつきながら地面にしなだれる。風船は全て破れ、脱落が決まったのに不思議と悔しそうには見えなかった。

　ちなみに当然というかなんというか、僕も風船を全て失い敗退が決定している。

「うう～。きょ、響きようさんっ。ふしだらですっ！」

　とても珍しいことに潤じゆんがぷくりと頰を膨らませて不機嫌を露あらわにしていて、穴があったら入りたい気分だ。

「ごめんなさい……。意外性を追求しようとして、いろいろ間違えました」

「確かに意外すぎたけど、希のぞ美みを差し置いてあんな特別扱いダメだからね！」

「はむ。わたしのことも、とくべつあつかいしていいよ？」

「二人とも何を言ってるの！　お兄ちゃんにとって特別なのは実妹である私だけに決まってるでしょ！」

　口々に責められ、ひたすら項うな垂だれる僕だった。怒られる方向性が予想と違っている気もしたけど、余計なことは考えず真摯に受け止めよう。

「貫ぬく井いくん、よければまた私の正中線にお情けをかけて下さいね……？」

　地面に横座りで、頰を染めながら腰をよじる相あいヶが江えさん。粗相を働いたお詫わびを伝えなければいけないけど、怒っていない様子なのは地獄に仏だ。

「きょ、響きようさんっ！　次は小こ梅うめちゃんです、ほらほら行きましょうっ！」

　相あいヶが江えさんになんと言葉をかけるか迷っていると、潤じゆんが両手で僕の右腕をつかみ、ぐいぐいい引っぱって歩き出す。意外なほど積極的な行動に驚いた。でも確かにゲームはまだ終わってないもんな。霧きり夢ゆめとも全力で戦って、さらに経験値を積まなければ。

　あ、でも僕はもう全部の紙風船を失ってるから参加はできないか。だとしても結末を見守りながらいろいろ考え事したいし、もちろん付いていくけれど。

「あら、柚ゆず葉はに勝ったのね。意外と粘るじゃない」

　もといた方に引き返していくと、退屈したのか霧きり夢ゆめはひとりでブランコをこいで遊んでいた。今なら思いっきり無防備だ。

「ふふん、それなら可愛かわいがってあげるわ」

　しかし僕たちに気付くと、霧きり夢ゆめはぴょんとブランコから飛び降り、最初に身を隠した大木の裏へ退避。まあそれは当然か。

「さーて、どう攻める？」

「せっかく数で押せるんだもの。バラバラになるより固まって動いた方がいいわ」

　顔を見合わせる希のぞ美みとくるみ。僕は退場しているのでここからはフェアに、一切口を挟まないことにする。

「潤じゆんたん、左はまかせました」

「うんっ。くーちゃんは右をお願いねっ」

　キリッと表情を引き締め、潤じゆんとそらが敬礼を交わし合う。それから四人は背中合わせになって、前後左右をそれぞれ分担して警戒しつつ、霧きり夢ゆめの後を追いかけた。不意打ちを仕掛けてくる可能性が高いので、なるほどこのフォーメーションは効果的のような気がする。

「……ごくり」

　邪魔にならないよう少し距離を置いて成り行きを見つめているうち、自然と僕の喉が鳴った。いつ、何が起こるかわからない緊張感。木漏れ日と水着小学生のジャムセッションに、全神経が釘くぎ付づけとなる。

「あれ、いないわね……？」

「ワープするわけないし、他に隠れられそうなところは……」

　木の上にまで注意を払ってサーチしていた希のぞ美みとくるみの視線が、同じ方を向いた。公園の一番隅には、四方を塀に囲まれた小さな東あずま屋やがあった。消去法で、霧きり夢ゆめがいるとしたらあのついたての裏しかもはや考えられない。

「…………」

　会話を止やめ、じりじりと距離を詰めていく四人。行き着く先は公園全体を囲う柵にも接していて、完全に逃げ場がない。だからこそ逆に誘導されているのではという不安。しかし、途中に霧きり夢ゆめが回り込むような抜け道はなかった。皆の葛藤が伝わってきて、僕の手にも汗が滲にじむ。

「いたわ、覚悟！」

　最初に東あずま屋やの角から先を覗のぞき込こんだくるみが、横っ跳びと共に水鉄砲を構える。それを合図にして残る三人も一斉に駆け出し、即席とは思えない連携ですばやく銃身を突きつけた。まるで映画の一場面のようだと感動しながら、僕も走って顚てん末まつを見届けに向かう。

　公園を囲う金網と東あずま屋やの塀の隙間で、霧きり夢ゆめは僕たちに背中を向けていた。あまりにも無防備すぎてどこか違和感が。しかし、退路などない。霧きり夢ゆめからすれば、絶体絶命のピンチとしか思えない状況だった。

「……ニヤリ」

　しかし、ゆっくり振り返ったひときわ小さな少女の面持ちは、邪悪な笑みで染まっていた。何かおかしい。誰もがそう思ったはずだけど、もはや全ては後の祭り。

「フヒヒ。まんまとかかったわね！　ご丁寧に全員まとめて！」

　霧きり夢ゆめが正面を向く。その両手には、ジェットシャワーのノズルが付いた青いホースががっちりと握られていた。

「ちょっ、なにそれ!?　卑ひ怯きようにもほどが──」

　大わらわで抗議する希のぞ美みの声を、ガラガラというリールの回る音がかき消す。よくよく見ればすぐ傍そばには水道の蛇口があって、ホースの末端はそこに繫つながれていた。だから霧きり夢ゆめは、こんな隅っこにみんなを誘い込んだのか……!?

「使っちゃダメな『武器』なんて、ルール決めてないし～！　さあさあ泣き叫びなさい、ひびきの周りをうろつく悪い虫たち！」

「わ、わにゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　飛び出すジェット水流の威力は、水鉄砲の抵抗など問題にしなかった。さながら機銃掃射に捕まった歩兵のように、潤じゆんたち四人は為なす術すべなく地に引き倒される。

「ほれほれ～！　こんなもんじゃまだ許さないんだからね～！」

「はむ？　みずぎの上の方、とれた」

「こ、こら、そらっ！　丸だしダメ！　隠しなさい！」

　くるみの両手がそらの胸の上に伸びた瞬間、僕は身体からだごと顔を背けた。水しぶきで致命的な部分は隠れていたけど、これ以上視線を向けていられる状況ではない。

[image: ]

「ほりほり～そっちも見せてみなさいよ！　人のことぺったんことか言っておいて、どーせ私のより育ってないんでしょ！」

「だめ～！　やめて、ほんとやめて！　結び目もうほどけてるから！　ほんとに希のぞ美みのも、とれちゃうから～！」

　嬉き々きとした霧きり夢ゆめの声と、希のぞ美みの悲痛な叫びを背中で受けながら、どうやってこの状況を収めたら良いいのか本気で悩む僕だった。




　　　　♪




「わにゃ、大変だったです……」

　暴走した霧きり夢ゆめのことはくるみが決死の特攻で止めてくれて、なんとか場が収まった。今回のはちょっとイタズラが過ぎたようにも思うけど、みんなに取り押さえられてくすぐり地獄の刑でこっぴどく制裁を受けていたので、全部水に流すということでいいだろう。いや、別にシャレではなく。

「なんかどっと疲れたわ。すごく無駄な時間を過ごした気分……」

　Dragon[image: ≒]Nutsの三人とはひとまずお別れして、リトルウイングのみんなと教会へ戻る途中、希のぞ美みが両肩を落としてため息をもらした。

「いや、そうでもなかったよ」

　そう言って僕がにこりと微笑ほほえみかければ、三人が三人とも意外そうにこちらへ顔を向ける。

「響きようにー。ジャムセッション、うまくなった？」

「もちろん、まだ上手うまくなってはいないはず。でも、効果のある練習の方法は、なんとなく摑つかみかけた気がするんだ」

「えっ、そうなんですかっ!?　ぜひぜひ、教えて欲しいです響きようさんっ！」

　そらも潤じゆんも興味深げに爛らん々らんと瞳を輝かせ、僕のすぐ傍そばまでやってきた。さて、どう話すのが伝わりやすいだろうか。

　迷い、つっかえながらも、僕がさっきゲームをしながら感じたことを話す。相あいヶが江えさんの立ち居振る舞いもそうだし、霧きり夢ゆめのホース掃射もまた『その場の思いつき』で実現したわけじゃない。経験と、前もった予測がなければ成立しないのだ。今まで僕たちはアドリブという言葉から、『閃ひらめき』の力が絶対に必要だと強く思いすぎていて、その場で足あ搔がいては溺れていた。

　でも、違うのかもしれない。瞬時に応用力を発揮するには、むしろ足を止めてじっくり経験値をストックしていく地道な練習こそが大事なのかも。

「でも、もうあまり時間がないわ、響きよう。今から、そんなにたくさんの曲は覚えられないわよ」

　たどたどしい僕の説明に理解は示してくれつつ、不安を拭えない様子の希のぞ美み。確かにそれはその通りだろう。

「うん。そうだね。だからここは、僕たちみんなの先生のやり方を真似まねしよう」

「はむ。わたしたちの」

「先生……。響きようさん、それって」

　ハッと顔を持ち上げたそらと潤じゆんが思い浮かべているのは、間違いなく同じ人だ。僕たちに学校の勉強を教えてくれている、先生。桜花さくらの勉強メソッドが、きっとジャムセッション習得の速度アップにも役立つ。

　この瞬間までにまぜこぜになって僕の中に積み重なったいろいろな経験が、そんな確信を抱かせた。




　　　　♪




「あ、ここかっこいい……！　さすがペイジさんですっ」

「はむ。ぼんぞ、つよそう」

「ジョンジーさんってジミめなベーシストだと思ってたけど、すごいときはめちゃくちゃすごいのね～……」

　リヤン・ド・ファミユの三人が、オーディオアンプと睨にらめっこでレッドツェッペリンのライブ音源に耳を傾け続けている。帰宅してすぐに取り組んでもらったのは、名盤のコピー。アドリブ習得の練習と曲のコピーはまったく逆のベクトルに位置する練習法だと僕自身思い込んでいたけど、それはおそらくひどい勘違いだ。

　よほどの天才でなければ、その場の思いつきでかっこいいフレーズなんて浮かぶはずがない。大事なのは、どういう節回しで指や身体からだを動かしたときかっこよくなるのかを、名演から学んで記憶の底にたくさんストックしておくこと。その断片を無作為に呼び起こし、つなぎ合わせたとき、まったくの新しいフレーズがぽんと飛び出てくる可能性が生まれるのだ。

　だから、大事なのは地道な記憶の積み重ね。しかしみんなに残された猶予は少ない。一曲まるまるコピーしてバンドで合わせる、というやり方では、ほんの数曲分のストックを作るのが精一杯だろう。

「潤じゆん、今のフレーズ良いいかも！」

「ほんとだね！　ちょっと練習してみて良いいかなっ？」

「はむ。ぜひぜひ」

　そこで当座のジャムセッション対策として、曲の中から気に入ったフレーズだけを抜き出して身体からだに染しみ込こませてもらうことにした。覚えるのは、ほんの一小節、もしくはそれよりも短い断片的な『決めフレーズ』のみ。その代わり、その指使い（ドラムなら身体からだ全体）を、どのキーでも弾ける状態まで定着させてもらう。何も考えてなくても身体からだが勝手に動くレベルまで、ほんの短いフレーズをいくつも覚えていくのだ。

　これは桜花さくらが教えてくれた、限られた時間の中で最大限の効果を上げるテスト勉強と根本は同じ。全てを丸暗記するのではなくて、キーワードを徹底的に叩たたき込こんでまずは要点を摑つかみ、そこから鈴なりに世界観を広げていくというやり方だ。

「希のぞ美みもここちょっと覚えたいから練習しようっと」

「わたしも、リズム合わせてみる」

「そっかぁ。こういう風に動くと、こういう音に……えへへ、ちょっと私かっこいいかもっ」

「かっこいいのは潤じゆんじゃなくてペイジさんだけどね」

「うう、わかってるよぅ」

「はむ。潤じゆんたんもかっこいい」

　和気あいあいと言葉を交わしつつも、みんなもの凄すごい勢いでフレーズを胸の奥に刻み込んでいく。その熱意を前に、今自分の手元に楽器がないことに少しもどかしさすら感じてしまった。

　ほんと、負けてられないよな。ぼやぼやしてたら、僕なんかすぐに追い越されてしまう。

「……よっと」

　そんなことを考えていたら、僕の隣に缶ビールを持った正まさ義よしさんがゆっくり座った。心なしか、いつも以上に優しい目で潤じゆんたちのことをじっと見つめている。

「ありがとな、響きよう」

「えっ？」

　無意識で表情に注目してしまっていたさなか、顔を動かさないまま正まさ義よしさんからお礼を言われて少しびっくりした。ええと、何のことだろう。

「干支えとがいくつも違うようなチビどもが、俺の秘蔵のＣＤ引っ張り出して、五十年も前のロックの話で盛り上がってんだぞ。こんなに嬉うれしいことがあるかよ」

「あ……」

　理屈ではなく、肌で伝わった。

　確かに、嬉うれしいだろうな。僕の手柄なんかじゃ断じてないけど、今の光景を眺める正まさ義よしさんが、どれほど幸せを嚙かみしめているか。それは、十六歳の僕でも充分すぎるほどに想像できることだった。

「ツェッペリン、カッコいいですよね」

「カッコいいだろ～。どいつも楽器持ってないときはろくでもないけどな～」

　ほんの一言二言だけ会話を交わしてから、僕と正まさ義よしさんは静かな笑みで子どもたちを見つめ続けた。




　　　　♪




「うんうん！　今の、本当によかったよみんな！」

　終業式もさし迫り、夏休みまでほんの数日となったリヤン・ド・ファミユの練習日。オリジナル曲をしっかり鍛錬してから、挑んだジャムセッションはもちろん良いい意味で、最初の頃とは別物になっていた。

　大丈夫だ。これなら必ずラインホルトの皆さんも度肝を抜かされるはず。コード進行をしっかり乗りこなした上で、おもちゃ箱をひっくり返したように飛び出してくる多彩なフレーズの数々は、何度セッションを繰り返しても聴いていて飽きることなんてない。それどころか、聴けば聴くほどまた次の音の海に飛び込みたくなって止めどころを見失うほどだった。

「あとは、本番に余計な緊張をしないことね。潤じゆん、気をつけるのよ？」

「う、うんっ。なるべくアワアワしないようにするよっ」

「わたしも、まいぺーすでがんばります」

　成長が実感できて自信に繫つながったのか、ここ数日でみんなすごく頼もしくなったようにも思う。連鎖して、アドリブではない普段のプレーにも余裕が出て、演奏により多く感情がこもるようになった。それだけでもジャムセッションの習得に挑んだ毎日は確実にバンドにとって良いい刺激となったはず。最初は焦あせったけど、結果的に誘ってもらえたことが本当に幸運だ。

「すごいです、皆さん！」

「ここまで見違えるとは、正直ちょっと焦あせるわ」

　僕の隣で練習を見学していた相あいヶが江えさんとくるみも絶賛を重ねる。今日はDragon[image: ≒]Nutsのみんなたっての希望で、三人して見学に来ている。

「どう？　これでもまだ希のぞ美みたちのことアドリブ力ないなんて言う？」

「……………………」

「え、なに……？　言い返してこないなんて調子狂うじゃない」

　勝ちほこって腰に手を当て、霧きり夢ゆめの顔を覗のぞき込こむ希のぞ美み。けれども腕組みして目を閉じた霧きり夢ゆめからは返事すら返ってこない。あまりの成長っぷりに絶句してしまったのかな。なんだかそれも霧きり夢ゆめらしくないような気がするけど。

「わにゃ、小こ梅うめちゃん？」

「小こ梅うめちゃん言うな」

「はむ。起きてた」

　潤じゆんの呼びかけには即答していたので、気もそぞろというわけではないようだ。聞けば、今日の見学も霧きり夢ゆめのリクエストだったとのこと。なんとなく普段と違うそのムードが気になって、誰からともなく言葉を止め、しばしみんなで反応を待つ。

「今の聴いちゃうと切り出しにくくなっちゃうわね。……逃げたみたいで」

「え、逃げた？　なんの話？」

　希のぞ美みが首を捻ひねるが、それには答えず霧きり夢ゆめは予想外の宣言を僕たちに伝えた。

「でも、選んで決めたことだから貫くわ。あのねひびき、私たち。セッションには参加しない。殴り込みは対バンの時だけ行く」

『えっ!?』

　寝耳に水で、リヤン・ド・ファミユの三人と僕は一斉に声をあげて驚いた。

　いっぽう、くるみと相あいヶが江えさんは霧きり夢ゆめの言葉に動じた気配がない。ということは、もうみんなで話し合いが済んでいるということだろうか。

「理由を訊きいても良いい？」

　僕が尋ねると、霧きり夢ゆめは人差し指をすっと突き立てた。

「理由、それはね。私があんまり楽しくないからよ！　だって、普段とやってることそんなに変わらないもの！　私の場合！」

　あまりにも率直な意見で、かえって返答に惑ってしまう。……まあ確かに、霧きり夢ゆめは曲から得たインスピレーションを絵に込める、というパフォーマンスを常に行っているわけだから、セッションだろうと持ち曲の演奏だろうと根本でやることが変わらないというのは事実だろう。

　でも、本当に良いいのだろうか。霧きり夢ゆめはともかくとして、くるみと相あいヶが江えさんは？

「私たちも話し合って、それで良いいって決めたわ」

「そうなの？」

　様子を窺うかがうように視線を向けた僕の意図を察し、くるみが落ち着いた声で告げた。

「ちゅらさんからもアドバイスがあったんです。お前たちは打ち込みリズムを使って、決まった時間の中できっちり演奏するスタイルでやってきたんだから、アドリブを勉強しても今すぐ活いかせないんじゃないのかって。それよりも、まずは演奏を完璧にこなせるようになるのが先じゃないかって」

「……なるほど」

　思わず納得して頷うなずいた。確かに、それはその通りかもしれない。オリジナル曲で考えるとDragon[image: ≒]Nutsはわりとデジタル色の強いバンドだから、自由奔放な演奏スタイルを混ぜ込むのはリヤン・ド・ファミユとは比べられないほど難しい。加えて、霧きり夢ゆめのイラストという良いい意味での不確定要素がバンドのコンセプトに含まれているなら、あえてこれ以上アドリブを足す必要もないのかも。

　リヤン・ド・ファミユとDragon[image: ≒]Nuts。二つのカラーをより明確にするならば、前者はセッション要素を学び、後者は逆にきっちりと譜割りを固める。そんな風に、別々の方向に舵かじを取るのは、きっとすごく正しい。

「つまり、そういうこと。私たちは『あえてセッションしない』方を選ぶわ。ほんで、だとしたら対バンまで手の内を隠しておいた方がびっくりさせられるじゃない。というわけで。練習会の方はちんちくりんズとひびきに任せる。その間、こっちはこっちのやり方で、もっと成長しておくから」

　不敵に笑う霧きり夢ゆめ。その青写真に、正直僕は未知の期待感を覚えてしまった。

「響きようさん、ええと……」

「潤じゆん。好きにさせましょ。確かに、その方が面白いかもね。希のぞ美みたちも、この遠征ですんごく驚かせるほど成長しちゃうんだから。ナッツの見てないところで、ね」

「はむ。ひみつとっくん。すごく楽しみ」

　どうやら、子どもたちに惑いはないようだ。ならば、僕も肚はらを決めた。みんなの好きにさせよう。それがきっと、一番面白いことになりそうな予感がする。

「わかった。じゃあ対バンの時まで、リヤン・ド・ファミユとDragon[image: ≒]Nutsは別々に秘密特訓だね。その成果は、本番のお楽しみだ」

　六人それぞれと目を合わせ言葉を交わすと、全員が力強く希望に燃えた瞳で頷うなずく。

　みんなと過ごす二度目の夏休みも、すごく刺激的な日々になりそうだった。
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　電車が大きな川にかかる鉄橋を走り抜けていく。水面にきらきらと輝く光を、僕たちは希望に満ちた瞳で車窓から見つめ続けた。

「乗り換えなしなのね。昨日の夜あんなにシミュレーションしたのに」

「えへへ、でもよかったよ。遅れちゃわないか心配だったから」

　希のぞ美みはつり革に摑つかまり、潤じゆんは椅子の端のポールを握りしめて、取り越し苦労を笑い合う。目的地は中なか野の駅。僕たちが東京に出るときの駅からは直通の電車が走っているので、ずっと乗っているだけで到着する。調べるまで秋あき葉は原ばら方面に出てから乗り換えるものだとばかり思っていたから、最初の印象よりも目的地は近い。

「地下鉄なのに、地下じゃない……？　なぜ……？」

　ドアの部分のガラスにぴたりと額を押し付け、そらが難しい顔をしている。ふだんあまり地下鉄に乗らないから、真っ暗な景色を楽しみにしていたのかも。しばらくしたらメトロの線路に連結してちゃんと地下に潜るらしいけど。

「ところでみんな、座らなくて良いいの？　たぶんまだまだかかるけど」

　直通とはいえ、中なか野のまでの所要時間は四十分以上。ずっと立っているのはそれなりに疲れるはず。しかも夏休みとはいえ平日の昼間で、席はけっこう空すいているのだ。

「えーと、ううん、いい。希のぞ美みは立ってる」

「私も、立ってますっ。景色も見たいですし、それに……」

「はむ。おかまいなく」

　念のために声をかけてみたけど、三人ともやんわりと首を振った。面持ちは明るく、遠慮しているわけではないだろう。というか正直、きっと全員がそう言うだろうなという予感がもともとあったのだけど。

「……えへへ」

　嬉うれしそうにはにかんで、潤じゆんが両肩のストラップの位置を直す。背負っているのは、愛用のデュオソニックが入ったギグケースだ。希のぞ美みとそらも、似た意匠のギグケースとリュックをそれぞれ身につけている。

　電車での遠征がこれから何度か続くからと、全員で新調したニューアイテム。市販のものをベースにしてユナさんにリメイクしてもらった、大変すてきなデザインだ。

　薄桃色の布に白のレースで縁取りがなされていて、ちょうど背中の位置には小さな羽の装飾が縫い付けてある。三人の雰囲気と相まって、もはや人間の領域を飛び越えた可愛かわいらしさだ。

　ちょっと下世話な話になるけど、ユナさんはこのバッグを量産販売したらそれなりの財をなせそうな予感が。まあ、採算度外視のハンドメイドだからこそここまで魅力的なのかもしれないけれど。

「ね、見て見て……！」

「すご、なにあれ。めっちゃ可愛かわいすぎなんだけど！」

　先ほど乗り込んできた女子学生二人組のひそひそ声が、僕の耳に入る。視線の先にあるのは、当然にリヤン・ド・ファミユの三人だった。

「……ふふっ。うふふ」

　希のぞ美みにも声が聞こえたのかちょっと照れた仕草も見せつつ、唇から微笑ほほえみをこぼしながらそらのリュックに付いた羽をパタパタさせて遊んでいる。三人とも、新しいバッグに惚ほれ込こんでいるのは明らかで、だからこそ座らずに立ったまま背負い続けていたいのだろう。そんな確信を持ち、到着までもう椅子は勧めないことにする。

「やっぱり、地下じゃない……。なぜ……？」

　気分が高揚していたせいか、話が盛り上がって途切れなかったせいか。終点までの体感時間は想像よりずっと短かった。中なか野の駅に降り立ち、僕たちは陽気を浴びながら背伸びをする。それにしても確かに、目的地のホームまで地上にあったのは僕も予想外だったな。あと、そらが地下鉄に対し不思議なこだわりを持っていたことも同じくらい予想外だ。途中から地下に入ったら顔が納得感で満たされていたんだけど、また地上に出た瞬間、ふだんはほとんど見せないようなショックを露あらわにしていた。

「響きよう、どっちに行けばいいの？」

「ええと、北口だから……こっちみたいだ」

　きょろきょろしながら、初めて降り立った駅の構内を案内書きに従って移動する。東京の駅ということでわりと身構えていたけど、秋あき葉は原ばらなんかに比べたらシンプルな造りで助かった。

「ここが、中なか野のなんですね……！　なんだか、東京だけど少し私たちの地元と似ている感じがしますっ」

「はむ。地下鉄なのに地下じゃないところも似てる」

　改札を抜け外に出ると、雑居ビルが所狭しと建ち並んでいた。でも一つ一つの建物はそんなに大きくなくて、いわゆる大都会というイメージではない。僕もどことなく、風景に親しみやすさを感じた。これならあまり緊張しないで歩けそうだ。

「あのアーケードの中をまっすぐ進むのがわかりやすそうだね」

　目的地まで、身を寄せ合って移動する僕たち。迷子にならないように、近道などは考えずになるべくまっすぐ進むことを心がけておこう。

「この先に、有名な『ブロードウェイ』があるんですか？」

「うん、このままアーケードと繫つながっているんだって。中を通っていくのが一番わかりやすい道みたい」

「ということは入れるのね、ブロードウェイ！　どんな感じなのかしら……？」

「はむ。帰りにおみやげ買っていきたい」

　活気ある商店街を歩きながら、わくわく感を膨らませていく。約束した集合時間があるから今はあまり買い物できないけど、確かに帰りに軽く館内を巡ってみても良いいかもしれないな。相あいヶが江えさんと霧きり夢ゆめが喜ぶアイテムはいろいろありそうだし。それともちろんくるみが欲しそうなものも物色しつつ。

「ここが、ブロードウェイ！　……なんか、わりと普通？」

「どうやら『濃い』のは上の階らしいよ。そっちは帰りに覗のぞいてみよう」

　どんどん進んでいくうちに自然と建物の中に入っていた。アーケードも完全に屋外という感じじゃないから、どこが境界線だったのかはっきりしないのが面白い。希のぞ美みの言う通り、眼めに入る店舗もレトロ感はあれど品物は一般的なものが多く、素通りするだけならカルチャーショックを受ける要素はそんなにない。でも、ここはまだ『序の口』にすぎないらしい。じわじわとディープなゾーンに進んでいく構造になっていることも、この場所が長らく有名な地位を築いている要因なのかも。

　正直かなり好奇心をそそられた。けれども今は別の目的を持ってこの街に降り立ったので、誘惑を断ち切ってそのまま北側から外に出る。

「えーと。次は右で、それから……」

　地図と睨にらめっこで、さらに移動。途中から細い路地に入ることになって不安が募ったけど、どうやら正しいルートを辿たどることができたようだ。

「はむ。ついた」

「ここが、『ラインホルト』のみなさんのホームなんですねっ……！」

　煉れん瓦が色いろのビルに、『Forth Wall』と書かれた看板。この、練習スタジオを兼備したライブハウスが、これから一週間、僕たちの活動拠点となる。

　メジャーデビューしたバンドが使うこともあるという、都内でも有名なお店らしい。そんな場所で顔が利きく小学生バンドというのは、改めてすごいなと思い直す。それには理由というか、ある種の裏事情があるのだと既に教えてもらっているとはいえ、実際こうして前に立つと緊張が膨らむ。

　ただまあ、僕はあくまでサポート役。演奏者として訪れたみんなのプレッシャーはもっと強いだろうし、身構えすぎて不安を煽あおらないようにしないと。

「そ、それじゃ行くわよ……！」

　希のぞ美みがギグケースのストラップをぎゅっと握り、ライブハウスの入っている三階最上階をきりりと見据えた。全員で頷うなずきを返し、階段を上っていく。こん、こん、と大きく響く足音が、心臓の高鳴りとリズムを同調させる。

『こんにちは、お邪魔します！　リヤン・ド・ファミユです！』

　到着する寸前、アイコンタクトで呼吸を合わせて一斉に挨拶しながらフロアに出る。

「ようこそようこそ！　わー、動画で見たのとおんなじ！　カワイイ！」

　両手を広げながらフランクに挨拶してくれたその少女の面影に、僕たちももちろん見覚えがあった。この子が、浅あさ上がみサリーさん。潤じゆんたちと同い年とのことだけど、雰囲気は画面越しに感じた以上に大人びていて、事前知識がなければ絶対に小学生だとは思わなかっただろう。

「え、ええとっ。はじめまして、五ご島とう潤じゆんですっ」

「はむ。金かね城しろそらです」

「紅葉もみじ谷だに希のぞ美みよ。今日からしばらく、よろしくね」

　自己紹介する三人と順番に目を合わせ、その度にニコニコと眼めを細めていた浅あさ上がみさんだったけど、希のぞ美みと握手したときにひときわ興きよう味み津しん々しんそうな雰囲気を見せる。

「ねえねえもしかして、希のぞ美みちゃんってハーフ？」

「えっ？　う、うん。そうだけど。お母さんがイギリス人なの」

「やっぱり！　ウチと同じだ！　ウチはパパがスウェーデンの人！」

　両手を希のぞ美みの肩に置いて、長身を屈かがめる浅あさ上がみさん。なるほど、言われてみれば確かに目鼻立ちに異国情緒を感じる。大人びて見えるのは血筋の影響もあるのかも。

「ドウモードウモー、スウェーデンの人やで！」

　妙に納得してしまっていると、浅あさ上がみさんの後ろから長身で眼鏡をかけた男性がうきうきと歩み寄ってきた。

「皆さん、はじめまして！　ここの店長で、サリーちゃんのパパ。エリオットくんやで！　おおきに！」

　すごい。明らかに外国人な風貌の方が、正確な日本語のイントネーションで、すごくエセっぽい関西弁を喋しやべっている。バランス感がいろんな意味ですごい。

「はじめまして、貫ぬく井い響きようと申します！　僕は……ええと。みんなの引率係みたいな感じです。今日からよろしくお願いします、浅あさ上がみサリーさんと、エリオットさん」

「エリオットくんって呼んでーな。ゆるーくいこーやー」

　それはさておき、僕も自己紹介しておかなくてはとお辞儀すると、エリオットさん……じゃなくて、エリオットくん（本当にこんな呼び方して良いいものなのか、かなり悩む）は僕の髪をわしゃわしゃと撫なでた。……第一印象として、性格の陽気さは父おや娘こでよく似てらっしゃる感じがした。

　ところで今の話にあった通り、浅あさ上がみさんは父親がこのライブハウスを経営しているという環境ゆえ、ステージの出演にもかなり融通が利きくらしい。恵まれていて羨ましいと一瞬だけ思ったけれど、よくよく考えればリトルウイングも『練習室とホール完備』という意味では変わらないんだよな。立地の差を除けば、どちらも同じくらい素晴らしい環境だ。

　それに、僕たちはもうラインホルトの演奏を聴いている。だからあえて悪い言葉を使うけれど、コネでライブハウスの枠を取っているという捉え方は、全くもって適切じゃないと熟知していた。

「ほらほら！　みんなも挨拶はやく～！」

　待ちきれなくなった様子で、浅あさ上がみさんが後ろを振り返り手招きした。呼ばれているのは、壁ぎわで遠慮がちに寄り添っている二人の少女。当然に動画で見覚えがあったので、ラインホルトのリズム隊メンバーさんだとすぐにわかる。

「あ、あの。はじめまして。……すみません。挨拶、遅くて。ベースの、源みなもと菜な奈な子こです。今日から、よろしくお願いします。……すみません」

「ドラムの橋はし元もと実みの里りです。えーと、えーと。がんばります。よろしくお願いいたします」

　早足で僕たちのすぐ傍そばまでやってきてから、互いに譲り合うように様子を窺うかがいつつ自己紹介してくれる。ベースの源みなもとさんはセミロングの髪を低い位置で二つに結わえていて、細身で背は標準くらい。橋はし元もとさんはショートボブでキリリとした目鼻立ち。黒の洋楽バンドＴシャツが個人的に眼めに留まった。

　そして二人とも、少し引っ込み思案なのかな、と思わせる仕草。でも別に不機嫌なんてことはぜんぜんなくて、歓迎してくれているのは確信できた。

「そっけないな～。もっと色々アピールしなよ～」

「う、うん……すみません」

「えーと、えーと」

「ま、いいや！　これからちょっとずつ打ち解けていけば良いいしね！」

　浅あさ上がみさんに苦笑を向けられ、眼めを泳がせ考え込むリズム隊の二人だったけど、すぐ話が切り替わって開きかけた口をまた閉じる。……今、何か言おうとしてくれていた気もするな。

　でもまあ、確かに交流を深める機会はこれからもたくさんあるわけで。あまり気にしなくとも良いいか。

「えへへ、みなさんよろしくお願いしますねっ！　いっしょに音楽できるのがすごく楽しみでしたっ！」

　一通り自己紹介が終わったところで、潤じゆんがぺこりとお辞儀する。

「はむ。スネアの音、かっこよかった。叩たたき方かた教えてほしい」

「ほ、ほんとに？　そっか、嬉うれしいな……。うん、自分でよかったら」

「送ってくれた動画で、時々音変えてたわよね？　あれ、なんのエフェクター？」

「あっ、気付いてもらえたんだ……よかった。あれは、フェイザーなの。アクセントになるかなって思って、本当にうすーくかけてるだけなんだけど」

　そらと橋はし元もとさん、希のぞ美みと源みなもとさんは同じパート担当ということもあり、話題には事欠かない。仲良くなるのにほとんど時間は必要なさそうだ。

　それにしても……と、密ひそかに僕は眼めを細める。出会ったころは三人だけの輪からなかなか外に出ることができなかったみんなが、今はむしろ、コミュニケーションを図るリード役を務めているのがとても感慨深い。様々な経験や出会いが、世界を大きく広げてくれた。どんどん成長していく潤じゆんと、希のぞ美みと、そら。この子たちと出会うことができたから、僕も少しずつだけど変わることができたのだ。

　これからも負けてはいられないなと、微笑ほほえみながら心に誓う僕だった。




　　　　♪




「まずはホールを見てってーや！　本番までテンションアゲアゲでいけるよーに、景色をよーく覚えときー」

　今日はこの後さっそくスタジオで合同練習をする予定になっているのだけど、エリオットくん（さん付けで話しかける度に訂正されるのでもう覚悟を決めた）のご厚意で、日程最終日に対バンライブが催されるステージをご開帳頂けることに。

　そういえば、急に練習不参加を決めたDragon[image: ≒]Nutsのことは前もって浅あさ上がみさんにメールで伝えてある。残念だ、と言っていたけど『でも確かに初対面でいきなりライブ、っていうのも新鮮味があって良いいよね！』とすぐに割り切ってくれた。今日お話しした印象からも、浅あさ上がみさんはすごくサバサバして快活な性格だな、というイメージだ。

「新バンドさん、いらっしゃ～い！　どや!?　かっこええハコやろ！」

　体当たり気味に防音扉を押し開き、先導して中に入るとエリオットくんがステージに灯あかりをつける。白熱灯に照らされた舞台を前にして、僕たちは一斉に歓声をあげた。

「わぁ……！　なんだかオシャレですっ！」

「希のぞ美みが見たことあるライブハウスとぜんぜん雰囲気ちがうわ。でも、とっても好きな感じ！」

「はむ。ここでやるの、楽しそう」

　ライブハウスのステージというと、黒い床と暗幕──という武骨な造りが定番だけど、ここは全く違う。床はウッドデッキ風になっていて、スピーカーを覆うように流木でオーガニックな彩いろどりが加えられている。あちこちに観葉植物が飾られているのもあって、密閉空間の息苦しさ、みたいなものが少しも漂ってこない。

　なるほど、どこか北欧風のコンセプトデザインっぽさがある。なんて、僕自身インテリアには全く詳しくないのでただエリオットくんの出身国のイメージに引っぱられてるだけかもしれないけど。

　理屈はともかく、ここでリヤン・ド・ファミユがライブしている姿を早く見たいなと、心の底から思った。

「めちゃくちゃ素敵ですね！　早くもわくわくしてきました！」

「せやろ！　わかっとるな～貫ぬく井いはん！」

　エリオットくんが僕の肩をぽんぽん叩たたく。この口調、どういう経緯で習得したのか時間を追うごとに気になってきたのだけど、そこはあえて流しておく。感動したのは本心だったけど、もう一つ、ホールを見て俄が然ぜん気がかりになってきた要素もあるのでまずはそちらをお尋ねしなくては。

「あの、ところで。かなりキャパありそうですけど、本当に僕たちはチケットのノルマなしで良いいのでしょうか……？」

　ホームページではチェックしていたけれど、実際に立ってみると改めてその広さに息を吞のんだ。なんと今回、僕たちはライブ出演にかかるお金を全額免除してもらっている。アウェイに出向いてもらうのだからと、そんな超好待遇を提案して頂き、さすがにそれは申し訳ないという遠慮にも『気にするな』の一点張りだった。でもやはりチケットを自分たちで売る努力くらいはしないと甘えすぎなのではないか。中なか野のまで来てくれる人がどれほどいるかはわからないけれど、お店に与える損失の大きさを肌で感じ、迷いがぶり返した。

「ええねんええねん。これは投資やから。キミらもだし、サリーちゃんたちのバンドも将来売れっ子になってほしいから、未来に向けて損して得取れっちゅうこと」

　そんな僕に、エリオットくんは屈託のない笑みを向け首を振った。投資、か。そう言われると納得感が出てくる。きっと、ライブハウスのオーナーというお仕事は『良いいバンドと出会う』ことが最大の夢なのだろう。だからこそ、未来に向けての出費は厭いとわない。春にアルバイトしたときの経験も相まって、その言葉は僕の中にすとんと収まった。

　恐縮するより、感謝することの方が大事。そう思い直す。

「こんなに大きいところでライブ続けられるなんて、ラインホルトのみなさんすごいなぁ……」

　潤じゆんが瞳をきらきらさせて、浅あさ上がみさんを見上げた。

「いやいや。まだ全然埋められてないよ。ワンマンだと半分も入ればマシな方」

　その視線をまっすぐ受け止めながら、はっきりと首を振る浅あさ上がみさん。なんと、そうなのか。ラインホルトの楽曲に感銘を受けていた僕たちはみんな、少なからずショックを面持ちに表していた。演奏レベルも高くて、曲も良くて、独自色も強いバンドでも、このホールを満員にするのは難しいのか。何度も肌で知ってはきたけど、やっぱり世間から評価を得るってとてつもなく難しいんだな。

「ウチらがワンマンでやらせてもらえること自体、恵まれすぎなんだけどね。他のバンドからズルいって思われてもしかたない。でも、だからって遠慮なんかしてやるもんかって決めてるんだ。来てくれるお客さんは、オーナーの娘だからとか気にするわけないし。ウチらの音楽が、好きか嫌いか、それしかない。だから、来てくれる人のことが大好き。ウチらの音楽を好きって思ってくれる人たちが大好き。半分しか埋まってなくても、もし仮にお客さん一人しかいなくても、来てくれた人のために全力で音楽やる。そんで、また来たいって思ってくれる人を一人ずつでも増やしていく。そうやって、いつかはここも満員にしてみせるんだ。ウチの大好きな、ウチらの音楽を、もっともっと見せつけたいもん」

　今は空っぽのステージを不敵に睨ねめ付つけながら、嚙かみしめるように語る浅あさ上がみさん。その強い闘志に身が引き締まる思いだった。たくさんの人を呼べるようになりたいという志は、僕たちも同じ。この交流で音楽的にも、そして精神的にも、可能な限りの刺激を受けて帰りたい。せっかく得られたまたとないチャンス、余すことなく有意義に過ごさなければと、改めて思い直す僕だった。

「希のぞ美みもわかるわ。『これはばっちりでしょ!?』って演奏ができたときは、たくさんの人に見て欲しいし、良いいなって気持ちでひとつになりたい。……だからごめんね。もし対バンで、サリーたちのファンを奪っちゃったら」

「はむ。わたしたちも本気なので、まけません」

　リヤン・ド・ファミユのみんなも同じ気持ちのようで、希のぞ美みは浅あさ上がみさんに一歩も譲らず勝ち気な笑みをぶつける。そらは敬礼と共にやる気を表に出し、潤じゆんも言葉には出さないが面持ちに信念を乗せている。

「あはは、うんうん！　そうこなくちゃ！　ウチらも同じだよ。きっとリヤンさんナッツさんのファンも来てくれるだろうから、ごっそりかっ攫さらうつもりでライブする。それが対バンの醍だい醐ご味みってやつだしね！」

　楽しそうに笑って拳を握る浅あさ上がみさん。結婚相手を選ぶわけじゃないから、現実的には両方のバンドを好きになってくれるのがいちばんの理想だけど、ライブに挑むにあたってはお互いそれくらいの負けん気を持っていた方が熱の籠もった時間になるだろう。

　待ち遠しいな。この個性的な小学生バンド三組のライブがどんな時間になるか、今からわくわくが抑えきれない。

「でもその前に、別の方法でお互い刺激入れ合おっか！　スタジオ案内するね。そろそろ合同練習はじめよう！」

「は、はいっ！　がんばるので、ぜひよろしくお願いしますっ！」

　ぱん、と手を鳴らす浅あさ上がみさん。その音を合図とするように潤じゆんはしゃきっと背筋を伸ばし、幾分の緊張を気合いに混ぜ込んで返事した。




　　　　♪




　一つ下の階に下りるとカウンターがあり、練習スタジオの受付になっていた。

「どもどもー」

「らっしゃいサリー。Ｄスタでいいんだよね？　マイク入れといた」

「うんうん、ありがとー」

　当然ながら顔パスで素通りする浅あさ上がみさんに、店員さんもフレンドリーに答えた。僕たちもお辞儀しつつ後を付いていき、目当ての部屋の中へ。

「すご、ひろーい！」

「私たちの地下室の倍くらいあるね！」

「はむ。ドラムもふたつ」

　明るくて清潔な室内は、スリーピースバンド二組と僕が入ってもまだまだ余裕のある広さだった。いやはや至れり尽くせりで、本当にありがたい経験を積ませて頂けるなぁ。

「──どうかなそら？　届きそう？」

「きっとだいじょうぶ。ありがとう響きようにー」

　各おの々おの準備を始める中、まず僕はそらのセッティングを手伝うことにした。なにげに、自分のドラムセット以外でプレーするのは初めてなのではないだろうか。設置されていたのは標準サイズのドラムだから、リトルウイングのセットより大きめで少し勝手が違うかもしれない。良いい意味でマイペースなそらだからきっと違和感も克服してくれると思うけど、できる限り普段と同じ距離感でスネアやシンバルが叩たたけるよう試行錯誤しておくことに。

「わにゃ、響きようさん。なんだかうまく音がつくれないのですが……」

　そらのセッティングにおおよそ満足がいったところで、タイミングを計ってくれていたのであろう潤じゆんから遠慮がちな声が届く。すぐさま確認に向かうと、用意してもらっていたアンプはメーカーこそ普段使ってるのと同じマーシャルなのだけど、型番としては何世代も新しいモダンなモデルだった。

「ちょっと音出してみて？」

「はいっ！」

　ジャーンと、Ｅメジャーのコードを鳴らす潤じゆん。なるほど。確かにこのままだと少しモコモコして聴こえるかもしれないな。

「イコライザーを思い切って全部マックスのフルテンにしてみよう。そこから引き算で、うるさいところを削っていく感じで」

「引き算……やってみますっ……！　あ、この方が、ふだんの感じに近い音が作りやすいですねっ！」

　よしよし、いい雰囲気に音を整えられた。潤じゆんが普段使ってるオールドマーシャルは黎れい明めい期きのモデルだから、良くも悪くもツマミ一つ一つの効きがワイルドなんだよな。だから原則的に控えめ控えめなセッティングにしないとうるさくなりすぎる傾向なんだけど、ここにあるモデルはツマミが精密に機能するぶん、ある程度持ち上げた状態でちょうど良く煌きらびやかなサウンドが出てくるのだった。

「ねえねえ響きよう、こっちも見て～！　なんかこのスイッチよくわからない！」

「了解、えーと。ああ、これはグライコだから……」

「ぐらいこ？」

「グラフィックイコライザー。大丈夫、数が多いだけで基本は変わらないよ。少し中音域を谷型に下げれば良いいと思う」

　潤じゆんのセッティングに目め処どがつくと、今度は希のぞ美みに呼ばれる。置かれていたのはアンペグの新しいモデルで、普段希のぞ美みが使ってるベースアンプとは目盛りの構造がだいぶ違う。けど、僕のＤＴＭソフトに同じアンプのシミュレーターが入っているので、それを使ったときのイメージを参考にして音質をセッティング。ヴァイオリンベースは少し音が籠もりがちになるから、中音域はある程度削った方が音のヌケが良くなるはずだ。

「うん、すごく良くなった！　さすがは響きようだわ、ありがとう！」

「いえいえ、これくらいはおやすい御用です」

　喜んでくれている希のぞ美みに手を振り、もう一度潤じゆんとそらが悩んでないか確認。うん、ラインホルトの皆さんも含めて、セッティングは一通り終わったみたいだ。

「なるほどねー、ふふふ」

　ならば僕は一歩引いてあとはみんなに任せるべく壁ぎわに歩いていくと、電子ピアノの前に立っていた浅あさ上がみさんが意味深に頷うなずきながらこちらを見る。

「な、何かやり方ヘンだったかな？」

　みんなのライブを支えたり、短期アルバイトをしたりでそれなりの経験を積んできたつもりだけど、今でも僕はどちらかと言えばインドア派で、実物の機材を扱ってきた回数はそこまで多くない。もしかしたら常識外れな部分があったのではと多少不安になりつつ、浅あさ上がみさんに訊きいてみる。

「ううん、そうじゃないよ。メールでやり取りしてたときも思ったんだけど、リヤンさんって三人だけのバンドじゃないよね。ひびきＰも入れてひとつって感じ」

「えっ？」

　返ってきた答えはとても光栄なものだったので、照れつつも喜びを隠せない。そうか、客観的な視点でそんな風に思ってもらえるのは、心の底から嬉うれしい。

「はむ。響きようにーなしでは生きられません」

「ていうか、希のぞ美みたちにとっては当たり前すぎて、改めて言われるまでぜんぜん意識すらしてなかったわ」

「えへへ、そうだねっ。演奏するのは私たちだけでも、響きようさんはいつでもそばにいてくれるから、同じバンドのメンバーっていう気持ちが強いよね」

　そらも希のぞ美みも潤じゆんも、軽い調子でさらりとそう言ってくれたことがかえって僕に強い感動をもたらした。

「ありがとう、みんな」

　大切な家族の絆きずなの中に含めてもらえたことの意味に、今までの思い出を重ねながら胸の奥で抱きしめる。三つのピースを繫つなぐもう一つのピースとしてこの場にいられる。そう実感すると、改めて僕は強く思うのだった。

　音楽と出会えて良かったな……と。

「さ、そろそろ準備ＯＫだね！　そんじゃ記念すべき第一回目の合同練習をはじめますか～！　まずは課題曲にしたアレ、やってみる？」

　浅あさ上がみさんの声にハッとする。いけないいけない、ついしみじみ感じ入ってしまっていた。今まさに練習がはじまろうという大事な場面に、メンバーの一人として同等に数えてもらっているのだから尚なお更さら、僕も集中して挑まなければ。

「わ、わかりましたっ。じゃあ最初はみんなでカバー曲ですね！」

　緊張を多少滲にじませつつも、潤じゆんが頷うなずいた。ぜひプレーしてみたいと提案があったのは、今まで僕たちが取り組んできた曲とはだいぶ毛色が違う。だから不安がないと言えば噓うそになるものの、しっかり練習してきた成果をそのまま出せればクオリティも自おのずとついてくるはず。落ち着いて見守ろう。

「はむ。４カウント、おねがいします」

「え、えーと、えーと。わかった。じゃあ、こっちから始めるね」

　スティックをかまえたそらが、導入役を橋はし元もとさんに譲る。ドラマーが二人いるという状況、リヤン・ド・ファミユ側としてはもちろん初めてだ。こればかりは練習でシミュレーションしようがなかったので、出たとこ勝負。そらも橋はし元もとさんもリズムキープが抜群にうまいのでズレズレになる心配はしていないけれど、互いにちょっとしたクセというか、グルーヴ感の揺らぎは存在するだろう。そこが違和感となってしまうのか、むしろ逆に相乗効果でリズムに生命感が宿るのか。最初の出音を、僕は息を吞のんで待った。

「１、２、３、４っ」

　ゆっくりめのテンポで、この場の全員に届くよう力強くカウントする橋はし元もとさん。そして、フロアタム──重厚な低音が出る右側のタイコをメインに使ったエイトビートを奏かなで始はじめた。

「……はむ」

　同じくフロアタム主体のフレーズをそらも重ねる。深い森の中を一歩一歩迷い歩くような重々しいリズムワーク。まだドラムの音しか鳴っていないのに、どこか人ならざるモノへの畏怖がこの場を支配しているような、不安と恐怖と神秘の色が漂い始めた。

『……っ』

　続いて、希のぞ美みと源みなもとさん。ベーシスト二人が同じフレーズをリフレインし始める。音階は非常にシンプルだけど、低音弦をスタッカート気味に鳴らすその音使いは、ドラムと脈略して世界をさらに深い深い森の中へと誘いざなっていく。

　次の音が重なった。潤じゆんのギターが、意図的に不安定を表現したアルペジオで、深しん淵えんに迷い込む。さながら無む垢くな少女が、禁忌を犯し人里を離れていくようなスリリングなコード進行だ。

　僕は肺の奥まで息を吞のんだ。

「……いいじゃん。いい感じ」

　浅あさ上がみさんによるピアノで浮遊感溢あふれるコードがもう一つ重なった。このパートは原曲に含まれないオリジナルのアレンジだけど、違和感なんて一切感じさせず薄闇の世界観をさらに幻想的な風景へと引きずり込む。

　すごい。とてつもなくすごい。ほんの十数秒で、僕はもはや虜とりこだった。

「～♪」

　浅あさ上がみさんが英詞でメインボーカルを担になう。少しハスキーで、それなのに明瞭で中音域豊かな声。小学生を連想させるような幼いイメージは微み塵じんもない。原曲よりも力強さを感じる歌い回しは、迷い込んだ森の世界で唯一の道しるべとなる希望の灯ともし火びのようだった。なるほど、こういう解釈で捉えるのも非常に面白いんだな。

　僕の知らない領域を孕はらんだ、Radioheadの名曲『There There』が、音の渦を絡からめ取とるように更なる深部へと潜り込んでいく。

　潤じゆんがギターのボリュームを持ち上げた。フォルテでつま弾かれたギターの弦が震え、オーバードライブサウンドでスタジオの空気を揺らす。張り合うように浅あさ上がみさんの歌声も力強さを増し、襲い来る木々のざわめきを跳ね返そうとする。

　呼応して、ツインドラムのフレーズが同時に変化した。フロアタム中心の重々しいリズムワークから、スネアのリムショットが劈つんざくようなビートとなり、森の中に嵐を呼び起こす。

『……！』

　二本のベースも力強さを増し、曲はいよいよクライマックスへ突入していく。幾重にも絡からまったリズム楽器は霧のように時間感覚をぼやけさせ、しかしそのうねりが生楽器ならではのグルーヴを強調して僕の心を鷲わし摑づかみにする。

　もはや、言葉でもって形容できる領域を超えた。ただただ、かっこいい。そうとしか表現しようがなくなっていた。

　クライマックスに達した曲が一転して鎮しずまり、エンディングへ。闇に包まれた森の中で巻き起こった嵐は、それが夢だったかのように立ち消え、静寂が戻ってくる。人ならざるモノの神秘は、もうどこにも感じられない。

「………………」

「………………」

　最後のフレーズを奏かなで終おえた後、六人はしばし誰も言葉を発さず、驚きを込め互いの目を順繰りに見つめ合っていた。

「えっ。ちょ……すごくない？」

　ようやくその沈黙を破ったのは浅あさ上がみさん。するとようやく堰せきを切ったように、各おの々おのが感動を言葉に乗せ始めた。

「ほんとはこんな曲だったのね、超カッコいいじゃないの。実は希のぞ美み、これ少し退屈かもって思ってたんだけど……」

「はむ。練習のとき、寝ないようにがんばってた。でも今はどんどん眼めがさめた」

「わにゃ。私たちだけでやっていたときは、この曲の魅力に気付けてなかったみたいだね。ラインホルトのみなさん、すごいですっ！」

「そ、そんなことない！　……すみません。こっちも、三人でやってたときはぜんぜんしっくりこなくて」

「サリーになんか違うーって、ずっと言われてて。自分自身、不安だったんだけど。えーと。うん、そっか。こんな風になるんだ……。自分たちだけだと、できなかった」

　みんな、感動の中にどこかしら予想外のニュアンスを隠しきれない。実際僕も気持ちはよくわかっていて、リヤン・ド・ファミユだけで練習していた際は、堅実に音をなぞれるようになってるけど、どこかしら原曲の盛り上がり感が足りないかな……という印象があったのも事実だった。

　その理由は、３Ｐスリーピースで音数が少ないからだろうと割り切っていたのだけど、いざ六人で合わせてみて大事なのは別の部分だと理解した。

　お互いが相手の音を真摯に聴き込み、その瞬間瞬間で呼応していく緊張感。それがこの曲をオリジナルの領域に近いところまで昇華させたのだ。

　月並みな表現になってしまうけど、こういう爆発力を、いわゆる『ケミストリー』と呼ぶのだろうな……と、肌で理解した。

「ああ～もうヤバい！　もうこの練習会組んで良かったってテンションヤバい！　あと一週間こんなの続けたら、絶対ウチらちょー成長するよね！」

　興奮を抑えきれない様子で、浅あさ上がみさんが両の拳をぎゅっと握りながら身を縮こまらせる。そこまではっきりとリアクションはしないものの、潤じゆんも希のぞ美みもそらも同じく未来への手応えを感じているのは表情を見れば明らかだった。僕自身、これからこの六人が音を重ね続けたらどんなサプライズが起こるのか、想像しただけでじっとしていられなくなる。

「あーどうしよ、もう一回曲を通してみたい気もするけど……ふふっ、一回試しに、もっとぶつかり合いっこしてみたくなるな。……～♪」

　にんまり笑って、浅あさ上がみさんは両手を使いピアノを奏かなで始はじめた。分散和音だ。キーはＣで、全部の音を合わせると……Ｃ９と呼ばれるコードの構成音。その音数を変えないまま、周りに『ついてきて！』と熱視線を送る浅あさ上がみさん。

『……っ！』

　始まった、とリヤン・ド・ファミユの三人が頷うなずき合あう。つまりこれは『Ｃ９のワンコードでジャムセッションしよう』という意思表示だ。浅あさ上がみさんは、この六人の交流にいてもたってもいられなくなり、よりフリーダムな状況で音楽のコールアンドレスポンスを求めてきた。

「はむ。のぞむところです」

　まずそらが追従。どこかしらジャズのニュアンスを感じる浅あさ上がみさんの意図をまっすぐ受け取り、ライドシンバルのシャッフルビートを軸に据えたリズムを重ねていく。

　うん、ばっちり。しっかり空気と調和をなした、一手目としてはこの上ないリズムの選択だ。

　しかし潤じゆんと希のぞ美みはちゃんとこのセッションに加われるだろうか、幽かすかに不安を抱く。今までの練習を見てきているから大丈夫に決まっているという思いを、浅あさ上がみさんが奏かなでるオトナの色気むんむんなコードワークがかき乱す。

　コードだけで五つの音が重なるサウンド。この中では『鳴らして良いい音・悪い音』の差が如によ実じつに出る。ノープランでフィーリングだけの演奏を重ねたら、かなりの確率で空気感を壊してしまうことになりそうだ、が。

「あ……すごい……」

　呆あつ気けにとられた表情で呟つぶやいたのは源みなもとさん。希のぞ美みと潤じゆんのレスポンスがとても流麗だったので、驚きを隠せない様子だった。

　よし、対策が実った。こういうコードでジャムを挑まれたら初心者としては本来辛つらいのだけれど、ラインホルトの音楽を聴いてなんとなく９ｔｈのコードは必修科目だと予感したのだ。それであえて、このコード感の中で合うフレーズを積極的に伝え、さらにベン・フォールズ・ファイブのＣＤを聴き込んで即席で使えそうなフレーズをいくつかベースラインから拾って蓄積してもらった。

　結果として潤じゆんも希のぞ美みも玄人くろうとはだしに、準備してきたフレーズを間を取りながらつなぎ合わせ、おしゃれなコード感をしっかり乗りこなしている。

「あーん、たーのしー！」

　高揚を抑えきれなくなった様子で、座って演奏していた浅あさ上がみさんがその場で立ってさらなる熱情を鍵盤にぶつけ始めた。

「そらちゃん、リードいけるっ？」

「はむ。おまかせあれ」

　そして、ついにソロパートが開幕する。まず四小節をみんなで演奏し、次の四小節を単身で引き受けるという流れで、切り込み隊長に指名されたのはそらだった。

　クラッシュシンバルが雷鳴のように轟とどろき、スネアの連打と複雑に絡からみ合あって音の嵐を呼ぶ攻撃的なソロワーク。普段のそらのイメージとかけ離れているようで、無駄のないクールな節回しはむしろいかにも、という印象もある。喩たとえるなら、居合抜きの一いつ閃せん。殴るというより、切り刻む。そんなキレッキレなドラムソロを、そらは一発回答で披露してみせた。

「次は希のぞ美みがいくわよ！」

　さらにリヤン・ド・ファミユが攻勢を強める。ドラムソロから、再び全員が演奏するリズムセクションに切り替わると、希のぞ美みはあえて低音弦の重厚なランニングフレーズでリフレインを重ねた。さもすればリードっぽくない、普段のリズムワークでも使えるような音使いだけど、それがかえってドラムソロで盛り上がった曲の勢いを活いかし、よりいっそうセッションの過熱感を高めた。

　ベースでソロをやれと言われれば、どうしても高い音、あるいはスラップなどのテクニックに走りたくなってしまうのが人の性さが。そこをあえて裏切るのはとても勇気がいることだろう。それでも希のぞ美みは自信たっぷりな面持ちで、楽器の魅力を適材適所に引き出した。この大胆さ、セッションを始めてまだほんの少しの時間しか経過してないとはとても思えない。

「いきますっ！」

　アイコンタクトで、まずはゲスト全員のお手並み拝見と潤じゆんに主導権が引き継がれた。さて、どう受けるか。メロディを奏かなでやすいギターはソロワークの手法にもいろんな可能性があるぶん、迷いも生じやすい。潤じゆんが自分の『意思』をギターに託せるかどうか、僕は固かた唾ずをのみながら見守る。

「ん……！　そう来たか！」

　感嘆して思わず叫んでしまう僕。潤じゆんが選んだのは二本の弦をオクターブ違いで同時に鳴らす、その名もズバリ『オクターブ奏法』と呼ばれるギター独特の指使いだった。短音では表現できない温かな音で紡つむがれるメロディは、浅あさ上がみさんのおしゃれなコード感と非常に親和性が高くて、曲は一転都会のカフェでかかるモダンジャズのような雰囲気になった。

　このテクニック、元ネタはウェス・モンゴメリーというジャズギターの名プレーヤーからインスピレーションを受けたものだ。ロックのＣＤを手当たり次第聴きこんでいたところ、正まさ義よしさんから『これもどうだ？』と勧められた一枚に収録されていた名演で、僕も潤じゆんも瞬またたく間まに惚ほれ込こんでしまった。すぐさま練習を開始したんだけど、これがなかなかどうして難航。手の小さい潤じゆんはオクターブがなかなかうまく奏かなでられず、一時は諦めなければならないかと不安にかられた。

　それでもめげずに取り組んだ結果、一般的な人差し指と薬指で作るフォームではなく、小指を使うやり方にたどり着き、ついにこの奏法を会え得とく。こうして臨機応変に実戦投入できる領域まで、技術を高めることができた。

　そんな紆う余よ曲きよく折せつもあったから、ますます僕は潤じゆんのメロディアスなプレーに心酔してしまう。すごいな、三人とも。前もって経験値を溜ためておいたことも勝因の一つではあるけれど、臆することなく一発勝負のセッションと向き合える精神力の成長に、なにより憧どう憬けいを深めるばかりだ。きっと僕だったら優柔不断を発揮して、こんな風に芯の通った演奏はできず仕舞いだっただろう。

　まあ、それは仕方ない。プレーヤーだけがミュージシャンじゃない。僕は僕で、自分のやれること、やりたいことで、これからもっと音楽の力を磨いていくのみ。

「いぇい！　次はウチが行くよっ！」

　最高潮のボルテージで、浅あさ上がみさんの鍵盤がリードパートに突入。低音から高音まで駆け上がっていく高速アルペジオから急転直下のグリッサンド。トリッキーに音域を行き交う複雑多岐な指使い。それでいて技巧に走りすぎず、旋律はあくまでメロディアスな範はん疇ちゆうに留とどまり続つづけるバランス感覚。

　ああ、やっぱりめちゃくちゃ上手うまいなあ……。リヤン・ド・ファミユの成長も確信したけど、いざ生でこの演奏を聴くと世界の広さを改めて実感せざるを得ない。

　その後リードを引き継いだ源みなもとさんと橋はし元もとさんも、堅実で非常に落ち着いたプレーを披露し、僕たちの耳目を集める。こちらもインパクトを与えることができた自信はあるけれど、安定感で語るならやっぱり現状ではラインホルトの方が上かもしれない。

　でも、だからこそこの競演で得られるものは多大だとも言える。最終日のライブまで、僕自身も浅あさ上がみさんたちの一挙手一投足に注目して、盗める技を最大限まで見つけていこう。

「めっちゃ楽しかった～！　まだ初日だけど、ほんと来てもらってよかったよ！」

　最初のセッションが終わると、興奮を露あらわにしたまま浅あさ上がみさんが潤じゆんたちの許もとに駆け寄り、一人一人に称賛を向けた。この竹を割ったような性格も、短期間で親密な関係を作りたいこちらにとって本当にありがたい要素だった。

「えへへ、私たちもこんな時間が持てて嬉うれしいですっ。すごくドキドキでしたけど、うまくできて良かった……」

「希のぞ美みもまずまずうまくソロ取れたと思うけど、やっぱりサリーのピアノはすごいわね……。でも、まだまだよ！　これからもたっくさん良いい演奏して、何度もびっくりさせてあげるんだから！」

「はむ。わたしも、もっとたくさん頑張る。誰も寝てはならぬ」

「あはは、寝るわけないよー。リヤンさんのソロ、みんなすごくかっこよかった～！」

　互いに称賛を重ね、音楽談義が広がっていく。それぞれの持つアイデアやインスピレーションを共有することで、互いにどんどん音楽に対する見解を深めていけることだろう。素晴らしく貴重な場に立ち会えて、胸の高鳴りは止まることを知らなかった。

「えーと、マズいなー。自分たち、置いて行かれちゃいそう」

「ショボくて魅力ないソロだったよね……すみません」

　と、そんな浅あさ上がみさんと潤じゆんたちを見て身をすぼめるような仕草を見せた源みなもとさんと橋はし元もとさん。とたん、『そんなことない！』とリヤン・ド・ファミユの三人は一斉に二人の安定したプレーを称たたえ始はじめた。これは断じて気遣いじゃなく本心だ。派手さを表に出す機会が少なかった部分はあるにしても、二人の安定したプレーなしには、ここまでハイレベルなセッションは成立しなかった。それはここにいる誰もが確信しているはず。

「よし、それじゃもう一回セッションやろうよ！　次はウチのリズム隊もガンガン前に出てく感じで！」

　メンバーの肩に手を回し、浅あさ上がみさんが誘うと源みなもとさんも橋はし元もとさんも遠慮がちに頷うなずいた。当然に潤じゆんたちも二つ返事で頷うなずき、再び楽器を構え次なる音の競演に備える。

　それから数時間、初日の合同練習は最後まで白熱に白熱を重ね、スタジオ内を極上の音楽で満たし続けた。




　　　　♪




「──そんな感じで、本当にすごい時間だったよ」

　初回の合同練習を終え、僕たちはそれぞれの家に帰った。リヤン・ド・ファミユの三人と別れた後も興奮を抑えきれず、僕は夜にくるみといっしょにお風ふ呂ろに入りながら延々と今日のセッションの素晴らしさを語り続ける。湯船の中で両足の間に挟まった実妹に対し、僕は滾たぎる熱情を衝動のままにぶつけまくった。

　あ、あとそういえば練習が盛り上がりすぎて時間がなくなり、中なか野のブロードウェイの探索は後日に……となってしまった。それだけ本来の目的に集中できたということなので別に構わないのだけれど。

「やー、やっぱり潤じゆんたちはすごいなあ。僕の期待をずっと超えるくらい、急スピードで成長していく……か、ら……」

「…………………………」

　ここまで十数分の間、一方的に語り続けてやっと、僕は自分が大きな過あやまちを犯していたことに気付いた。……ま、マズいな。さっきからくるみはひとことも相づちを打ってくれず、それどころか腕組みしたままうつむき加減でぴくりとも動こうとしない。

　もしかして……否いな。確実に、機嫌を損ねてしまっているのでは。

　それはそうだ。くるみたちだって目標に向けて日々頑張っているのに、一方的に潤じゆんたちを褒めたらいい気なんてするはずがない。そんな当たり前の気遣いもできぬほど今日の練習に入れ込んでしまったのは、ある意味では手応えの表れと言えるにしても、ライバルバンドで奮闘する実妹に対する配慮があまりにも足りなすぎた。

「…………」

「あ……」

　未いまだ一言も発さぬまま、湯船の中で立ち上がるくるみ。僕の顔の真ん前にくるみの背中と太ももの間に当たる部位がどアップで露あらわになり、慌てて顔を逸そらす。

「………………」

　洗い場の椅子に座り、鏡と向き合って動きを止めるくるみ。湯気と緊張感が混ざり合い、僕の頰に一筋の汗を垂らす。

「……洗わないの？」

「え？」

「シャンプー、してくれないのって訊きいているの！」

「あっ!?　し、します！　もちろん！」

　ツンと尖とがったくるみの声に慌て、僕も湯船を飛び出し後ろに立つ。よ、よし、挽ばん回かいのチャンスだ。機嫌はすこぶる悪そうだけど、シャンプー職人として役目を全うすることで、くるみに対する情熱も失われてはいないのだと証明できるはず。

「ど、どうかな？　お湯加減とか、これでいい？」

「今まで何度も洗ってきて、まだそんなこと訊きかないとわからないのかしらね？」

「いえ断じてそのようなことは！」

　会話の糸口を摑つかもうとしたがにべもなく跳ね返された。でもめげない。今必要なのは誠意だ。ちゃんとくるみのことを兄として心から大切に思っていると、言葉ではなく行為で示し続ければそのうちわだかまりも解けるはず……！

「…………」

「…………」

　そう信じて、無言で手を動かした。細くきめ細やかなくるみの髪を傷つけぬよう、大きく円を描くように指の腹で頭皮を優しく撫なで続つづける。

「よし、と」

　いつもに輪をかけて丁寧に、トリートメントまでの全工程を完了。これで明日もくるみの髪はバラの王国ローズキングダムのように輝くはずだ。

「…………」

「……くるみ？」

　作業が終わったのに、くるみは押し黙ったまま鏡の前から動こうとしなかった。どうしたのかと表情を覗うかがいたくなるけど、表情を覗うかがおうとすると覗うかがおうとしてはいけないものまで覗うかがうことになりかねないので覗うかがえない。

「……洗わないの？」

「え？」

「たまには、髪だけじゃなくて身体からだも洗ってあげようと思わないのって訊きいてるの！」

　──思わないよ！

　と悲鳴を上げる寸前で僕は言葉を吞のみ込こんだ。いや待て。ここで頭ごなしに拒否したら機嫌を直してもらうチャンスが彼方かなたまで遠のくのでは。でもだからといって『よし洗おう』と頷うなずくのも非常に問題がある。く、どうするのが正解なのだ。実妹とのジャムセッションで、兄としてのアドリブ力が根っこの部分で問われている……！

「……じゃ、じゃあ。洗わせてもらうよ……ええと、足だけ」

　苦し紛れに、僕はそんなことを口走った。ニュアンスとしては、足湯的な『一歩手前』感があるのではと思ったのだ。入浴となるといろいろ踏み込んだ準備が必要だけど、足湯なら駅前の観光スポットでちょっとお試し、という気軽さがある。だから妹の身体からだを洗うとして、足だけならばそこまでの有事にはならないのではないか。

「……早く、洗いなさいよ」

　素っ気なく呟つぶやいてから、くるみは椅子の上でくるりと身を反転させ、僕の胸に右の足裏を押し付ける。

　──完全に行きすぎた有事だった。

「ほ、ほんとにやるの……？」

「お兄ちゃんが自分で言い出したんじゃなかった？」

「…………ハイ」

　しかしここでくるみの足を押し戻しなんてしたらますます溝が深まるのは明らか。もはや退路はない。

　やむなし、覚悟を決めよう。僕は職人として、あくまで職人としてスポンジにボディソープを染しみ込こませた。

「し、失礼します」

「……痛く、しないでよね？」

　くるみの足首をそっと握り、爪先を自分の唇近くまで持ち上げる。まずは指の間を丁寧に拭っていくことに。

　つるんとした柔らかな肌。爪が小さくてきれいに整えられている。どこが、と表現するのは難しかったけど、なんとなく男の足とは根本から組成が違うような気さえした。

「んっ」

　親指と人差し指の間をそっと開き、股を撫なでるとくるみの口から小さく吐息が漏れた。くすぐったいのかな。もっと強く擦こするべきか。でも、乱暴に扱ってはいけない。まずはしばし、この強さで反応を確かめよう。

　人差し指から、中指、薬指へ。小指も洗い、足の裏。土踏まずがはっきりしていて、美の神に愛された造形だな、とかそんな妙なことを思う。きゅっと締まった足首。艶やかな肌触りの脛すね。弧を描くように上へ、上へ。妹の足を甘い香りの泡で包み込んでいく。

「ん……ふ、ふあ……」
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　くるみが身をよじった。力加減は合っているのだろうか。未み曾ぞ有うの経験だからわからない。でも、身体からだが喜んでくれているような気がする。自うぬ惚ぼれではなく、職人としての矜きよう恃じが僕に自信を与えた。

　さらに上へ。

　ふくらはぎ。

　膝裏。

「……………………ここまでにしておこうか」

　視界は真下に固定していたけれど、どうしても見えてくる肌色の部分はスポンジの位置を上に動かす度に増えてしまう。そして、これ以上はあらゆる意味で問題がありそうだった。

「そ、そうね！　仕方ないから許してあげるわ！」

　くるみ本人も納得して右足を引き、替わりに左足を前に。内心ホッとしながら、僕はもう一度足の指先からスポンジを動かした。

「足、長くなった気がする。背が伸びたんじゃない？」

「伸びたわよ、もちろん。成長期だもの」

　左足の指を丁寧に擦こすりながら、ふと感じて尋ねると、くるみはあまり起伏のない口調で静かに頷うなずいた。

「成長、してるんだから。潤じゆんたちだけじゃなくて、私だって。だからお兄ちゃん。……私のことも、ちゃんと見てなきゃダメなんだからね」

「……あ」

　続く言葉には、少しだけ拗すねたようなニュアンス。僕はハッとして、自分の軽薄さを改めて申し訳なく思った。

「そうだよね、ごめん。……もちろん、ちゃんと見てるよ。これからもずっと」

「ずっとよ。約束」

　一瞬手を止め、くるみと誓いの言葉を交わす。そうだ。くるみも、霧きり夢ゆめも相あいヶが江えさんも、違う道を選びつつ対バンに向けて牙を研ぎ澄ましている。期待感を潤じゆんたちだけに向けるのは間違いだった。

「楽しみだね、対バン。どんなライブになるのかわくわくしてる」

「そうね。きっとお兄ちゃんのこと、たっぷり驚かせてあげる」

　ようやく、くるみの口調に楽しげな吐息が混ざるようになった。

　明日からの合同練習ももちろんだけど、本当に週末が待ち遠しい。必ずやこのまま当日まですべて順風満帆に進んで、三バンド共に最高の演奏を披露してくれるはず。

　この時は全く何一つの疑いも持たないまま、僕はそう信じていた。
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　電車に揺られ、今日も中なか野のへ向かう僕たち。合同練習二日目に向け、やる気で満ちた天使三人がピンク色のケースから生えた小さな羽を揺らす。

「はむ。たぶんこっち？」

「え、ウソ？　こんな細いところ入るの？　ゼッタイ迷子になるってば……」

　ブロードウェイに続くアーケードの途中、立ち止まったそらが脇に逸それる路地を指さした。うん、確かに細くて先がどうなってるのかわかりづらい。希のぞ美みの言う通り、中なか野の歴れき二回目だと多少勇気のいる通り道かもしれないな。

「あの、響きようさん。どうしましょう……？」

「みんなに任せるよ。僕はどうしても行きたいわけじゃないし、確かにあまり込みいったところに入るのはちょっと不安だしね」

　何をしているかというと、今日は少し早めに地元を出て、こちらで腹ごしらえしてからスタジオに向かおうかという話になったのだった。そこで調べてみたところ、中なか野のには有名なラーメン屋さんが数多くあるらしいので、試しに店舗の位置を検索してみたのがつい先ほど。

「希のぞ美みは他のお店でいいかなって思うわ。……安全第一」

　うむ。確かに引率係としてもあまりムリはしたくない。だから僕はにっこり笑って意見を尊重することにした。

「わかった。それじゃあこのアーケード沿いのお店に入ろうか」

「はいっ、そうしましょう！」

　希のぞ美みに頷うなずきで答えると、潤じゆんも即答で喜ぶ。後からよくよく考えると楽器を背負って繁はん盛じよう店てんに入るのもスペースが心配だし、勢い任せに行動しなくてよかった。みんなの冷静さに改めて感謝しつつ、再びアーケード内を北上。

「はむ。ここがいい」

　ぴたりと足を止め、そらが指さしたのはドーナツの一大チェーン店。地元にもあるお店だけどいいのかな……と潤じゆんと希のぞ美みの表情も窺うかがってみたところ、その瞳の輝きが全てを物語っていた。

「三人ともドーナツ好きだよね」

「毎日食べるなら桜花さくらのお店のパンの方が好きよ？　でもね、時々どうしてもドーナツを食べないと気が済まない日があるの。乙女には、ね」

「はむ。フレンチクルーラーのまりょく」

「地平線のようなお砂糖味……虫歯が怖いですけど、やめられません……」

　三者三様にドーナツ愛を語るのが面白くて、ショーウインドウ前に並びながら笑顔になる。僕自身嫌いではないというかむしろ好物なので、みんなが食べたいならば喜んでご一緒する所存だ。

「……あら？」

　注文を終え、席を探しに奥へ向かうと希のぞ美みが遠くを見つめながら首をかしげた。同じ方向を見ると、二人がけのテーブルで向かい合ってドリンクを飲んでいる少女たちに、はっきりと見覚えが。

「はむ。こんにちは」

「あっ……。リヤン・ド・ファミユのみなさん」

「こんにちは、源みなもとさんと橋はし元もとさん。偶然ですねっ」

　そらが挨拶し、潤じゆんがにこりと笑いかけたのは今日これから合同練習を行うラインホルトのメンバーさんだ。浅あさ上がみさんの姿は見当たらないから、おそらく二人もスタジオに向かう途中なのだろう。

　ともかくこれは良いいチャンスかもしれない。もっと交流を図るべく、僕たちは隣の四人がけテーブルに誰からともなく自然と腰を落ち着けた。

「二人もここでお昼ごはんかしら？」

「う、ううん。えーと。えーと。ごはんはおうちで食べてきて、練習前にナナちゃんと、えーと。お話を……」

「おうち、近く？」

「は、はい……歩いて通えます。すみません」

　希のぞ美みとそらが順繰りに質問すると、源みなもとさんと橋はし元もとさんはぎこちなくも丁寧に答えてくれた。

「……え、えーと。ごめんなさいっ。自分ら、練習の前に用事があって」

「なので、お先に失礼します、すみません」

　しかし、ほんの五分も経たたないうちに二人は頭を下げながら、トレイを持って立ち上がってしまった。

「あっ、そうなんだね……。うん、それじゃあまた後でねっ！」

　残念さを面持ちに表しつつも、すぐ笑顔を作り直して手を振る潤じゆん。希のぞ美みもそらも、僕もこの後すぐの再会を約束して手を振り続けた。

「…………迷惑だったかしら？」

　二人の姿が完全に消えた後、ペロリと舌を出してから希のぞ美みが呟つぶやいた。

「そんなことはないと思うよ。緊張はさせちゃったかもだけど」

　幾分不安そうだったので本心で僕が答えると、全員納得した様子で小さく頷うなずき、必要以上に気に病もうとはしなかった。うん、よかったよかった。

　その実僕も潤じゆんたち三人も、元をただせばかなりの内向型だったので、会って二日目ではあまりフレンドリーに接することができないというのはむしろ自然だなと感じる。繰り返しになるけど、友好の輪はこれからじっくり広げていけば良いい。まずは今日ここで偶然出会えて、一言でも会話できたことを幸運に思っておこう。

　そう結論づけ、僕たちはドーナツを片手に、今日のジャムセッションに向けた傾向と対策をもう一度熱を込めておさらいした。




　　　　♪




「やっほーいらっしゃい！　さっそくスタジオ入ろうか！」

　程よいところでお店を出て、二日目の練習会に向かう。浅あさ上がみさんはやる気満々に、階段の踊り場のところで僕たちを待ち構えてくれていた。その後ろには源みなもとさんと橋はし元もとさんも居て、はにかみ混じりで笑いかけている。うん、やっぱり避けられたりとかはしていないよな。そんなに心配していたわけではないけど、二人の姿を見て僕たちは互いにどこかホッとしたような顔を向け合った。

「こんにちはっ！　今日も一日よろしくお願いしますっ！」

「お砂糖パワーでがんばります」

　改めてモチベーションを高め、ぺこりとお辞儀する潤じゆんと敬礼するそら。

「お砂糖パワー？　なにそれ？」

「お昼にドーナツ食べてきたの♪　はいこれ、差し入れ」

「わーありがとう！　気が利きく～！　あとでみんな一緒にお茶しようね！」

　希のぞ美みがテイクアウトの長箱を渡すと、浅あさ上がみさんはとても嬉うれしそうにドーナツを両手で受け取って頭上に掲げる。これだけ豪華な設備を連日貸してもらっているのだから、これくらいのお土産みやげなんて安いものだ。

「はむ」

　そらがボディブローのようなガッツポーズをしたのは、お土産みやげを喜んでもらえたからだろう。決して本日二度目のドーナツが決まったからではないだろう。たぶん。

「あ、あの。さっきはすみません」

「わにゃ、そんなっ！　ちょっとでも挨拶できて嬉うれしかったですっ」

「えーと、その、えーと」

　みんなで移動する途中、源みなもとさんと橋はし元もとさんが隣にいた潤じゆんに頭を下げた。もちろん謝られる理由なんてないので、少し恐縮しながら両手を振る潤じゆん。

「おーい早く早く～！　時間目一杯使わないと勿もつ体たいないよ～」

　その様子を見て希のぞ美みとそらも足を止めたのだけれど、浅あさ上がみさんから手招きを受けたのでそれ以上は言葉を交わさず、みんなでもう一度移動し始める。とりあえず少しだけでも言葉を交わせてよかった。話しかけてくれた二人に感謝しながら僕たちは揃そろって昨日と同じ練習室の中へ。

「今日もまずはてぇれてぇれ？」

「ん？　てぇれてぇれ？」

　尋ねた希のぞ美みに怪け訝げんそうな顔を向ける浅あさ上がみさん。

「えへへ、メールで『There There』って打とうとしたとき、キーボードが日本語のままだと『てぇれてぇれ』って出てくるんです。なんだかかわいいから、私たちはそう呼んでて」

「あはは、なるほど。うん、そんじゃ今日も『てぇれてぇれ』から始めよう！」

　楽器のセッティングを終えた浅あさ上がみさんが、潤じゆんたちの話を耳にしてウケてくれる。うん、今のは雑談ポイントが結構高かったような気がするぞ。よしよし。

　いや、雑談ポイントってなんなのか、言いだしっぺの自分がよくわかってないんだけど、どれくらい他愛もない話ができるかが、人との距離を詰めるときに大事な要素であるような気がするのだ。詰め慣れてない僕としては、なんとなく。

　などとヘンなことを考えている間に六人全員がセッティングを完了していた。もちろん今日も何かあれば手を貸そうと思っていたんだけど、初日にもうコツは摑つかんだようで潤じゆんも希のぞ美みもそらも普段リトルウイングでやるのと変わらないくらいのスピードで機材の調整は完了したようだった。本当に常々みんなの成長の早さには驚かされる。

「みのりん、カウントよろしく！」

「う、うん。それじゃ」

　浅あさ上がみさんが状況を確かめ、今日もRadioheadのカバーで練習が始まった。気持ちに余裕が出てきたこともあってか、さらに重厚感の増した重々しいビートで、曲は深い森の奥へと潜っていく。

　こういうダークでカッコいい曲も、いつか作れるようになりたいな。そのためには、なぜこの曲に魅力を感じるのか、細かい要素一つ一つを分析して記憶に刻んでいく作業が重要だ。閃ひらめき型がたの天才にほど遠い僕は、蓄積型としてあらゆる経験値稼ぎをしてひとつずつレベルを上げていくしかない。

　胸の内で高まる情熱を膨らませながら。僕は六人の演奏に耳と熱視線を傾け続けた。

「なるほどねー、かっこいいわ、この曲。希のぞ美みは今まで、あんまりポップじゃない曲ってピンとこなかったのよ。なんでこの曲アルバムに入れたのかしら、とか思っちゃったり」

「はむ。わたしも眠くなっちゃう曲だった。でも今は聴くと元気になる」

「耳の中に、新しいチャンネルができたみたいな感じだよね。……えへへ、ありがとう浅あさ上がみさんっ。この曲をやりたいって言ってくれたおかげで、私たち少しだけオトナになれた気がするよっ」

　一度目の演奏が終わるや、感慨深そうに語り合う希のぞ美みとそらと潤じゆん。たしかに、みんなが今まで触れてこなかったような曲調だ。解釈に迷うところも多かったことだろう。

　そんな中で旗手としてこの曲の捉え方を先導してくれたのは、オリジナルには入ってない浅あさ上がみさんのピアノパートだと思う。潤じゆんのギターと絡からむメロディアスな旋律が、浮遊感の強い楽曲の輪郭をきりりと彩いろどってくれて、どう聴けばいいのか啓けい蒙もうしてくれる。いわばそんな感じだろうか。

「そんなことないよ。ウチじゃなくてみんなの解釈が良いいんだってば。でも、うん。そんな風に言ってもらえるとますますやる気出ちゃうな。ありがとう！」

　頭を搔かきつつ、浅あさ上がみさんはリヤン・ド・ファミユのみんなからの評を聞いて喜びを露あらわにするけど、お世辞抜きで鍵盤ならではのコード使いが与えてくれたインスピレーションは大きい。僕としても、浅あさ上がみさんには既にお礼を伝えたくて仕方ないことが多々あった。

「よーし、そんじゃこの勢いで一回セッションやっちゃおうか！　もっとてぇれてぇれも練習しなきゃいけないけど、ちょっと一度、今のテンションぶつけてみたい！」

　高揚感に任せて浅あさ上がみさんがそんな提案。僕は何も言わずみんなの意向に任せたけど、リヤン・ド・ファミユの三人は誰もが怖おじ気けづいたりはしていなかった。

「はむ。ぞみたんなところです」

「のぞむところって意味よね？　なら、希のぞ美みもおなじよ」

「ぜひやりましょうっ。うんっ、今ならなんとなく、私らしからぬギターが弾けそうな気がします！」

　そらも希のぞ美みも潤じゆんも首肯し、反対意見も聞こえてこなかったので意向通り先取りしてジャムセッションを試してみることに。さて、今日は一体どんなケミストリーが生まれるのか。僕も楽しみで仕方なかった。

「ほほー、よし！　なら潤じゆんちゃん、メインフレーズ弾いてよ♪　潤じゆんちゃんらしからぬフレーズを元ネタにしてセッションしていこう」

「わ、わにゃ!?」

　と、ここで潤じゆんの自信溢あふれる呟つぶやきに浅あさ上がみさんが食いついた。やぶ蛇……と一瞬だけ心配したけど、やっぱり僕は何も言わないことに決める。

　大丈夫。きっと今の潤じゆんなら、できる。

「わ、わかりましたっ！　では今日のセッションは、私のギターから……！」

　期待した通り、潤じゆんは怖おじ気けづいたりせず頷うなずいて六弦に全神経を向けた。そうして数秒間迷ったのち、単音カッティングをところどころに交えた勢いのあるフレーズで絶妙なグルーヴを生み出し始めた。

　おお……これはめちゃめちゃカッコいいぞ。王道ファンクの香りもほんの少しだけ漂わせつつ、ロックのコード進行に混ぜ込んでいて……そうだな、喩たとえるなら布袋ほてい寅とも泰やすさんが小学生女子に転生したかのような空気感だ。なんて、この喩たとえが僕以外の人と共有できるものなのかはかなり疑問なのだけど。

「ふふっ、やるじゃない潤じゆん！」

　ともかく、潤じゆんの鋭いコードワークに希のぞ美みが嬉き々きと食いついた。一音一音の短いスタッカートを多用したフレーズで、リズムにメリハリを加えていく。音の像に芯が一本通り、ますますアグレッシブな雰囲気に。

「はむ」

　そらも当然にノリノリ。ハイハットとスネアを十六分音符メインで刻み、ところどころ足でシンバルの開き具合を変えることによって一音の長さを調整したフレーズは、解体してしまえばシンプルなのだけれどリズムの塊が二小節に跨またがるシーケンスなので、非常に複雑多岐に聴こえて曲のスパイスとなる。

「めっちゃええやんけ！」

　浅あさ上がみさんが突然エセっぽい関西弁になった。いつもは普通のイントネーションで喋しやべっているけど、興奮するとお父さんの影響が滲にじみ出でるのかもしれない。どうあれ三人の演奏を心底気に入ったのは明らかで、浅あさ上がみさんもお祭りに飛び込むように鍵盤の上で指を滑らせる。ばっちり潤じゆんとコード感を合わせた、これまた心躍るリフレインだ。

　四人になってますますグルーヴ感が高まり、僕もまた興奮が抑えきれなくなって自然と身体からだでリズムを刻む。リードパート不在でテーマを反復している段階で、もう既に曲としてかなりの完成度に達しているのに驚く。このままいつでもお客さんを呼び込めるのではと、冗談でもなく感じてしまった。

「……っ」

「え、えーと」

　反面、この完成度故に、源みなもとさんと橋はし元もとさんが音を差し挟む余地があまり残っていない。二人はしばし腕の動きを止め、どこから手を付けたものかと迷うそぶりを見せ始める。

　これは実力云うん々ぬんではなく、ダブルベース＆ダブルドラムという滅多にない編成故に発生してしまった事態だろう。おそらく、先に弾き出したのが源みなもとさんと橋はし元もとさんなら、逆に希のぞ美みとそらも導入にひどく迷ったに違いない。

『…………』

　同じことを感じたのか、希のぞ美みとそらがアイコンタクトを交わして幾分鳴らす音数を減らす。圧が抜けて曲のテンションが僅かに落ち着き、リズムの中に空白が生まれる。

『…………っ！』

　これならいける、という様子で、源みなもとさんと橋はし元もとさんが同時に楽器を鳴らし始めた。足し引きが起こって、また再び曲調が激しくなった。

　そのまま六人セッションとして曲のテーマは安定。頃合いを見て始まったソロ合戦も、変わらずに素晴らしいアイデアのオンパレードで最後まで盛り上がり続けた。

「うん、良かったんじゃないの!?」

「はむ。とっても楽しかった」

　ひと段落をつけて、額に汗を滲にじませた希のぞ美みがきらきら瞳を輝かせると、そらもスティックを握ったまま親指を上に持ち上げ達成感を誇る。

「響きようさん響きようさんっ、どうでしたかっ！」

　さらに潤じゆんが僕のすぐ傍そばまで駆け寄って上目遣いで感想を求めてくれた。潤じゆんにしては珍しいくらい手応えを表に出していたので、もちろん率直な言葉を届けることにする。

「最高だったよ！　みんなすごく良かったけど、潤じゆんの最初のフレーズがあったからこそこんな素晴らしいセッションになったんだと思う。ほんと、少し後悔してるよ。これ、ちゃんと録音する準備しておけば良かったなって」

「え、えへへ……。うれしいな……」

　絶賛を届け、併せて頭を撫なでると潤じゆんは目を細めて喜んでくれた。ちょっと積極的にスキンシップを取りに行きすぎかとも思ったけど、こんなに潤じゆんがはっきり自信を見せてくれることもそうそうないと思うので、ここは普段以上の称賛を形で表すことに。結果としてすごく喜んでもらえた様子なのでほっとする。

「やー、ほんとすごく気持ちいいセッションだったー！」

　浅あさ上がみさんもまだ興奮冷めやらぬ様子で、パチパチと何度も拍手してくれる。認められたことを喜び、潤じゆんも希のぞ美みもそらもますます笑顔になって互いに見つめ合った。

「ただなんかゴメンね。ウチのリズム隊入り損ねてたから遠慮させちゃったでしょ。正直、四人でやってたところの方が完成度高かったよね、テーマとしては」

　しかし続けて浅あさ上がみさんが軽い口調で放った言葉を聞いたとき、潤じゆんたち三人は面持ちを変えぬままびくり、と固まる。

「……………………え、えーと」

「……………………すみません」

　源みなもとさんと橋はし元もとさんも、浅あさ上がみさんの評に対し反論することなく、うつむき加減になって喉を詰まらせている。

　なんか、一瞬にしてスタジオ内の空気がどんよりと重くなったような……。

「そ、そんなことないと思うわよ！　一人じゃできないベースライン、後からどんどんできてきたし！」

「はむ。わたしもいっしょにやれてよかった。勉強になりました」

　慌て加減に、希のぞ美みとそらが早口でまくしたてる。普段からお姉さんっぽい希のぞ美みだけでなく、そらも積極的にフォローを口にするというのはちょっと珍しい。それだけ、きちんと意思表示しなければという使命感のようなものを感じたのかもしれない。

「そ、そう、かな……えーと」

「なんか、すみません」

　聞いて、源みなもとさんと橋はし元もとさんはいくらか顔を持ち上げてはくれたものの、まだ少し気にしているようなそぶりに見えた。

「まあ次に挽ばん回かいすればいいよね！　そんじゃもっかいセッションしようよ！」

　浅あさ上がみさんはただ一人、どこ吹く風のマイペースといった感じだ。このまま流してしまって良いいものだろうかと僕としては少し迷うところだったけど、さりとてじゃあどんな言葉を、と思うとなかなか見当たらない。意見としては希のぞ美みとそらに完全同意で、他に付け足すべき要素はぱっと思い浮かばなかったし、まだ出会って間もないからあまりわかった風なことを伝えるのも失礼な気がする。

「じゃあじゃあ、今度はウチがモチーフ弾くからついてきて！」

　結局、練習はそのまま再開されてしまった。みんな集中力を戻して以後もハイレベルな音を奏かなで、この日の練習も間違いなく大成功と言える成果になった。

「ね、ねえ源みなもとさん。どのドーナツが好き？　希のぞ美みはね、フレンチクルーラー」

「わ、私は……だいたいどれでも同じくらいかな……すみません」

「はむ。わたしもフレンチクルーラー」

「そ、そうなんだね。えーと」

　でも休憩のお茶会の時も含め、なんとなく会話のやり取りに、初日よりもむしろぎこちなさが増していたような印象もあったのが、少しだけ気がかりだった。




　　　　♪




　そして迎えた合同練習三日目に、事件は起こってしまった。

「実はさ、昨日のセッションやってて思っちゃったんだー！　みんなとコラボ曲ひとつ作ってみたいなって！」

　スタジオにお邪魔すると、浅あさ上がみさんが開口一番にそう言って瞳を輝かせた。

「わにゃ、コラボ曲……ですかっ？」

「うん！　昨日かなり良いいフレーズいっぱい出てきたよね。あれさー、そのままだとゼッタイ勿もつ体たいないと思うの。だからいくつか組み合わせて、曲にしちゃって形に残すのはどうかなって。そんで、週末のライブではみんないっしょに演奏して、その後はお互いの持ち曲にする感じでどう？」

　浅あさ上がみさんのプランを聞いて、僕を含めた四人は輪を作って見つめ合う。今日を入れて対バンの日まであと三日。もしレコーディングもするとなると決して楽な作業ではないだろう。輪をかけてハードな日程になるのは明らかだった。

　それでもなお、みんなの意思はひとつだと一瞬で伝わってきた。

「希のぞ美みは……希のぞ美みたちは、喜んでやりたいわ」

「はむ。がんばります」

　希のぞ美みとそらが頼もしく宣言し、潤じゆんも迷いのない表情で頷うなずくと浅あさ上がみさんは喜びを全身で表現するようにバンザイした。

「だよねだよね！　そーこなくっちゃ！　それじゃ早速、曲に仕上げる前提でセッションしよう！　自由なジャムじゃなくて、かっつり作り込んでいくモードで！」

　とんとん拍子で話は進み、僕たちは多少慌ただしくなりながら楽器を取り出しセッティングをする。曲を作るとなるとまずは構成を固めなければいけないから、入り口は昨日のジャムセッションとやることはそんなに変わらない。ただし『使える』フレーズを抜粋するためにずっと通しで演奏するのではなく、小分けに止めてお互いの意見交換をする時間が増えるかもしれないけど。

「うん、準備はできたよっ。……サリーちゃん、どこから作っていくのかな？」

　ギターを構え、潤じゆんが幾分前のめりになって尋ねる。昨日のセッションを基もとに作曲するとなると、まずは最初に『モチーフ』となるような数小節を切り出して、そこから再発展させていくのが良さそうだけど、さて。

「えとね、ウチが一番気に入ったのはこのフレーズなんだけど」

「あっ、その部分、私も上手うまく弾けたかなって思ってたんだ……えへへ」

　さらりとピアノでフレーズを奏かなでる浅あさ上がみさん。そこに、潤じゆんも喜びを露あらわに音を重ねた。うん、確かにこのメロディはすごく耳に残るから、イントロ……もしくは主旋律を歌のパートにしてサビとして仕上げても面白いかも。

「盛り上がりそうなところだから、バスドラとしっかりリズムシンクロさせたいわね。そら、どういう風に叩たたく？」

「はむ。こう？」

　まずはじっくりメロディ楽器を聴いてから、そらとも打ち合わせして希のぞ美みがベースラインを構成し直す。うんうん、これはすごく良いい感じではないだろうか。それぞれの楽器がかなり色鮮やかな旋律を奏かなでていて、キャッチーさが究極レベルに高まっている。

　しばし、四人でリフレインが続けられる。どのパートも非常に耳残りがよくて、一度聴いたら忘れられない感じだ。これ、完成したらライブでの定番曲に仕上がりそうだな、という予感を抱かずにはいられなかった。

　ただ、現時点では問題がひとつ。

『………………』

　それは、源みなもとさんと橋はし元もとさんが今日もセッションへ加わるタイミングを見失っている様子であることだった。

「はむ。みのりたんは、どんなのがいい？」

　やはり気になったのであろう、曲を止めたタイミングで真っ先にそらが尋ねた。

「え、えーと。えーと」

　ハッとして、キョロキョロと辺りを見回す橋はし元もとさん。

「一度、二人でリズム作り直してみるのはどうかしら？　その方がアイデア出やすいと思うし、聴かせてみて？」

　さらに希のぞ美みが源みなもとさんに対しても配慮する。事実、そらと希のぞ美みががっちり組んでいるところに参加してもらうよりは一度リズムパートを全部明け渡した方が二人もやりやすいだろう。そのうえで方針の違いとかを確認して、形を整えていけば互いに気に入るものが生み出しやすいはずだ。

「わ、わかった。やってみるね……」

　源みなもとさんが頷うなずき、橋はし元もとさんも無言でスティックを構えた。カウントを出し、しばし希のぞ美みとそらが休憩当番になって四人でのセッションが繰り返される。

　……なるほど。ラインホルトのリズム隊はそういう解釈になるのか。先ほどより曲調が落ち着いて、地に足がついている感じがする。

　やはり弾き手ひとつで変わるものだと感心しながら、僕はセッションに聴き入った。

「ん～、ちょっとタイム！」

　リピートが三周目に入ったところで、浅あさ上がみさんが手を振って演奏を止やめさせる。その表情にははっきりと不満の色が見て取れた。

　なんとなく、でもすごく嫌な予感がする。

「なんか、華がない。ナナちゃんもみのりんも、守りに入りすぎじゃないかな。そのフレーズだったら二人じゃなくたって、誰でも弾けるよね」

　かなり辛辣なダメ出し。ただ、言いたいことの趣旨は理解できた。確かに希のぞ美みとそらが生み出したものに比べると、源みなもとさんと橋はし元もとさんが選んだフレーズは動きも音数も少ない。譜面としての難易度は、おそらくかなり簡単になっている。

「………………っ」

　源みなもとさんは唇を嚙かみ、何も言わずに俯うつむいている。その思惑は、僕には計り知れない。ただ、まっすぐ浅あさ上がみさんの指摘を受け止めている風には、正直見えなかった。

「も、もう一度同じメンバーでセッションしてみない？　きっと違う発見とか、あるかも知れないし！」

　空気に耐えきれず僕は口出ししてしまった。選択肢として正解だったかは確かめようもないが、潤じゆんも希のぞ美みもそらもそれがいいとしきりに頷うなずいてくれていた。みんなもこのムードを脱するために何をすべきか決めきれずにいたのだろう。

「うーん、このまま繰り返してもどーせまた同じ気がする。実は合同練習やる前からちょっと、気になってたんだよね。ウチのバンド、このままでいいのかなって。リズム隊、あんまり進歩がないっていうか。これじゃ、今年もフェスで優勝なんてゼッタイ無理だよ」

　口調からして、浅あさ上がみさんは決して怒っているわけではない。ただあくまで人並み外れた上昇志向から、バンド全体のレベルをもっともっと高めたいと願って、純粋な気持ちで指摘しているのだろう。なあなあにならず思ったことをはっきり伝え合うというのが、壁を破るのに必要不可欠な要素なのは間違いない。

　ただ問題は、人の心は鋼のように硬いわけじゃないということ。

　強すぎる衝撃を受ければ、時に傷つき、壊れてしまう。

「ね、もう一回リヤンさん全員とウチでやろう？　それを聴いてもらって、二人にも新しいアイデアを考えて──」

「……じゃあ！　いいよ、もう。そんなこと言うなら、もう、いい」

　浅あさ上がみさんの提案を遮り、橋はし元もとさんはドラムセットから立ち上がって離れた。

「えっ、みのりん……？」

「自分たちの音楽は、今ので全部だから。……だから、サリーが気に入ってくれないなら、他の人と組めばいいよ。自分たちは、もういい。……バンド、抜ける」

　衝突の可能性はひしひしと感じていたけど、まさかそこまで行き着いた宣言になるとは思ってなくて、僕も潤じゆんたち三人もはっきりと狼ろう狽ばいを露あらわにしてしまった。

「わ、わにゃ！　そんな、そんな簡単に決めちゃったら、きっと後悔が……！」

「簡単に、じゃないよ。……すみません」

　説得しようとした潤じゆんに、落ち着いた声で源みなもとさんがかぶりを振る。騒動の最さ中なか、気付けばいつの間にか自分の機材をすっかり片づけ、肩にギグバッグを担かついでいる。

「合同練習に入る前から、何度もみのりんと相談してた。もしかしたら、このままだとサリーに付いていけなくなるかもって。……本当にすみません。せっかく来てもらったのに、イヤな場に巻き込んで」

　迷いなく頷うなずき合あい、源みなもとさんと橋はし元もとさんはスタジオの外へ一直線に飛び出していった。どうする……!?　混乱に包まれた僕を、ハッと我に返らせてくれたのは、希のぞ美みがベースアンプの電源を切り、そらがスティックをスネアに立て掛ける音だった。

「いくわよそら、橋はし元もとさんのことよろしく」

「はむ。ぞみたんもよろしく」

　独断で、二人は同じリズム隊の後を追った。そ、そうだ。やっぱりこのままじゃダメだ。僕も説得に加わらなくては。

「響きようさん、待って下さいっ！」

「え、潤じゆん？」

　そう思って動き出そうとした矢先、両手を広げた潤じゆんが僕を制止した。予想外の行動に、しばし言葉を失ってしまう。

「源みなもとさんも、橋はし元もとさんも、たぶん私たちと同じく、少しだけ人見知りなのかなって。それなら、あんまり大勢で囲んだりしない方が良いいと思うんです。怖くて、ますます心がカチコチになっちゃうから……。だから、ぞみとくーちゃんに任せましょうっ。同じパートの二人になら、すぐは無理でも、少しずつ心を開いてくれる気がするので」
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　すごいな、と改めて潤じゆんたちのことを尊敬した。そんな風に相手の気持ちになって考えられることもだし、加えて何より、相談することなく三人で同じ意見を共有し、信じ合って行動できることに、僕はまた一つ、みんなの絆きずなに心揺さぶられた。

「……わかった。そうしよう」

　もはや迷う余地なく頷うなずいて、僕は潤じゆんを、そして希のぞ美みとそらを信じることにした。きっと、二人が壊れかけた時間をつなぎ止めてくれるはず。

「…………なんでや。いっしょに頑張って、今年こそ結果残そうって、約束したやん。本気で音楽やろうって、約束したやん」

　それに、傷ついているメンバーは、二人だけではなかったから。呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめている浅あさ上がみさんのことも、断じて放っておくわけにはいかなそうだ。




　　　　♪




　三人で居るには広すぎるスタジオで、潤じゆんといっしょに浅あさ上がみさんに声をかけてみたけれど、『少し一人になりたい』と取り合ってもらえず。そのまま浅あさ上がみさんも部屋を出て行ってしまい、ついには僕と潤じゆんの二人きりになった。

「わにゃ、響きようさん。これからどうしましょう……？」

　ぐるりと辺りを見回し、潤じゆんが困り果てて問う。今すぐ浅あさ上がみさんを追いかけても、おそらくあまり言葉は届かないだろう。ある程度ショックが冷めるまで待った方が良さそうだ。

「とりあえず、スタジオ片づけようか」

「あ……そうですね」

　だからまずはできることから着実に。今日はもう練習再開という流れにはならないと思うし、この後スタジオの予約が入ってるかもしれないのでいつでも退室できるようにしておいた方が良いいだろう。

　よし、と頷うなずき合あって潤じゆんと行動開始。まずはそらのスティックをケースに戻し、リュックの脇に差し込んでおく。……あれ。携帯、ここに入ってる。となると連絡できないな。無事戻ってきてくれるだろうとは思いつつ、ちょっと心配だ。

「あの、響きようさん。響きようさんはどう思いましたか？　今日のセッション」

　希のぞ美みのベースを丁寧にクロスで拭っていた潤じゆんが、おもむろに尋ねた。ふむ、と考え込んでから、まずは最もシンプルに答えられる感想を伝えることに。

「とっても良かったよ、潤じゆんのギターフレーズ。あれは絶対に採用した方が良いいと思う」

「あ、ありがとうございますっ！　えへへ。……あ、あと。曲としてはどうでしたか？」

　賛辞を喜んでくれてはいたけど、どうも潤じゆんが欲しがっていた答えは別の部分にあるようだ。うん、実はそんな気がしていた。でもあえて潤じゆん個人のプレーに特化して答えてしまったのは、まだ僕の中でもはっきりと答えが出せていない要素があったからだった。それは、こうしてセッションが中断する結果になってもならなくても、同じだったように思う。

「仕上げれば良いい曲になるのは間違いない。……けど、まだ先が見えない部分も正直あったかな。難しいよね、音楽って」

　微苦笑と共に伝えると、潤じゆんは共感を微笑ほほえみに乗せて声のトーンを一段上げた。

「私もですっ。はい、難しいですね。とっても奥が深くて、とっても楽しい。……やっぱり私、音楽が大好きですっ」

　うん。ちゃんと確かめずとも、潤じゆんと僕の迷いは同じところにあるとわかる。

　本当に、音楽というのは不思議な世界だ。『音』という科学現象そのものと、計算だけではたどり着けない『感情』の領域が、いつでも相反することなく同居している。わかろうとすればするほど、わからなくなる。だから、興味は尽きない。知れば知るほど、もっと知りたいとのめり込んでいく。

　今日のセッションが行き着く先には、どんな世界が待ち受けているのだろう。知りたい。そのためにも、このまま空中分解なんて結果には絶対に終わらせたくない。

「あれ、みんなどしたん？　おらへんやん」

　おおかたの機材を片づけ終えたところで、防音扉が開いてエセっぽい関西弁が聞こえた。エリオットくんが様子を窺うかがいに来て下さったようだ。

「あの、実は……」

　潤じゆんと頷うなずき合あい、隠さずに全部話してしまうことに。浅あさ上がみさんに怒られる可能性はあるけど、エリオットくんはいわばラインホルトのプロデューサーみたいな立ち位置の人だと思う。だからきちんと事実関係を伝えて、アドバイスを賜った方が良いい。

「あー。ついにかぁ。堪かん忍にんなー、せっかく来てもろたのに」

　顚てん末まつを話し終えると、エリオットくんは右手で目元を覆いながら長いため息をついた。残念がってはいるけど、あまり意外には感じていない気配だった。

「いえ、そんな。ついに、ということは、やはり前からよくない雰囲気だったのでしょうか」

　源みなもとさんと橋はし元もとさんは、既に何度か今後の相談をしていたと言っていたし、歯車が狂い始めたのは最近のことではないのかもしれない。

「んー、はっきり仲悪くなったなんてことはないんやけど。去年からちょっとサリーちゃんの眼めの色が変わってたからなぁ。フェスの本選で悔しい思いしてから」

　それって、僕たちも去年の最大目標にした、あのミュージックフェスのことだよな。厳密に言うと、浅あさ上がみさんたちが出演したのは僕たちが応募した回のさらに前年になる（ということは、当時は全員四年生か……。改めて舌を巻く）けれど、イベント自体は同じものだ。

「わにゃ、でも。ラインホルトのみなさんはステージに上がれたんですよね？　私たちは、一次審査でもうダメでした……」

　潤じゆんも僕と同じ違和感を抱いたようで、思い出してしょんぼりしつつ問いかけた。入賞できなかったにしても、あのステージに立てただけで相当に誇れる実績なのではとどうしても思ってしまう。

「紙ペラでダメって言われる方がまだ楽かもしれんで。サリーちゃんたち、動画のダイジェストに演奏入ってなかったやろ？　あれってつまり、ぜんぜん盛り上がらなかったからカットされたっちゅーことやねん。きっついでー、あのでっかいステージでお客さん少しも付いてこないの。実際、あそこで心折れてバンド辞めてまう子、毎年結構多いねん」

『あ……』

　声をシンクロさせて、僕と潤じゆんはドキリと背筋を硬くした。……そうか。もし、あれほど巨大な野外ステージでの数十分間、まったく盛り上がらないオーディエンスを前に演奏を続けなければいけないとしたら。それは間違いなく生き地獄だ。書類審査で落とされるショック自体は一瞬で終わる。それに比べたら、本当に心が軋きしむのはどちらか、想像はたやすい。

　他人ひと事ごとではなかった。もう一度僕たちがあのステージに挑戦するなら、味わうことになるかもしれない辛酸だ。去年よりも確実に成長を感じているからこそ、より現実的にありえる『バッドエンド』だとも言えるわけで。

「さすがのサリーちゃんも、あの後しばらく寝込んだからなあ。それでも諦めなかったのは我が娘ながらたいしたもんやで。もっと力付けなきゃダメだって、去年はフェスにも応募せんと、ずっとライブ、ライブの武者修業や。曲作りもめっちゃガチで勉強してな～。ほんと頑張ってた。……ただな。ナナちゃんとみのりんは、どういう想おもいなんやろって、時々ぼくも気にはなってたんよ。もともとはフツーの学校の友達で、サリーちゃんに誘われるまま楽器始めただけやから。今のサリーちゃんくらいバンドにモチベーションあるのか、ちょっとぼくにもわからんねん。組んだころはほんと楽しそうやったけど、最近はなんとなく笑顔が減った気もしててんなー。悪く言う意味じゃなくて、もし気持ちにズレがあるとしたら。……潮時なのかもしれんな。別の道を選ぶことを、否定したらアカンと思う」

　別の道。つまり、あの三人で行うラインホルトの活動に、終止符を打つということか……。

　正論なのだろう。強制して続けても、きっと誰も幸せにならない。浅あさ上がみさんがあれほど音楽に対し熱意を向けているのならば、なおさらだ。

　でも。上手うまく言葉にできないけど、僕としてはまだどうしても収まりがつかない。この感情は、ただのお節介なのだろうか。




　　　　♪




「ただいま～」

「はむ。おまたせしました」

「あっ、ぞみ！　くーちゃんもおかえりなさいっ！」

　悩みを抱えたまま、しばし潤じゆんと二人でスタジオ前のベンチで時間を潰していると、希のぞ美みとそらが同時に戻ってきた。ひとまず、土地勘のない場所ではぐれてしまわなくて本当に良かったと安あん堵どする。

　……源みなもとさんと橋はし元もとさんは、どうやらいっしょではないようだ。

「二人とも、追いかけてくれてありがとう。……どうだった？」

「ダメね。いろいろお話はできたけど、今日戻ってきてもらうのはムリそう。強引すぎると逆効果だろうし、ひとまず連絡先訊きいてお別れしてきたわ」

「はむ。コンビニでいっしょに『うますぎ棒ぼう』食べた。潤じゆんたんと響きようにーにもおみやげです」

「わにゃ、ありがとう」

　ため息をつく希のぞ美みに頷うなずきつつ、そらが差し出してくれた駄菓子を受け取る。不意打ちで遠慮し損ねてしまったけど、お金のこととかは後でまた話そう。

　交流は深められたみたいだけど、やはり二人の気持ちは一過性ではなさそうだ。先ほどのエリオットくんとの話と相まって、はたしてどうするのが正解なのか僕はすっかりわからなくなってしまう。

「希のぞ美みとそらは、どう思った？　……無理に戻ってきてもらおうなんて、考えない方が良いいのかな」

「え、そんなわけないでしょ？」

「はむ。もとに戻さないと、絶対にだめ」

　途方に暮れて口から漏れた問いに対する答えが、予想を遙はるかに超えて断定的だった。思いやり深い二人がここまではっきり言うのは、よほどの自信の表れに思える。

　つまり、源みなもとさんも橋はし元もとさんも、本当はバンドを離脱したいなんて思ってないのだと、二人とも確信している？

　でも、説得には失敗したみたいだし……。申し訳なくも、僕は真意を摑つかみきれなかった。

「ぞみもくーちゃんも、どうしてそう思うの？　もし、あんまりバンドやりたくないんだとしたら……」

「ありえないでしょ。少なくとも菜な奈な子この方は、もういいなんて絶対ウソ」

「みのりたんは、ほんとうはぜったいドラムやりたい」

「二人には、わかるの……？」

　潤じゆんに続いて僕も質問を重ねると、希のぞ美みとそらは一度きょとんと視線を交わす。それから、どこか優越感のようなものを携えた、自信溢あふれる微笑ほほえみで僕と潤じゆんを見つめた。

「そんなの、もちろんわかるわよ。だって希のぞ美み、ベーシストだもの」

「はむ。わたしは、ドラマーなので」

　──雷に打たれたような気持ちで、今度は僕と潤じゆんがハッと顔を見合わせる。

　そう、か。ベーシストとしての希のぞ美みと、ドラマーとしてのそらは、二人の演奏から既に全てを理解してるんだ。源みなもとさんと橋はし元もとさんがどれほどの熱意で楽器と、バンド活動と向き合っているのかを。だからさっきも、迷うことなく二人の後を追いかけた。

「……本当にありがとう。二人のおかげで、間違わずに済みそうだ」

　頼もしき大切なバンドメンバーたちに、僕と潤じゆんは敬意を込めてゆっくりと頷うなずいた。

　もう、疑う必要なんてない。これ以上ないお墨付きがもらえたのだから、やるべきことは決まった。

　図らずも解ほどけてしまったラインホルトという輪を、なにがなんでも繫つなぎ直なおそう。

「ふふん、響きようにもわからないことが希のぞ美みにはわかるっていうのは、なかなか気持ちが良いいわね。……でも、あんまり安心もできないわよ。もうあんまり時間がないもの」

「対バンまでに仲直りしないと、楽しいライブできない」

　忠告してもらい、確かにその通りだと気を引き締めなおす。残された数日で浅あさ上がみさんとリズム隊の二人に和解してもらうのに、できることはそれほど多くない。一体どうすれば、元通り収まるだろうか。ライブに拘こだわらなければ時間が解決してくれるかもしれないけど、やはりどうしてもそこは拘こだわりたい。この気持ちはエゴだろう。だとしても、僕たちだってライブを諦める気になんてなれない。それがリヤン・ド・ファミユとしての、今一番大きな火の灯ともった情熱なのだから。

「響きようさん、何か良いい方法はないでしょうか。いつも頼ってばかりでごめんなさい。でも、響きようさんならきっとまた、音楽の力で私たちを助けてくれるはずって、そう思わずにはいられないんです」

　切実な潤じゆんの視線は、僕にたくさんの元気をくれた。こんな風に頼ってもらえることがひたすら光栄だ。その期待に、応えたい。僕が今持っている音楽の力は、潤じゆんが感じてくれているほど大きなものではないかもしれない。それでも、全身全霊をぶつけてこの難題を解決したい。

「音楽の力、か……」

　ふともう一度、潤じゆんの言葉を反はん芻すうする。何気なく使ったのかもしれないけど、どこかその響きに、もっと巨大な可能性が潜んでいる気がしてならない。僕の音楽の力には、まだ自分でも気付いてない領域があって、それが解決の糸口になるのだろうか？

　……いや、違うぞ。そうじゃない。そうか。『僕』の力である必要はないんだ。もっと純粋な、『音楽』が持つ引力のそのもの。それを形にできれば、音楽の許もとに集まった僕たちは、言葉を超えて心と心で繫つながり合あうことができるかもしれない。

「……とりあえず、浅あさ上がみさんと話をしにいこう。その答え次第で、どうするか決める」

　うつむき加減に呟つぶやくと、みんなが期待感を露あらわにしてくれた。

「何か考えついたのね！　なら、希のぞ美みたちは響きように任せるわ！」

「はむ。さすがは響きようにー。いつもありがとう」

　まだ上手うまくいくと決まったわけじゃないから、プレッシャーも感じる。けど、みんなの信頼を裏切らぬよう、できる限り足あ搔がいてみないと。
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　エリオットくんに頼んで浅あさ上がみさんを呼び戻してもらい、今後どうするかについて話し合う。まだ少し浅あさ上がみさんの面持ちは沈み加減だったけど、気持ちはだいぶ落ち着いてきているように見えた。

「ほんとごめん。申し訳ない。大事なときに内輪モメなんて情けない」

　項うな垂だれる浅あさ上がみさんにかぶりを振って気にしてないことを伝えつつ、僕は単刀直入に今の心境を尋ねてみることに。

「ううん、僕たちのことは気にしないで。それより、二人には連絡した？　今からでも、まだ戻ってきてもらえるなら、僕たちはぜひ練習続けたいんだけど……」

　面持ちを窺うかがいつつ、代表してリヤン・ド・ファミユの意向を伝えると、今度は浅あさ上がみさんがゆっくり首を横に振る番だった。

「……ちょっと、いろいろ考えなきゃダメなのかも。ウチは怒ってるわけじゃなくて、二人の気持ちが離れてるなら、無理につなぎ止めない方が良いいのかなって。本気で音楽やるなら、こういうこと、よくあるっていうし。音楽性の違いっていうやつかな、あはは」

　冗談めかしてはいたけど、本心で語っているのは感じ取れた。どうやら、浅あさ上がみさんの方から頭を下げて、という展開は現実的じゃなさそうだ。

　となるとやはり、前もって潤じゆんたちに話しておいたプランを実行に移すしかないか。念のため、三人の顔を順繰りに見る。みんな、迷いはなさそうだ。覚悟を決めてくれている。

「そっか……。浅あさ上がみさんのバンドのことだから、そこは僕たちからは何も言わないよ。ただ、せっかくこうして集まれたチャンスなんだし、今日のセッションはちゃんと形にしたいと思うんだ」

「形に？」

　浅あさ上がみさんは大きく目を見開いて僕を見つめた。その表情が期待感でほのかに明るくなる。

「私たち四人で曲を仕上げて、デモのレコーディングをしてみないかなっ？」

「録音は響きようが手伝ってくれるわ。せっかくだもの、このままお流れにするより良いいでしょ？」

「はむ。きっといい勉強になる」

　潤じゆんと希のぞ美みとそらが、揃そろって説得に加わってくれた。その度に、浅あさ上がみさんは面持ちに笑みを強めていく。

「やるやる！　ぜひやろうよ！　……ありがとう。そう言ってくれて本当に嬉うれしい。ウチもこのままダメになったらさすがにヘコみすぎてキツかったし」

　即答で承諾してくれる浅あさ上がみさん。きっと頷うなずいてくれるとは思っていたけど、こちらの希望通りに進んでまずは何より。

　ただし、これはかなりリスクのある賭けになる。潤じゆんたちとのセッションを重ねることで、ますます浅あさ上がみさんの気持ちがラインホルトというバンドから離れてしまうケースは当然に考えなければいけない。

　でも、僕はそうならない可能性も多分にあると踏んだ。六人で行ったセッションの時抱いた、今はまだ言葉にしきれない疑問。その答えに対する仮説が正しければ、どんでん返しも起こりうるはず。

　あとは、音楽の力そのものに全ての成り行きを委ねよう。
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　レコーディング作業はびっくりするほど順調に進んだ。

　土台となるリズム決め、主旋律になるメロディ選び、曲構成の決定、ピアノとギターのパート配分。これだけで下手をすると一週間はかかりそうな作業が、ものの二～三時間程度で完了し、勢いを携えたままエリオットくんにお願いして四人は録音ブースに突入。ベースとドラムを同時に録とり、ギターを重ね、ピアノもあっさりレコーディング完了。さすがに歌詞までは間に合わなかったけど『ラララ』歌いの仮歌収録まで、なんと半日もかからぬうちに達成してしまった（ちなみに相談の結果、メインボーカルは浅あさ上がみさんが担当することに）。

　これにはみんなの成長をよく知っている僕ですら舌を巻くばかりだった。みんなそれぞれ積極的にアイデアを出し合い、おおよそ全てを『面白い』と取り込んでいくコラボならではの勢いで、迷うポイントがほとんどなかったのが理由としては大きそうだけど、それにしてもすごい集中力とモチベーションの高さだ。

　とても順調に進んだのはなにより。ただ、これはこれで逆に不安になってしまうところもあるといえばある。

「ヤバいよー。めっちゃすごいのできそう。……ねえ、これからもずっと、中なか野のに通って音楽やる気ないかな？」

　仮歌を録とり終おえ最後の音確認をした浅あさ上がみさんが、目をキラキラさせながら潤じゆんたちに遠回しな打診をした。

　つまり、ずっと四人で活動しないかというお誘いだろう。実現してしまうと、その時点で計画は方向転換を余儀なくされる。

「そう言ってくれるのは嬉うれしいわ。……でもごめんね、希のぞ美みたちは、希のぞ美みたち三人のバンドだから」

「それに、私たちにもリトルウイングが。大切なホームがあるので、活動の場所は変えられないんです」

　まあ、リヤン・ド・ファミユとしてこの提案は受けられないだろうとわかっていたけど。ただ希のぞ美みも潤じゆんも、迷いはなくとも誘われて非常に光栄に感じているのは確実だった。

「はむ。またときどきなら、いっしょにやろう？」

「あはは、だよね。……うん、そうだね。ぜひこれからもコラボしよう。やっぱりみんなと会えて良かった」

　柔らかく微笑ほほえむ浅あさ上がみさん。ますます潤じゆんたちのことを気に入ってくれたようで、それはもちろん嬉うれしいことなんだけど。

「よし、それじゃあ明日までにミックス作業して、音源としてある程度作り込んでおくね」

「うん、ありがとうねひびきＰさん！　めっちゃ楽しみにしてる！　ウチも歌詞考えておくから、目指せライブでデモプレゼントだね！」

　制作したデータをメモリーカードにコピーして、絶対になくさないよう早めに鞄かばんのポケットへ収めておく。ライブは明後日あさつてで非常に差し迫っているけど、今日のうちに伴奏のバランスをしっかり取っておけば、あとは明日ボーカルを本ほん録どりしてそれなりにちゃんとしたスタジオ音源に作り込めるはず。

　この、一見するとむしろ浅あさ上がみさんの気持ちをラインホルトから離れさせてしまいそうな作業がもたらす結果は、どちらに転ぶか。既に賽さいは自らの手で振ってしまった。あとは信念を曲げず最後までやり通すしかない。
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「うーん。スネア、ちょっと強すぎるかな……？」

　潤じゆんたちと別れ家に帰った後は、ひたすら音のバランスを取るミックス作業。タイムリミットは刻一刻と迫っているけど、自分で納得のいく音源を作っておかなければ、おそらく期待している結末にたどり着けない。まずは『リヤン・ド・ファミユ浅あさ上がみさんのコラボ』としてこの曲のクオリティを限界まで高めておかなければ、きっと『音楽の力』が足りない。僕のミックスで魅力を台無しにしてしまったら、そこで全てが水の泡だ。

　だから全神経を研ぎ澄まして、開放型ヘッドフォンの音に集中する。もはや夜も遅くなってきたのでスピーカーを使えないのは痛いけれど、そこは自分の経験を信じるしかない。大丈夫、僕だって今まで、真剣に音楽と向き合ってきた。ヘッドフォンの出音から、スピーカーで鳴らしたときのサウンドはある程度想像できる。

「………………こんなところ、かな」

　ようやく一息ついて、ヘッドフォンを外す。時刻は日付をまたぐ寸前だった。

　これにて、僕ができる準備は全て完了した。

　あとはもうひとつ、明日までにクリアしなければならない条件が一つだけ残っている。

　けれども、それは僕の手が届かない領域だった。あとはもう、信じて待つしかない。

「大丈夫だ、きっと」

　自分に言いきかせつつ、そういえば長らく触れていなかったスマホをテーブルの上から探り当てる。もし、連絡を無視していたら大変だと幾分焦あせりつつホームボタンを押す。

　何の通知もなかった。ホッとしたような、改めて不安がせり上がってきたような、複雑な気分になる。

「大丈夫」

　もう一度呟つぶやいて、僕はスマホを充電スタンドに戻した。任せたのは、自分以上に信用できる子たち。だから、あとは果報を寝て待とう。
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　わかったわ。もうこれ以上誘わない。夜にうるさくしてごめんね。

　でも、最後に一つだけ。ベーシストとしてどうしても知りたいの。

　あなたたちは、どっちが良いいと思った？　希のぞ美みとそらの演奏と、あなたたちの演奏。どっちの方があの曲にぴったり合ってるって思った？

　お願い。正直に答えて。

　それだけ。じゃあね。おやすみなさい。





希のぞ美み
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　スタジオ『Forth Wall』のモニタリングルームに腰掛けた小学生の視線を背中で受けながら、僕はコンピュータに音源データを送り込む。

「よし、それじゃあ再生するね」

　振り返って確認すると、四人は真剣な面持ちで頷うなずいた。浅あさ上がみさんも、潤じゆんも、希のぞ美みも、そらも、幾分緊張感を滲にじませ背筋を伸ばしている。

　僕自身も震えそうになる指先を気合いで押さえつけながら、再生ボタンをクリックした。さあ、どんな目が出るか。あとはもう、音の流れに身を委ねるしかない。

　イントロからガツンと煌きらびやかに、各おの々おのの楽器が複雑に絡からみ合あう。潤じゆんのスピード感あるカッティング、浅あさ上がみさんの桜吹雪のようなピアノ。十六分音符で跳ね回る、希のぞ美みとそらのリズム隊。

　セッションで得たアイデアを惜しげもなくつぎ込んだ、盛大な打ち上げ花火みたいに色鮮やかな音色が、否いや応おうなしに全身を高揚させる。ライブのクライマックスで演奏したらボルテージが最高潮に達すること間違いなしの、極上パーティチューンが巨大なモニタリングスピーカーを揺らした。

　浅あさ上がみさんが用意してくれた曲タイトルは『シャングリラ』。まさにこの世ならざる理想郷へ心を導いてくれるような、極彩色の魅力に溢あふれた一曲に仕上がったと思う。

「……うん！　めっちゃいいよ～！　ありがとうひびきＰさん！　やばいなーすごくテンション上がってきた！」

　浅あさ上がみさんのリアクションは上々。その表情で、本心を伝えてくれていることはしっかりわかった。

　これで第一関門は突破か。まずはこのアレンジを良いいと思ってもらうことが大切。ここで首をひねる出来だったら、僕たちの抱く想おもいの根幹に届かない。

『…………』

　リヤン・ド・ファミユの三人は、無言を貫いている。アレンジ自体は気に入ってくれていると思う。けれどもこの『後』起こるであろう出来事にも思いを馳はせ、今はまだ静観を続けている様子だ。

「よっし！　さっそく本チャンのボーカル録とろうよ！　今ならかなり良いい感じで歌えると思うから！」

　もはや我慢できないとばかりに、録音ブースに早足で近付いていく浅あさ上がみさん。

「待って」

「え？」

　防音ドアのノブに手をかける寸前、僕は幾分声を張って呼び止めた。

「どうしたの？」

「実は、お願いがあって。……もう一回、聴いて欲しいんだ。別バージョンも準備しておいたから、そっちも聴いて、最初のと比べてみて欲しい」

「別バージョン？　もちろん良いいけど、ミックス違いってこと？」

　怪け訝げんそうながら椅子まで戻ってくれた浅あさ上がみさん。僕はあえて質問には答えず、ただ黙ってもう一度曲の再生ボタンを押した。

　４カウントから、イントロが始まる。ピアノも、ギターも先ほどと何一つ変わらないバランスで、イントロのコード進行を辿たどっていく。

　異なるのは、リズム隊の演奏。ドラムはそらが叩たたいたものよりずっと音数が少なく、十六分音符は一小節に一度、ほんのスパイス程度に入るだけ。ベースに至ってはまったくもってコードのルート音から離れない、一直線のエイトビートだ。演奏の難易度だけで語るなら、教則本の最初のページに載っていてもおかしくないくらいシンプルなレベルまで、デチューンされている。

　──だが、しかし。

「ねえ、これって……もしかして」

　浅あさ上がみさんがぼそりと呟つぶやいた。よかった、気付いたようだ。でなければ、ちょっと失礼な言い方をすると期待外れになるところだった。今までずっとすぐ傍そばで奏かなでられていたベースとドラムの音を聴き分けられないのであれば、僕は浅あさ上がみさんを過大評価してしまっていたことになる。

　もちろん、そんなことあるはずがないって信じていたけど。

「最後まで聴いて欲しい。最後まで聴いて、もう一度比べてみて欲しい。コラボしたバージョンと、このバージョン。曲としてどっちのレベルが上か、偏見なしに比べてみて欲しい」

「……………………」

　両手を組み、その上に顎を載せ、押し黙って耳を傾け続ける浅あさ上がみさん。表情はまず初めに重々しく沈み、それから愛いとおしげな色を増やし、柔らかく解けていった。

　答えはもはや、尋ねるまでもなく明らかだった。技術点で言えば圧倒的にコラボバージョンが上。けれども曲全体として捉えれば、後の演奏の方が耳心地良く、美しい。

　あえて理屈で説明すれば、リヤン・ド・ファミユとの共演は全音域をいろんな楽器で埋めすぎなのだ。パートごとの棲すみ分わけができていないから、ぱっと聴きは派手でカッコいいのだけど、リピートしているうちにこってりしすぎた味付けで食傷気味になる。

　逆に、後の方は装飾音を全てピアノに任せたアレンジ。こうした方が不必要な音のぶつかり合いが生じず、メロディそのものの輪郭がはっきりして、一番おいしいところ、聴かせたいところが明確に浮き立つ。

　扱える音域が極めて広いピアノという楽器がリードパートを弾くバンドで、長年リズムを支えてきた歴史がなければ、きっとここまで勇気の不動は貫けない。ある程度の演奏力を手に入れた後は、派手に動く方が絶対に、心理的に楽なのだ。何もしていない、消極的だというレッテルをどこ吹く風と恐れずに、縁の下を支えるプレーに徹するのは、前に前にと出ていくよりよっぽど信念が必要なこと。




　──こんなにも静せい謐ひつで、敬けい虔けんなるリズムは、浅あさ上がみサリーというミュージシャンを心の底から信頼し、愛している人たちにしか奏かなでられない。




「……………………」

　曲が終わった後も、浅あさ上がみさんはしばし頰ほお杖づえを突いたまま、だんまりと床の一点を見つめ続けていた。

「ねえ。……いつ録とったの、これ。レコーディングする時間なんて、なかったでしょ？」

　だいぶ経たってから、そんな質問を誰にともなく口にする浅あさ上がみさん。

「うん。録音する暇は、なかったよ」

　僕は正直に答えた。昨日の夜遅くにようやく、希のぞ美みがギリギリで口説き落としてくれたのだ。そこから録音をして音源を作る余裕なんて、あるはずがなかった。

　だから僕が準備できたのは、当初のデモから、希のぞ美みとそらの演奏をそっくり削除した音源だけだ。

「──っ！」

　確信して、浅あさ上がみさんが立ち上がり、この部屋と連結している録音ブースの扉を乱暴に開けた。僕たちも遅れて、その後を追う。しかとこの眼めで、決着を見守りたいがために。

「サリー……」

　ブースの中にはドラムセットとベースアンプ。そして、源みなもとさんと橋はし元もとさんがいた。

　今日の集合時間よりだいぶ早く来てもらって、エリオットくんの力も借りて、ずっとここで待っていてもらったのだ。

　そう。さっきの音源は、リズム抜きのトラックにリアルタイムの演奏を重ね、録音音源に見せかけてスピーカーから流したものだった。

　なんて、口で言うのは容易たやすいけど、実際やるとなると想像を絶するほど大変なことだ。リズム楽器を後から乗せるというのは、グルーヴ感を生み出すのが困難を極める。

　加えて、二人が初めてこの曲の構成を知ったのも今朝だ。練習時間なんて慰め程度にしか存在しなかった。

　それでいて、あれほど完璧に音源と演奏を合わせてくれた。プレーヤーとしての腕前がどれほどなのか、もはや語るのもおこがましい。

「……ごめん！　二人とも、本当にごめん！　ウチ、なんかぜんぜんわかってなかった。二人のこと、これっぽっちもわかってなかった！」

　生まれて初めて、僕は正真正銘の『土下座』というモノをこの眼めで見た。全ての過あやまちを背中に乗せ、額を床に打ち据えて自らを叱しつ咤たする、全力を捧ささげた謝罪というモノを。

「……ほんと、なかなかわかってくれなかったよね」

「一方通行の愛だったのかなって思って、もういい加減諦めるところだったよ」

「ナナちゃん、みのりん……。えーと、えーと。……すみません」

　天然か意図的かわからないけど、浅あさ上がみさんが二人の口癖を組み合わせてお詫わびするのがなんだかとても微笑ほほえましかった。

　さておき、今ならはっきりわかる。二人がバンドを離れようとしたのはモチベーションが低かったからじゃなくて、むしろ逆。断固たる信念を持って、縁の下に回り浅あさ上がみさんを輝かせるプレーに徹しようと日々努力していたのに、その意図がなかなか伝わらなかった。それどころか突然やってきたコラボ相手のことを浅あさ上がみさんが称賛し始めたから、我慢の限界を迎えてしまったのだ。

　自分たちの演奏こそ、浅あさ上がみサリーを、ラインホルトを最高のバンドに持ち上げられるという矜きよう恃じに身を殉じようとした結果が、悲しくも決別の危機を招いてしまった。

　しかし、それももう過去の話。

「一件落着、かしらね」

　希のぞ美みが僕の隣に立って、ほっと息を漏らす。この瞬間に至るまで、最も難しいミッションをクリアしてくれたのは希のぞ美みだろう。源みなもとさんと橋はし元もとさんがここに来てくれる気にならなければ全ては成立しなかったわけで。改めて僕は深い感謝に包まれ、それと同時にお詫わびしたい気持ちも大きくなった。

「なんだか、希のぞ美みとそらのこと、引き立て役みたいにしちゃったよね……。本当にごめん」

「あら、そんなことないわ。だって希のぞ美みたち、たぶん響きようよりずっと先に思ってたもの。菜な奈な子こと実みの里りがセッションに入った瞬間に『あ、ヤバ……』ってね。希のぞ美みたち、やりかた絶対間違えちゃったって、すごく焦あせってた。ね、そら？」

「はむ。叩たたきすぎました。未熟者でした」

「ねー。希のぞ美みも動きすぎだった。なのにサリーが褒めてくれて、『ほんとかしら』って少しの間わからなくなったけど、やっぱり二人の方がウワテだった。そりゃそうよねって納得しただけよ」

　僕のお詫わびを、希のぞ美みもそらもまったく気にした風もなく流す。言う通りなのだろう、担当楽器の違う潤じゆんと僕は漠然とした違和感としてしか捉えられなかった音のバランスの偏りだけど、実際にリズムを支えていたそらと希のぞ美みは、もっと早くに、実感を伴って感じ取っていた。だからこそ、浅あさ上がみさんにとって本当に必要なリズム隊が誰なのか確信し、二人を真っ先に引き留めようとしてくれたのだ。

「でも別に希のぞ美みたちはあの二人よりダメだって思ってるわけじゃないわよ」

「はむ。リヤン・ド・ファミユのときは、わたしとぞみたんがいちばん」

「くーちゃん、ぞみ……えへへ」

　おもむろに手を繫つないで、潤じゆんと向き合う二人。感激した様子で潤じゆんもその輪を繫つなぐ一端となった。

　うん、二人の言う通りだ。どっちが上とか下とか、そもそもそういう話じゃない。ただ、希のぞ美みとそらは『リヤン・ド・ファミユ』のリズム隊で、源みなもとさんと橋はし元もとさんは『ラインホルト』のリズム隊。それが動うごかし難がたき真理だと証明されたに過ぎない。

　そのことを、この週末にライブを見に来てくれたオーディエンス全員が、まざまざと目に焼き付けることになるだろう。




　　　　♪




「なんだ、ちゃんとたっぷりお客さん入ってるじゃないの。ま、私たちがいりゃトーゼンだけどね」

　ステージ横の楽屋から暗幕を少しだけまくり、霧きり夢ゆめが嬉き々きとした声を上げる。ついに迎えた中なか野のラウンド最終日、ようやくDragon[image: ≒]Nutsとも合流して、三組による対バンライブの当日。お客さんの入りは期待以上に盛況だった。

「あっ。あの人たち、前のライブに来てくれたお姉さんたちですよねっ！」

「……ちょっと。重いんだけど？」

　潤じゆんも霧きり夢ゆめの頭の上にトーテムポール状態で顎を載せ、客席を嬉うれしそうに見つめている。アウェイということもあって半数以上は見覚えのない、おそらくラインホルトの固定ファンだと思うけれど、以前何度かリトルウイングに足を運んでくれたお客さんの顔も覚悟していたよりずっと多く見受けられる。

「みなさん、有あり難がたいなあ」

　僕もたまらずもう一度覗のぞき込こむと、客席は既に満員に近い入りに見えた。桜花さくらや正まさ義よしさんはもちろん、ユナさん、それに高校の友達も何人か顔を確認できる。中なか野のまで出るのはそれなりの労力なのに、本当に有あり難がたく思う。

　いや、でも別に義理とかじゃなく、純粋にライブを見たいと思ってくれているのだろうし、僕が畏かしこまるのもかえってヘンか。

　ここ最近のパフォーマンスを間近で見ていればこそ、誰よりも僕が自信を持つべきかもしれない。

「準備ええか～？　予定時間通りに始めるで～？」

　エリオットくんが確認しに来てくれたので、全員で頷うなずく。トップバッターは抽選の結果Dragon[image: ≒]Nuts。僕たちが中なか野のでドラマを繰り広げている間、地元で更なる研けん鑽さんを積んでて手応えを得たという話だ。いったいどんなライブになるのか、純粋に楽しみで仕方ない。

「みんな、楽しんでいってね。ウチらもいつも通り燃えまくるから♪」

　浅あさ上がみさんが軽快に告げた。その傍かたわらで、源みなもとさんと橋はし元もとさんも静かに微笑ほほえんでいる。

　うん、自分たちの演奏ももちろん楽しみだけど、ラインホルトのライブを生で見ることができるのも本当に待ち遠しいな。雨降って地固まるじゃないけど、三人が信頼関係を取り戻したばかりの今、最高のパフォーマンスを発揮できるタイミングなのではないかと、下世話にも期待が膨らんでしまう。

「とーぜん。たっぷり暴れさせてもらうし、ファンもごっそり奪っていってやるんだから」

　八重歯を剝むき、凄すごむ霧きり夢ゆめ。大胆不敵な言動だったけど、迎え撃つ浅あさ上がみさんも負けてはいなかった。

「いいね、そういうの大好き。ま、ウチらも根こそぎこっちのファンにしちゃうつもりだけどね。ほんとありがと、こんなにいっぱい未来のファンを連れてきてくれて♪」

　バチバチと、Dragon[image: ≒]Nutsとラインホルトの間で火花が散っている。これは、気合いで負けると吞のみ込こまれちゃうかも。ほんの少しだけ心配になって、リヤン・ド・ファミユの様子を窺うかがう。

「なるほど、オールドファッションも捨てたもんじゃないわね。燃料たっぷりな感じで」

「うんっ。昔はちょっとズシッとした感じが苦手で、食べきれなかったけど……。えへへ、私も少し大人になったのかもっ」

「はむ。ライブ前ならこちらもなかなか」

　みんな差し入れで買ってきたドーナツ談義に夢中だった。短期間に白砂糖与えすぎ！　と桜花さくらに怒られてしまうかもしれない。

　それはそれとして、良いい意味で緊張感が薄そうで安あん堵どした。この雰囲気ならば、いつも通りのパフォーマンスを発揮してくれるはず。

　開演までもうすぐ。テンションの高まりを少しも隠さず僕はみんなに挨拶して、勉強のためにエリオットくんの待つＰＡ席へと向かった。




　　　　♪




『どうも魔族で～す！　魑ち魅み魍もう魎りようのみなさん、今日も這はいつくばってますか～!?』

　登壇一発目のＭＣがこれだから、相あいヶが江えさんもますます極まってきたなぁ……。

　──ウオオオォォォ！

　応じて沸きに沸くオーディエンスも大概だけど。なんにせよ悪魔バンドとしての色づけの上手さという意味で、数日の間別行動している間に、ますますキャラ立ちが際きわ立だってきた感があるな。

　ふと見渡せばソロウさんたちタランチュラホークの皆さんも観覧に来ていて、壁ぎわで不敵な笑みをステージに向けている。Dragon[image: ≒]Nutsの成長にさらなる手応えを感じていそうな気配に、僕は緊張感を上乗せした。

『踏み潰されたい虫けらどもからかかってきて下さ～い♪　あ、でも怪け我がしても責任取りませんから、自分の身は自分で守るんですよ！　それでは一曲目、『メランコリック・シード』ですっ！』

　満面の笑みでタイトな衣装から伸びた角と尻尾しつぽを跳ね揺らし、物騒な言葉を重ねる相あいヶが江えさん。そのギャップ感を引き継ぐようにインダストリアルロックをルーツにした、打ち込みドラムと歪ひずんだ六弦ベースの音色が絡からむ、ヘヴィな楽曲でライブは幕を開けた。お客さんは誰からともなくヘッドバンキングの大波。初っぱなから最高潮に達したボルテージが、広いライブハウスのホールそのものを揺らしにかかる。

『……にゃーっ！』

　さらに霧きり夢ゆめも、視覚的にステージへ意識を引き付ける。どういうエフェクトなのか僕にはわからないのだけど、霧きり夢ゆめが描いた良いい意味で落書きチックなネコの絵が一つ一つ別個にステージ裏のスクリーンで反射移動を始めて、画面の端にぶつかる度に色を変えファンタジックな世界観をさらに強調する。上手うまく説明できなくとも、なにやら新しい技術を取り入れていることは間違いなかった。この辺はきっと、緑りよく水すい晶しようさんプロデュースによるアイデアかな、というイメージ。

　派手に混ぜっ返す二人とは裏腹に、くるみはひたすら寡黙にキーボードと相対していた。でもその没入した雰囲気がかえって妖よう艶えんに映るから、これも計算された演出なのかもしれない。どうあれタイトな悪魔衣装に身を包んで音の波に身を委ねる妹の姿は、掛け値無しにかっこよかった。一億八〇〇〇万出資しても惜しくないと思わせるスター性がある。残念ながらそんなにお金持ってないけど。

　続く曲も軒並みハイテンポなパワーチューン。それでもお客さんはまったく怯ひるむことなく激しいレスポンスで応じる。先せん鋒ぽうからがっつり盛り上がるステージングに僕も昂たかぶりまくるのと同時、お客さんの体力が最後まで残っているかどうか、少しだけ心配にもなる。

　なんて、そんな懸け念ねんはきっとすぐに吹き飛んでしまうに違いないとも、裏腹に強く思っているんだけれども。




　　　　♪




『こんばんは、リヤン・ド・ファミユですっ。天界の方から来ましたっ』

『詐欺っぽいわよ、そのＭＣ……』

『わにゃ、天使は噓うそつきませんよ～。この羽も本物です……あ、糊のりのガサガサってなってるのがくっ付いてる……』

『糊のりとか言わない！　地毛！　羽は地毛だから！』

『あのぉ、実は、もげるんですよぉ、羽。困ったものです。一度もげると生えてきません。なので糊のりでペタペタしてます』

『もういい！　曲行くわよ！　「スタートライン！」』

　希のぞ美みと潤じゆんの不思議な間合いで繰り広げられる掛け合いＭＣに、あちこちから爆笑が巻き起こる。昔はどんな言葉が出てくるかヒヤヒヤすることもあったけど、最近ではなんだかんだ面白いところに落ち着くはずという信念を得て、僕からは余計なアドバイスなんてせずみんなの自由意思に任せることにしている。

　それにしても、一曲目が『スタートライン！』なのは予定していた曲順と異なる。もしかしたら、Dragon[image: ≒]Nutsが終始押せ押せのセットリストだったことを受けて曲順をいじってきたのかも。だとしたら僕も正解だと思う。この辺の臨機応変さと、場に応じて見せ方を変えられる幅広いレパートリーも、リヤン・ド・ファミユの魅力のひとつだ。

『はむ』

　そして今回、最も如によ実じつにパフォーマンスの変化を感じるのはそらのドラミングだった。セッションで鍛えた効果で、場を盛り上げるフィルインに所々アドリブが混ざるようになって、以前よりもすごくライブ感が増した。スリーピースのオーソドックスな編成であるリヤン・ド・ファミユの中で、この良いい意味での不確定要素がステージにスパイスとして刺激をもたらしている。

　潤じゆんと希のぞ美みは歌とコーラスが多く入るぶん、演奏で遊びを混ぜるのに制約がある。そこでそらがアドリブというピースを混ぜ込むことにより、ライブバンドとしての面白さが加わった。

　今回の遠征で得られた成長は枚挙に暇いとまがないけど、この事実だけをもっても実に得え難がたき経験になったと、僕は感動を嚙かみしめずにはいられなかった。

『今日も本当にありがとうございました～！　またいつでも、天に召しませ～！』

　緩急をつけたバランスの良いいセットリストで、リヤン・ド・ファミユも最高のパフォーマンスを見せてくれた。そしていよいよ満を持して、トリのラインホルトが登場。地元だから仕方ないけど、お客さんも待ってましたとここ一番の喝采をステージに投げ込んでいる。

「……ありゃあ、だいぶ食われとるなあ。こりゃしんどいステージになるで」

「え、そうですか？」

　やっぱり地の利は超えられないかと思ったけれども、エリオットくんの感覚からするとそうでもないらしい。ということは、遠征組の二バンドである程度場に楔くさびを打ち込むことができたのだろうか。

「自信持ってええで。毎日ずっとライブハウス立ってる人間にしかわからんだろうけど、こりゃだいぶ揺らいどるわ、お客さんたち。サリーちゃんたちにとってはかなーり難しい勝負やで。このまま完全に気持ち持って行かれてまうか、それとも最低限、二股三股のみんな好き～で堪かん忍にんしてもらえるか。ホストバンドにとっては守りの戦や。中なか野の、夏の陣やなぁ」

　言葉とは裏腹に、愛まな娘むすめのピンチにしては至極楽しそうだったので、エリオットくんがどれほど本気で言ってるのかは計りかねた。

　でも、改めて振り返ればDragon[image: ≒]Nutsもリヤン・ド・ファミユも間違いなくベストパフォーマンスを披露してくれたのだ。あれでお客さんの気持ちを少しも引き付けられないのだとすれば、もはやこれから戦う術すべが見えなくなる。だから、エリオットくんの言葉は本音に違いないと、素直に受け取ることにした。




　　　　♪




『どもっす、ラインホルトです。やー、今回初の対バンを挑んでみたんだけど、やめとけば良かったかな？　あはは、みんな大丈夫？　ウワキしちゃったんじゃない？』

　登場するや冗談めかす浅あさ上がみさんに、お客さんは『大丈夫ー！』とレスポンスする。

　でも、返事まで数秒かかっていたし、声の返り方もまばらだった。

　これは、本当に成果アリと受け止めて良いいのかもしれないな。完全アウェイでファンを獲得できたのなら、最高の手応えになる。

『ちょっとー。マジでウワキしそうでしょみんな!?　……ま、でもいいんだ。ウチらもね、いいライブだなーって感動してたから。今回ライブ前に、いっしょにセッションとかもしたんだけどね。……いろいろ、気付かせてもらったことがいっぱいだった。ほんと、いっしょの時間過ごせて良かったなって、すごく感謝してる』

　そこまで一息に喋しやべってから、浅あさ上がみさんは源みなもとさんと橋はし元もとさんの顔を順番に見つめた。二人とも、しょうがないな、といった感じの母性的な笑み。

　直接顔を合わせてからずっと、ラインホルトは浅あさ上がみさん主導の、さもすればワンマンなバンドなのかな、という印象を抱いていたのが正直なところだ。でも今となっては、少し見え方が変わってきた。もしかすると浅あさ上がみさんという末っ子を、静かに優しく見守っている同い年のお姉さんたちという捉え方の方が、本当は適切だったりして。なんて、そんな風にも感じたりするのだった。

『がんばって良いい音楽できるようにならなきゃって気持ちがすごく強くて、それは今も変わらないんだけど、意気込みすぎて忘れちゃってた想おもいとかもあったなって、気付かされた。だから今日は、ラインホルトが初めて集まって、初めてカバーした曲を、初心に帰ってもう一回やってみようと思います。……それじゃ。リヤン・ド・ファミユと、Dragon[image: ≒]Nutsと、来てくれた皆さんと、大切なメンバーに愛を込めて。最初の曲、聴いて下さい。YUKIさんのカバーで、「プリズム」です』

　大きく頭を下げてから、浅あさ上がみさんは繊細なアルペジオをピアノで奏かなで始はじめた。最初は、ソロで、美しい旋律を切々と歌い上げていく。

　ベースが重なり、静かにドラムもビートを刻み始める。でも自己主張はない。あくまで浅あさ上がみさんのボーカルを、曲の美しさを彩いろどるための静かな演奏で、確固たる信念に満ちた穏やかなフレーズを添えていく。

　客席がその演奏に虜とりことなっているのは、もう確かめるまでもなく明らかだった。

　やっぱり、簡単なものじゃないよな。この歌声と演奏を聴いてしまったら、そうそうラインホルトというバンドへの愛着を忘れられるものでもないだろう。

　でも、リヤン・ド・ファミユもDragon[image: ≒]Nutsも間違いなく大きな成長を果たしている。いつかもっと、堂々としのぎを削り合えるような関係になれるまで、みんなと共に歩んでいきたい。浅あさ上がみさんの歌声に酔いしれながら、強くそう思った。

『──それじゃあ最後の曲。ウチらに『絆きずな』をくれた出会いの全部に感謝を込めて。新曲「シャングリラ」です、聴いて下さい！』

　ライブは息を吞のむ完成度で進み、ついにラストナンバー。結局、セッションで生まれたこの曲は、全面的にラインホルトの皆さんへ託そうと、みんなで話し合って決めた。

「悔しいけど、希のぞ美みたちよりもサリーたちの曲ね、これは」

　隣から希のぞ美みの声。いつの間にか、リヤン・ド・ファミユの三人みんながＰＡ席まで駆けつけて、正面からステージを見つめていた。

「うん。でもいつか、もっともっと上手うまくなって、またみんなといっしょに演奏したいね」

　潤じゆんの願いは、必ずや叶かなうことだろう。きっとそんなに遠くない、いつか。

「はむ。やっぱりライブ、たのしい。もっともっといろんなところで、たくさんライブしたい」

　そらが嚙かみしめるように呟つぶやくと、僕も含めた皆が頷うなずく。

　この場所でまた一つ、僕たちの世界が広がった。まだまだ未熟な部分はあるにせよ、きっと今度こそ届かなかった場所に手が届くはずと、そんな希望を抱かずにはいられない。

　去年挑戦して跳ね返された憧れの大舞台に、今年こそ立って成功を収めたい。そう強く願って、先駆者たちの圧巻なるパフォーマンスを、僕たちは畏敬の念と共に見つめ続けた。




　　　　♪




「はむ。これかわいいかも」

「あ、ニルヴァーナよね？　でもサイズダボダボじゃないの……？」

「襟のところをぎゅってすれば、ワンピースみたいにならないかな？」

　ライブが大成功に終わった翌日、打ち上げ兼懇談会という体で、僕たちは再び中なか野のにやってきた。まずは念願だったブロードウェイ観光。ロックバンドのＴシャツが数多く置いてある店舗でウィンドウショッピングを楽しんでいるところだ。ちなみにこの後は相あいヶが江えさんのリクエストで、メイドカフェに突入してみる予定になっている。そんなに大きくない店舗らしいからこの人数で入れるのかはちょっと疑問だけれど。

「あ、このRadioheadのＴシャツかっこいい……。ほしいかも……」

　みんなと混じって物色してるうち、うっかりお気に入りの一枚を見つけてしまった。どうししよう、今月エフェクターをひとつ買ってしまったのでお小遣いの余裕がないんだけど……ううむ、でもこれはいつでも買えるものじゃなさそうだし、ううむ。

「ヌクイはん、今回ほんとにおおきになぁ」

　唸うなっていると、エリオットくんが僕の肩にぽんと手を置いて会え釈しやくした。お礼と言えば明らかにこちらの方がたくさん伝えなくてはいけないので、少し恐縮しながら両手を振る。

「いえいえ、むしろスタジオやホールをあんな自由に使わせてもらっちゃって……！　本当にありがたい経験です」

「おおきにー。そう言ってもらえるのが一番嬉うれしぃわぁ」

　軽い調子で返してくれるエリオットくんだったけど、正規で借りようとしたら今回の出費は十万を下らなかったはずだ。本当に人の縁に助けられてばかりだな、としみじみ感謝を覚えるしかない僕だった。

「今回学んだことを活いかして、是非ともキッズロックフェスティバルの本選に出られるよう、がんばります！」

　自分にちゃんと課題を突きつける意味でも、あえてはっきりと宣言する。泣いても笑っても、潤じゆんたちが小学生でいられるのは今年度が最後。集大成として、是非とも去年跳ね返された壁を乗り越えたい。それは僕だけに止とどまらず、リヤン・ド・ファミユとDragon[image: ≒]Nutsの六人を含めた切望に違いない。

「………………んー、それなぁ」

　きっとエリオットくんなら建前だとしても勇気づけてくれるはず、という勝手な期待があったせいだろうか。意外にも眉間に皺しわを寄せて返事に困ってる様子を見て、僕はかなり戸惑う。

「フェスは、目指すべきじゃないとお考えでしょうか……？」

　もしかすると『あのフェスで心を折る子供も多い』と語っていたことが、この困惑の原因だろうか。だとすると心配して下さるお気持ちは嬉うれしい。

　でも、たぶん僕がいくら止めたとしても、子どもたちの気持ちは変わらないだろう。書類審査落選のままで、小学生バンドとしての活動を終えられるほど、負けん気の強いみんなが割り切れるとは思えなかった。

「あー、ちゃうねん。……うん、濁しても迷惑やろしはっきり言うわ。あんなー。……リヤン・ド・ファミユちゃんも、Dragon[image: ≒]Nutsちゃんも、ぶっちゃけキツい。書類通らんと思う」

『えっ!?』

　あちこちから大きな声が上がった。いつの間にか僕とエリオットくんの周りに子どもたちが集まり、話に耳を傾けていた。

「ちょ、ちょっと！　どういう意味よ！　私たちのことなめてんの!?」

　憤いきどおる霧きり夢ゆめに、エリオットくんは優しく首を振ってから答えた。

「ちゃう、ちゃう。演奏力で言えばたぶんみんな、去年でも書類くらいは通ったはずやで。落とされたのは、バンドの構成がマズかったせいやと思う」

「わにゃ……構成、ですか」

「せや。まずリヤン・ド・ファミユちゃんは一番アカン。ギターとベースとドラムのスリーピースで、演奏するのもまっとうなロックやろ。それだと、どんだけレベル高くても目新しさがないって弾はじかれると思うわ。そういうフェスなんやよ、あれ。他と違う変わった要素があるバンドばかり通って、普通の編成だとめっちゃレベル高くてもポロポロ落ちとる。今までそーゆーバンド、いくつも見てきた」

　その指摘は、かなり酷な内容だった。でも言われてみて、確かに心当たりはある。去年の本選映像も、間違いなくどのバンドも高レベルだったのは大前提として、改めて思い返すと編成もしくはプレイするジャンルのどちらかが異彩を放っている人たちばかりだった。

　裏を返せば、オーソドックスな３Ｐスリーピースロックバンドで、審査に合格するのは現実的でないということだろうか……。

「ほんで、Dragon[image: ≒]Nutsちゃん。そっちもキツいわ。ドラム打ち込みやろ。確かに応募要項ではＯＫになっとるけど、実際のとこ上に残るのはムリちゃうかな。生の演奏力の高さもかなり審査の比重置いてるらしいから、打ち込みってだけでめっちゃ不利やで」

　指摘を受けたバンドの六人は、みな歯は嚙がみして俯うつむいてる。僕としても絶望的にならざるを得ない話だった。……前提条件だけで、夢を見ることすら叶かなわないのだろうか。いくら頑張ってもそもそも芽がないとしたら、あまりにも虚むなしすぎる。

「……そこで、提案なんやけどな」

　フッと、エリオットくんは顔に悪戯いたずらっぽい笑みを携えた。なにか、解決策を伝えてくれそうな雰囲気に、子どもたちの顔がぱっと持ち上がる。

「はむ。ていあん、なんでしょう？」

「キミら六人、フェスの時だけ一緒になったらどや？」

『………………え？』

　みんな一斉に、呆あつ気けにとられたような疑問符を口から溢あふれさせた。

「そしたら絶対いけるで。リヤン・ド・ファミユちゃんたちがまず土台固めるやろ。ほんでDragon[image: ≒]Nutsちゃんたちが絵描きながら、歌って、キーボード入れて。うん、これなら絶対本選で戦えるで！　うんうんそれがえーわ、そーしとき！」

　これ以上の妙案はないとばかりに盛り上がるエリオットくん。

　対して子どもたちは、しかめ面つらと困り顔を交えてしばしずっと視線を互い違いに交差させ続けていた。




　　　　♪




　地元へ帰る電車に乗り込んだ後も、子どもたち六人の間では沈黙が続いていた。空気がだいぶ重い。

　でも正直なところ、僕としては心配していたほど居心地の悪さを感じてはいないのだった。

　霧きり夢ゆめもしくは、希のぞ美み。あるいはくるみ。そのうちの誰かが『そんなの絶対お断り！』というムードになるかと思いきや、思いの外みんな静かだ。

「はむ。六人でやる？」

　そしてついに、そらが切り込んだ。ドキリとして、顔を見合わせる子どもたち。

「……どーせ、アンタが嫌がるでしょ」

　そう言って、霧きり夢ゆめを睨にらみ付つけたのは希のぞ美みだった。ここから大ゲンカに発展……というのがいつものパターンだった──のだけど。

「別に、いいわよ。……一度くらいなら」

『えっ!?』

　みんな一斉に驚きの声を上げた。

　まさか、あの霧きり夢ゆめが共演を拒否しないなんて。それどころか少し照れたように頰を染めて、満更でもないような顔をしているなんて。

　天変地異の前触れかと、そんなことすら思ってしまうような異常事態だった。

「な、何よ！　そりゃ普段ならぜったいイヤよ。でも、そうしないで書類でダメとか言われるのはもっとイヤ！　なら、一度くらいなら協力してやらないこともないわ！　有あり難がたく思いなさいよね！」

　顔を真っ赤にしてまくし立てる霧きり夢ゆめに、みんなだんだんと温かな笑みを向け始める。

　そうか……。この前もふと感じたことだけど、今はっきりと確信した。

　打ち解けて、くれたんだな。この六人……僕も入れさせてもらえば七人で長い時間を過ごすうちに、霧きり夢ゆめの心の中で、何かがするりとほどけたのだ。

「小こ梅うめちゃん、ありがとう」

「はむ。いっしょにがんばろう？」

　ぎゅっと潤じゆんが霧きり夢ゆめの両手を握り、その脇からそらが肩をぽんと叩たたく。

「い、言われなくても、サイコーの作品描いてあげるわよ！　だから、安心しなさいよね！」

　夕暮れ時、大きな河川を渡る電車の中に、温かな光が差し込んだ。

　これから先、ますます楽しくて刺激的な毎日が訪れるかもしれない。

　そんな確信めいた予感で、自然と笑顔にならざるを得ない僕たちだった。







[image: ]







[image: エピローグ]










　うだるような暑さの中、リトルウイングの練習スタジオは外気と裏腹に冷え切っていた。

　良いい意味で、ではない。絶望的な意味で冷え切っていた。

「……それじゃ、良いいわね。決まりということで」

「もちろん。覆くつがえることはないわ」

　まっすぐ向き合って、にらみ合う希のぞ美みと霧きり夢ゆめ。その周りを囲む子どもたちも誰一人、間に入って止めようとはしない。

　というよりむしろ、周りを囲むみんなもまた、それぞれ多かれ少なかれ剣けん吞のんな空気を纏まとっていた。

「よろしい。じゃあ今日から」

　腕組みして希のぞ美みが息を漏らす。

「金輪際」

　わなわなと唇を震わせながら霧きり夢ゆめが歯をむき出す。

『絶交！　完全に絶交よ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！』

　そして、互いに最さい後ご通つう牒ちようを交わし合ってしまった。

　それでもこれだけなら、まだ救いはあった。希のぞ美みと霧きり夢ゆめのケンカならば良く起こることだし、なんだかんだで仲直りのタイミングを摑つかめるのではという希望も持てた。

　今回取り返しがつかないのは、その様子をいつもは心配する他の子たちの間でも、数え切れないほどのいざこざが発生してしまっていること。

　ひたすら頭を抱える。……これから、いったいどうしたら良いいんだ。

　僕がみんなのバンド活動を見守るようになって、一年と数ヶ月。

　振り返るまでもなく、最悪のピンチが目の前に訪れていた。










　あとがき




　二〇一二年のシリーズ開始から、『天使の３Ｐスリーピース！』もとうとう十巻目に突入ですね。これも皆様がここまで支えて下さったおかげ。読んで下さった方、そしてこのタイトルに関わって下さっている方に改めて感謝の気持ちを抱くばかりです。

　本当にありがとうございました！

　そしてもちろん、これからもよろしくお願いいたします！

　ちょうどＴＶアニメＯＡ時期ということでムード的にも盛り上がっているタイミングではないかなと思いますが、原作と共にアニメの方も楽しんで頂けてるとすごく嬉うれしいです。制作過程を見せて頂いておりますが本当に順調そのもので、ここまで原作者として楽しみしかない、良いい意味で仕事しなくていい（笑）タイトルも珍しいのではと自負しております。ユニット活動して下さっている三人のことも含めまして、多くの方から末長く応援して頂けますように。ぜひご期待下さいませ！

　さて、今巻はキリの良いい数字ということで、いっそう気合いを入れて盛りだくさんな内容にしようと構想しておりました。

　結果、一話の分量が増えて長編に戻ってしまっております（笑）。

　次巻以降もあまりフォーマットには拘こだわらず、楽しんで頂けるような内容にすることを第一に頑張っていきたいと思いますので、どうかその辺は気にせず温かい眼めで見て頂けると幸いでございます……！

　あとそういえば、冒頭は一体どれくらいの人に『元ネタ』が伝わるのでしょうか。伝わればウケるのではという自信はあるのですが。さすがにわけがわからないからボツ、と言われるのも覚悟で提出したところ、担当さんから『面白かった』と言って頂けたので、クスリとして頂けるよう期待しております。

　ちなみに一億八〇〇〇万というのはルーラーシップと同じ値段ですね。さすがに高すぎてしばらくの間満口にならなかったそうですから、もしタイムマシーンがあったらなぁなどと思ってしまいますが、タイムマシーンがあったとしてポンと四五〇万払えるかと言うと結局怖おじけづいてしまう気もします。ＳＦルール的には必ずや同じ未来にたどり着くという保証もないわけですし。

　思いっきり脱線しました。

　改めまして、今巻もお読み頂きまことにありがとうございました！　この後さらに大きな流れがやって来そうな気配。引き続き響きようと子どもたちのことを応援頂けますと幸いです。

　それではまた。


二〇一七年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。『ロウきゅーぶ！』で第15回電撃小説大賞《銀賞》を受賞し、作家デビュー。途中苦心しつつも今作を書き上げたご褒美に、初めてのシンガポールを訪問。異国でも目に入ってしまう、小さいものを思わず追いかけてしまったご様子です！
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イラスト／てぃんくる

『ロウきゅーぶ！』『天使の３Ｐ！』を担当している、儚く美しい美少女たちが魅力のはるかぜせつな。小学生道を極め、魅力の全てを詰め込んだ『てぃんくるイラストレーションズ Quintet Tea Party ロウきゅーぶ！』も好評発売中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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